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設立趣旨

ブリヂス トン美術館

ブリヂス トン美術館 は,石 橋正二郎（1889-1976）が多年にわたって蒐集愛蔵 した内外の美術品を,社

会公共のため,広 く一般の鑑賞 に供 し,文化向上の一端に貢献 したいとの趣旨に基づ き,1952年 （昭和27）

1月8日,ブ リヂス トンビルディング竣工 とともに同ビル内に開設 された ものである。その後1956年 （昭

和31）4月 に設立 された財団法人石橋財団がその経営 を継承 し,1961年 （昭和36）9月 には同財団が石橋

正二郎から所蔵美術品の寄贈 を受けた。なお,1959年 （昭和34）5月 には面積が二倍に拡張 されると共 に,

設備 に大改良が加 えられた。

石橋美術館

石橋美術館は,株式会社ブリヂス トンの創業者 ・石橋正二郎が1956年 （昭和31）4月26日,同 社の創立25

周年を記念 して,社 会公共の福祉 と文化向上のために,郷 土久留米市に寄贈 した石橋文化セ ンターの中

心施設である。1977年 （昭和52）,石 橋正二郎の遺族の寄付により増改築が行われ,同 年4月 以降,久 留

米市の要請により,石 橋財団がその経営に当たっている。

機構 ・運営

石橋財団

理事長

理事

監事

評議員

（1994年3月31日 現在）

石 橋幹 一郎

盛 田昭夫,有 田一・寿,真 藤 恒,内 田 宏,嘉 門安雄,中 川 　洋,楠 晋次,大 原 譲

亀 徳正 之,唐 津高美,鵜 澤 昌和

石橋幹 一郎,鵜 澤 晋,石 井公 一 郎,小 林 行雄,河 北倫 明,朝 吹 三吉,石 橋 寛,真 藤 恒,

高碕芳 郎,有 田一寿,橋 口　 収,高 階秀爾,友 部　 直,喜 多 村禎勇,徳 永徳 次郎,三 木常 正,

富 山秀男,嘉 門安雄,中 川　 洋,大 原　 譲,朝 比奈仙 二

美術館運営委員会

委員長

委員

石橋幹一郎

中川 洋

河北 倫 明,脇 田 和,高 階秀 爾,友 部 直,谷 口鉄雄,鈴 木健 二,石 橋 寛,富 山秀 男,嘉 門安 雄,

寄付助成選考委員会

委員長

委員

有 田一寿

内 田 宏,鵜 澤 昌和,友 部 直,吉 久勝 美,加 嶋 昭男

常務理事

事務局

事務局長

大原 譲

朝比奈仙二

ブリヂス トン美術館

参与

館長

久保貞次郎

嘉門安雄 事務部長　尾島　聰 学芸部長（兼） 嘉門安雄 学芸課長　宮崎克己

石橋美術館

顧問

館長

谷口鉄雄

中川　洋 事務部長　平井麟之輔 学芸課長　田内正宏 学芸課 ・課長　橋富博喜
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BRIEF HISTORY

BRIDGESTONE MUSEUM OF ART 
 On January 8, 1952, in celebration of the completion of the Bridgestone Building,  Shojiro 

Ishibashi(1889-1976), ever mindful of the promotion of cultural development in Japan, opened to the 
public an art gallery within the building, under the name of "Bridgestone Gallery." Ishibashi's person-
al collection formed the nucleus of the exhibits of paintings, sculptures and other objets d'art. 
In April 1956 the management of the Gallery was taken over by the Ishibashi Foundation, and in 
September 1961  Shojiro Ishibashi donated numerous art works of his collection to the Foundation. 
In May 1959 the Gallery was considerably enlarged and entirely renovated, and in January 1968 the 
English name was changed from "Bridgestone Gallery" to "Bridgestone Museum of Art."

ISHIBASHI MUSEUM OF ART 
 On April 26, 1956, in celebration of the 25th anniversary of the founding of Bridgestone Corpora-

tion,  Shojiro Ishibashi, the founder of the company, donated the Ishibashi Cultural Center to the city 
of Kurume, his native place, for the purpose of rendering services to the public and promoting cultu-
ral development. The Museum (originally called "Ishibashi Art  Gallery") is the main institution of the 
Center. In 1971, the English name was changed from "Ishibashi Art Gallery" to "Ishibashi Museum of 
Art." In 1977, thanks to a contribution of the bereaved family of  Shojiro Ishibashi, the building of the 
Museum was reconstructed and extended, and in April of the same year the Ishibashi Foundation 
was entrusted with the management of the Museum by the city of Kurume.

ORGANIZATION & MANAGEMENT

Ishibashi Foundation (As of March 31, 1994)

President of the Board of Directors
Directors

Auditors
Councillors

Akio Morita 
Yasuo Kamon 
Masayuki Kitoku 

 Kanichiro Ishibashi 
Michiaki Kawakita 

 Yoshiro Takasaki 
Naoshi Tomobe 
Hideo Tomiyama 
Senji Asahina

 Kanichiro Ishibashi 
Kazuhisa Arita 

 Yo Nakagawa 
Takami Karasawa 
Susumu Uzawa 
Sankichi Asabuki 
Kazuhisa Arita 
Sadao Kitamura 
Yasuo Kamon

Hisashi Shinto 
Shinji Kusunoki 
Masakazu Uzawa 
Koichiro Ishii 
Hiroshi Ishibashi 
Osamu Hashiguchi 

 Tokujiro Tokunaga 
 Yo Nakagaza

Hiroshi Uchida 
Yuzuru Ohara

Yukio Kobayashi 
Hisashi Shinto 

 Shaji Takashina 
Tsunemasa Miki 
Yuzuru Ohara

Executive Committee of the Museums

Chairman 
Members

 Kanichiro Ishibashi 
Michiaki Kawakita 
Tetsuo Taniguchi 
Yasuo Kamon

Kazu Wakita 
Kenji Suzuki 

 Yo Nakagawa

Shuji Takashina 
Hiroshi Ishibashi

Naoshi Tomobe 
Hideo Tomiyama

Selection Committee of Contribution and Subsidy

Chairman 
Members

Kazuhisa Arita 
Hiroshi Uchida Masakazu Uzawa 
Akio Kashima

Naoshi Tomobe Katsumi Yoshihisa

Managing Director Yuzuru Ohara

Administration 
Executive Secretary Senji Asahina

Bridgestone Museum of Art

Councillor 
Director 
Administrator

 Sadajiro Kubo 
Yasuo Kamon 

   Satoshi Ojima Chief Curator Yasuo Kamon(Director) Curator Katsumi Miyazaki

Ishibashi Museum of Art

Adviser 
Director 
Administrator

Tetsuo Taniguchi 
 Yo Nakagawa 

   R innosuke Hirai Chief Curator Masahiro Tauchi Curator Hiroki Hashitomi
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主 な記 録 ブリヂストン美術館

《特別展》

モ ネ展

1994年2月11日(金）-4月7日(木)

主催:石 橋財団ブリヂス トン美術館/東 京新聞/TBS

後援:フ ランス大使館

協賛:安 田火災

協力:日 本航空

出品内容:油 彩74点

入場者総数:310,915人

1.《 ル エ ルの 眺 め》/1858年/油彩・ カ ンヴ ァス/46.0×65.0cm/個 人 蔵,日 本

2.《 オ ン フル ー ル近 くの小 さ な造 船 所》/1864年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/55.0×81.0cm/個 人 蔵(ヒ ル デ ガー ド・フ リ ッツ＝デ ネ

ヴ イル画 廊協 力)

3.《 オ ンフ ルー ル の海 岸 》/1864年/油彩・ カ ン ヴ ァス/60.0×81.0cm/ロ サ ンゼ ル ス郡 立 美術 館

4.《 釣 り船 》/1866年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.0×55.0cm/ウ イ ル デ ンス タイ ン東 京

5.《 サ ン=タ ドレス の断 崖》/1867年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/54.0×79.0cm/松 岡美 術館

6.《 サ ン=タ ドレス の通 り》/1867年/油彩・ カ ン ヴ ァス/79.7×59.0cm/ク ラ ー ク・ア ー ト・イ ンス テ ィテ ユ ー ト

7.《 ハ イ ド・パ ー ク》/1871年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/41.0×74.0cm/ロ ー ド・ア イ ラ ン ド・デザ イ ン学 校 美術 館

8.《 テー ム ズ河 と国 会議 事 堂》/1871年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/47.0×72.5cm/ロ ン ドン・ナ シ ョナ ル ・ギ ャ ラ リー

9.《 読 書 す る女 》/1872年/油彩・ カ ン ヴ ァス/48.5×65.1Cm/ウ ォル ター ズ ・ア ー ト・ギ ャ ラ リー

10.《 ア ル ジ ャン トゥイユ の 春》/1872年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/51.0×65.0cm/ポ ー トラ ン ド美 術館

11.《 ア ル ジ ャン トゥイユ の セ ー ヌ河 》/1873年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/50.5×61.Ocm/オ ル セ美 術館

12.《 ア ル ジ ャ ン トゥイ ユ の散 歩 道》/1872年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/50.5×65・0cm/ワ シ ン トン ・ナ シ ョナル ・ギ ャラ リー

13.《 ア ル ジ ャ ン トゥイ ユ の洪水 》/1872年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/54.4×73.3cm/石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術館

14.《 貨 物 列 車》/1872年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/48.0×76.0cm/個 人 蔵,日 本

15.《 ル ー ア ンの セ ーヌ 河》/1872年/油彩・ カ ンヴ ァス/49.2×76.2cm/静 岡 県立 美 術館

16.《 木 の橋》/1872年/油彩・ カ ン ヴ ァス/54.0×73.0cm/ラ ウ財 団,チ ュー リ ッヒ

17.《 キ ャ プ シー ヌ大 通 り》/1873年/油彩・ カ ンヴ ァス/79.4×60.6cm/ネ ル ソ ン=ア トキ ンズ美 術館

18.《 ア ル ジ ャ ン トゥイユ の橋 》/1874年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/54.5×78.0cm/セ ン トル イス美 術 館

19.《 散 歩 》/1875年/油彩・ カ ン ヴ ァス/59.5×80.0cm/ISETAN,東 京

20.《 ア ル ジ ャ ン トゥイユ》/1874年/油彩・ カ ンヴ ァス/42.0×70.0cm/個 人 蔵,日 本

21.《 雪 の アル ジ ャン トゥイユ 》/1875年/油彩・ カ ン ヴ ァス/55.5×65.0cm/国 立西 洋 美術 館

22.《 雪 の ァル ジ ャン トゥイユ,黄 昏》/1875年/油彩・ カ ンヴ ァス/53.0×64.0cm/マ ルモ ッタ ン美術 館

23.《 庭 の カ ミー ユ ・モ ネ と子 供 》/1875年/油彩・ カ ン ヴ ァス/55.0×66.0cm/ボ ス トン美 術館

24.《 ア ル ジ ャ ン トゥイユ の セ ーヌ 河》/1875年 頃/油彩・ カ ンヴ ァス/43.0×73.5cm/マ イル ス ・ジ ョエ ル氏 蔵

25.《 サ ン＝ラザ ー ル駅 》/1877年/油彩・ カ ンヴ ァス/60.0×80.0cm/個 人蔵,日 本

26.《 ス ミ レの 花 束 を持 つ カ ミーユ》/1876-77年/油彩・ カ ンヴ ァス/116.0×88.0cm/個 人 蔵,日 本

27.《 アル ジ ャ ン トゥイユ の花 咲 く堤》/1877年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/54.0×65.0cm/個 人 蔵,日 本

28.《 藁 ぶ きの 家》/1879年/油彩・ カ ン ヴ ァス/48.5×64.5cm/ISETAN,東 京

29.《 セ ー ヌ河 の 日没,冬 》/1880年/油彩・ カ ン ヴ ァス/60.0×80.0cm/個 人 蔵,日 本

30.《 フ ェカ ン近 くの グ ラ ンヴ ァル》/1881年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/61.0×80.0cm/ISETAN,東 京

31.《 税 関 吏 の小 屋》/1882年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/60.3×73.0cm/フ ォ ッ グ美 術 館

32.《 しけ のエ トル タ》/1883年/油彩・ カ ンヴ ァス/65.0×81.0cm/ヴ ィ ク トリ ア ・ナ シ ョナル ・ギ ャ ラ リー

33． 《エ トル タの 断 崖》/1885年/油彩・ カ ンヴ ァス/64・9×81.1cm/ク ラー ク ・アー ト・イ ンス テ ィテ ユー ト

34.《 ヴ ァル ボ ナ山》/1884年/油彩・ カ ンヴ ァス/65.0×92.0cm/ダ ラス 美術 館

35.《 ボル デ イ ゲ ラの モ レノ庭 園》/1884年/油彩・ カ ンヴ ァス/73.6×93.0cm/ノ ー トン・ギ ャ ラ リー

36.《 ジ ュ フ ォス,夕 方 の印 象》/1884年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/60.0×81.0cm/群 馬 県 立近 代 美 術館(群 馬 県企 業 局 寄 託作 品)
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37.《 ポ ール=ヴ イエ の 島》/1885年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/55.0×73.0cm/個 人蔵,ル クセ ンブ ル グ

38.《 積 み 藁》/1885年/油彩・ カ ンヴ ァス/65.0×81.0Cm/大 原 美術 館

39.《 雨 の ベ リー ル》/1886年/油彩・ カ ン ヴ ァス/60.5×73.7cm/石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術 館

40.《 ポ ール=ド モ ワの 洞窟 》/1886年/油彩・ カ ン ヴ ァス/65.0×81.0cm/茨 城 県 近 代 美術 館

41.《 ジ ヴ ェル ニ ーの 積 み藁,夕 日》/1888-89年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/65.0×92.0cm/埼 玉県 立 近代 美 術 館

42.《 ジ ヴ ェル ニ ーの 積 み藁,朝 日》/1888-89年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/65.0×92.7cm/個 人蔵,ア メ リカ

43.《 ク ルー ズ 峡谷 の 日没》/1889年/油彩・ カ ンヴ ァス/64.0×79.5cm/個 人 蔵,ア メ リカ

44.《 ラ ・ロ シュ=ブ ロ ンの村 》/1889年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/73.6×92.6cm/三 重県 立 美術 館

45.《 ジ ヴ ェル ニ ー の草 原》/1890年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/65.1×92.4cm/福 島 県立 美 術館

46.《 ポ プ ラ並 木,曇 天》/1891年/油彩・ カ ンヴ ァス/91.4×81.3cm/イ セ文 化基 金

47.《 ポ プ ラ並 木,夏 》/1891年/油彩・ カ ン ヴ ァス/93.0×73.5cm/国 立 西 洋 美術 館

48.《 ポ プ ラ並 木,秋 》/1891年/油彩・ カ ン ヴ ァス/92.0×72.0cm/フ ィ ラデ ル フ ィ ア美術 館

49.《 ル ー ア ン大聖 堂,夕 暮 れ》/1892-93年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/100.0×65.0cm/個 人 蔵,フ ラ ンス

50.《 ル ー ア ン大聖 堂,朝 》/1892-93年/油彩・ カ ン ヴ ァス/100．0×65.0cm/個 人 蔵(フ ジ カ ワ画廊 協 力)

51.《 ル ー ア ン大聖 堂,昼 》/1892-93年/油彩・ カ ンヴ ァス/100.5×66.2cm/ボ ス トン美術 館

52.《 コルサ ー ス 山》/1895年/油彩・ カ ンヴ ァス/65.0×100.0cm/個 人蔵,ア メ リカ

53.《 コルサ ー ス 山,霧 》/1895年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/65.0×100.0cm/ゲ イ/ク リプ トン・レオ ンハ ル ト蔵

54.《 セ ー ヌ河 の朝,曙 》/1896-97年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/82.0×93.5cm/ひ ろ しま美 術館

55.《 セ ー ヌ河 の朝,清 澄》/1896-97年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/80.9×92.0cm/個 人蔵,ア メ リカ

56.《 チ ャ リ ン グ・ク ロス橋 》/1899-1901年/油彩・ カ ン ヴ ァス/64,5×92.0cm/村 内 美術 館

57.《 チ ャ リ ン グ・ク ロス橋 とテー ム ズ河 》/1899-1901年/油彩・ カ ンヴ ァス/73.0×100.0cm/吉 野石 膏 株 式 会社

58.《 ウ ォー ター ル ー橋,曇 天 》/1899-1901年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/65.4×92.3cm/シ カ ゴ美 術 館

59.《 ウ ォー ター ル ー橋,曇 天 ・煙》/1899-1901年/油彩・ カ ン ヴ ァス/65.0×100.0cm/個 人 蔵,日 本

60.《 国会 議 事 堂,ば ら色 の シ ン フ ォニ ー》/1900-01年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/81.0×92.0cm/個 人 蔵,日 本

61.《 国会 議 事 堂,夕 暮 れ》/1900・-01年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/81.0×92.0cm/個 人蔵,日 本

62.《 睡蓮 の 池 と 日本 の 橋》/1899年/油彩・ カ ンヴ ァス/90.0×90.0cm/プ リ ンス トン大 学美 術 館

63.《 睡蓮 の 池 と 日本 の 橋》/1900年/油彩・ カ ンヴ ァス/89.2×92.8cm/ボ ス トン美 術館

64.《 睡蓮 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/81・5×100.5cm/石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術 館

65.《 睡蓮 の 池》/1907年/油彩・ カ ンヴ ァス/90.9×72.7cm/個 人 蔵,日 本

66.《 睡蓮 の 池》/1907年/油彩・ カ ンヴ ァス/92.0×73.0cm/川 村 記念 美 術 館

67.《 睡蓮 の 池》/1907年/油彩・ カ ンヴ ァス/100.6×73.5cm/石 橋財 団 ブ リヂ ス トン美術 館

68.《 睡蓮 》/1907-08年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/92.0×94.0cm/個 人 蔵,日 本

69.《 睡蓮 》/1908年/油彩・ カ ン ヴ ァス/101.0×91.0cm/東 京 富 士美 術 館

70.《 黄 昏,ヴ ェ ネ ツ ィア》/1908年/油彩・ カ ンヴ ァス/73.0×92.5cm/石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美術 館

71.《 日本 の橋 》/1918年/油彩・ カ ンヴ ァス/100.0×200.0cm/マ ル モ ッタ ン美術 館

72.《 日本 の橋 》/1918-24年/油彩・ カ ンヴ ァス/89.0×93.0cm/ア サ ヒビー ル株 式 会社

73.《 バ ラの小 道 》/1920-22年/油彩・ カ ン ヴ ァス/89.0×100.0cm/個 人 蔵,ス イス

74.《 バ ラの小 道 》/1920-22年/油彩・ カ ン ヴ ァス/73・0×105.0cm/個 人 蔵,ス イス

※展 覧会 カ タ ロ グに掲 載 され て い るM0A美 術 館 所蔵 の《ポ プラ並 木,夕 暮 れ》(Cat.no.52)は,都 合 に よ り出 品 され なか っ

た 。

主な記録(ブ リヂス トン美術館) 7
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《特集展示》

マ テ ィ ス

1993年4月13日(火）―7月14日(水)

出 品 内容:油 彩11点 素描2点 版 画22点 計35点

1.《 画 室 の 裸婦 》/1899年/油彩・ 紙/66.2×50.5cm

2． 《静 物 》/1903年/油彩・ カ ン ヴ ァス/7.9×9.0cm

3.《 コ リ ウー ル》/1905年/油 彩 ・厚 紙/24.5×32.4cm

4.《 縞 ジ ャケ ッ ト》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/123.6×68.4cm

5.《 横 たわ る裸 婦 》/1919年/油彩・ カ ン ヴ ァス/32.9×40.8cm

6.《 両 腕 をあ げ た オ ダ リス ク》/1921年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/45.9×38．2cm

7.《 樹 間の憩 い》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/59.0×72.0cm

8.《 石 膏 の あ る静 物》/1924年/油彩・ カ ン ヴ ァス/52.0×64.0cm

9.《 ル ー川 の ほ と り》/1925年/油彩・ カ ン ヴ ァス/38.3×47.0cm

10.《 オ ダ リス ク》/1926年/油彩・ カ ンヴ ァス/55.5×46.8cm

ll.《 青 い胴 着 の女 》/1935年/油彩・ カ ン ヴ ァス/46.0×33.0cm

12.《 マ ル グ リ ッ トの顔 》/1925年/鉛 筆 ・紙/25.5×19.3cm

l3.《 リュ リュ と犬 》/1931年/ペ ン,イ ン ク・紙/54.7×44.5cm

l4.《 ガ ラニ ス の顔 》/1914年/エ ッチ ン グ/14.0×10.0cm

15.《 ソ フ ァー の踊 り子 》/1927年/リ トグ ラフ/29.0×46.5cm

16.〈 ジ ャズ 〉/1947年/ス テ ン シル/42.2×65.5cm

I《道 化 師》/Ⅱ 《サ ー カ ス》/Ⅲ《ロ ワ イヤ ル氏 》/Ⅳ 《白象 の 悪 夢 》/V《 馬,曲 馬 師,道 化 師》/Ⅵ 《狼 》/Ⅶ 《ハ ー ト》/Ⅷ 《イ

カ ル ス》/Ⅸ《形 体》/X《 ピエ ロ の 葬式 》/XI《 コ ドマ兄 弟 》/XII《水 槽 を泳 ぐ女 》/XⅢ 《剣 を呑 み込 む男 》/XⅣ 《カ ウボ ー

イ》/XV《 ナ イ フ投 げの 男》/XⅥ《 運 命》/XI《 潟》/XⅧ 《潟 》/XⅨ 《潟 》/XX《 橇》

隠 され た 肖像-美 術 品の科 学 的調査

1993年7月17日(土)―11月7日(日)

出品内容:油 彩4点 資料写真および解説パ ネル

1.フ ィ ンセ ン ト・フ ァン ・ゴ ッホ 《モ ンマ ル トルの風 車 》/1866年/油彩・ カ ン ヴ ァス

2.ケ ー ス ・ヴ ァ ン・ドンゲ ン《シ ャ ンゼ リゼ大 通 り》/1924-25年/油 彩 ・カ ンヴ ァス

3.ジ ョル ジ ョ・デ ・キ リコ《吟遊 詩 人》/油彩・ カ ンヴ ァス

4.黒 田 清輝 《鉄 砲 百合 》/1909年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/石 橋 美術 館

藤 田 嗣 治

1993年11月9目（火）-1994年1月30日(日)

出品 内 容:油 彩7点 素 描,淡 彩,岩 彩8点 版 画31点 計46点

1.《 巴里 風 景》/1918年/油彩・ カ ン ヴ ァス/46.0×55.0cm

2,《 イ ンク壺 の 静物 》/1926年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/22.0×26.9cm

3.《 婦 人像 》/1927年/墨,淡 彩 ・洋 紙/40.5×32.2cm/石 橋 美 術 館

4.《 婦 人像 》/1927年/鉛 筆 ・洋 紙/38.6×22.1cm/石 橋 美術 館

5,《 少女 像 》/1927年/鉛 筆 ・洋 紙/37.8×30.3cm/石 橋 美術 館

6.《 横 たわ る女 と猫 》/1932年/油彩・ カ ン ヴ ァス/65.0×100.0cm

7.《 婦 人 像》/1932年/墨,淡彩・ 洋 紙/43・4×33.0cm/石 橋 美 術 館

8.《 猫 》/1934年/胡 粉,墨,岩 彩 ・和紙/24.0×33.1cm/石 橋 美 術館

10 主な記録(ブ リヂス トン美術館)



9.《 女 と猫 》/1938年 頃/墨,淡 彩 ・洋 紙/43.2×49.4cm/石 橋 美 術 館

10.《 猫 の い る静物 》/1939-40年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/80.6×99.9cm

11.《 ドル ドー ニ ュ の家 》/1940年/油彩・ カ ン ヴ ァス/45.5×53.3cm

l2.《 カル ポ ーの公 園》/1940年/油彩・ カ ン ヴ ァス/31.8×40.9cm

13.《 室 内》/1943年 頃/油彩・ カ ン ヴ ァス/37.5×45.2cm/石 橋 美 術 館

14.《 人 形 を抱 く子供 》/1948年/墨 ・洋 紙/43.3×52.5cm/石 橋 美 術 館

15.《 裸 婦》/1949年/墨 ・洋 紙/33.7×46.0cm/石 橋 美 術 館

16.《 自画像 》/1927年/エ ッチ ング/45.5×35.2cm

17.《 二 人 の裸 婦 》/1927年/エ ッチ ン グ ・絹/38.5×55.0cm/石 橋 美 術 館

18.《 猫 》/エ ッチ ン グ/28.7×36.2cm/石 橋 美 術 館

19.《 裸 婦》/エ ッチ ング/55.8×36.5cm/石 橋 美 術館

20.ル ネ ・エ ロ ン ・ド・ヴ ィル フ ォス著 『不 思議 の 河』藤 田嗣 治 に よる27枚 の オ リ ジナ ル銅 版 画/1951年/エ ッチ ン グ

表 紙/(1)エ ロ ン ・ド・ヴ ィル フ ォス/(2)フ ジ タ/(3)フ ォン テー ヌ ・デ ・ジノ サ ン― 装 飾 頭 文 字/(4)レ ・ア ー ル(中 央 市 場)/

(5)パ レ=ロ ワ イヤ ル/(6)マ キ シ ム(レ ス トラ ン)/(7)場 末/(8)宝 石 を つ け た 女/(9)ボ ー ボ ー 広 場/(10)エ リ ゼ ー宮/(11)サ ン=

フ ィ リ ップ/(12)フー ケ(カ フ ェ)/(13)ロ ンシ ャ ン(競 馬 場)/(14)イ ギ リス女 王― 装 飾 頭 文 字/(15)閉ざ さ れ た家/(16)レ ・アー

ル/(17)香水 の 夢/(18)ヴ ァ ン ドー ム広 場/(19)大 きな美 容 院/(20)シャ ンゼ リゼ/（21）マ リニ ー/(22)町娘/(23)コ レク シ ョン/(24)オペ

ラ の夢/（25）シ ャ ルパ ンテ ィエ の売 り立 て/(26)テル ン

主な記録(ブ リヂストン美術館) 11



《土曜講座》

通算回数

1651

1652

1653

1654

1655

1656

1657

月目

1993年4月3日

4月10日

4月17日

4月24日

5月8日

5月15日

5月22日

講座題 目 講師

《日本ギ リシャ協会発足20周 年記念=第19回 ギ リシャの文化 と美術》

駐 日ギ リシャ参事官挨拶

ギ リシャと私

ギ リシャ悲劇 と現代一
　 　 　 　 　 　 ひとみ こくう
エーゲ文明の人身御供

ギ リシャ人の異文化観

蜷川幸雄氏

イ カロスの眼=空 か ら遺跡 をみる

ギ リシャの神殿建築

ギ リシャ美術,石 の語る言葉

国分敬治氏

三浦一郎氏

久保正彰氏

友部　直氏

堀内清治氏

澤柳大五郎氏

1658

1659

1660

1661

1662

6月5日

6月12日

6月19日

6月26日

7月3日

《色彩 画 家 の 系譜 》

ドラ ク ロ ワ とロマ ン派 の色 彩

テ ィツ ィ アー ノ とルー ペ ンス

印象派 ・光 と風土

色彩画家マテ ィス

マティスと20世紀絵画

高橋明也氏

中村俊春氏

島田紀夫氏

中山公男氏

木島俊介氏

1663

1664

1665

7月17日

7月24日

7月31日

《美術史と科学的調査》

美術史研究と画像計測

日本 における美術品の科学的調査 と研究

フ ァン ・ゴ ッホの 重 ね描 きにつ い ての 新視 点

三浦定俊氏

秋山光和氏

圀府寺　司氏

《ジャポネズリ―研究学会連続講演会―博覧会の時代》

1666

1667

16681669

1670

1671

9月11日

9月18日

9月25日

10月2日

10月9日

10月16日

江戸の博覧会=平 賀源 内か ら明治へ

博覧会都市パ リとデパ ー トの誕生

ジャポネズ リーの演 出=1873年 ウィー ン万 国博 を中心 に

水晶宮 を生 んだもの=博 覧会建築の世界

内国勧業博覧会 と「美術」

芳賀　徹氏

鹿島　茂氏

岡部昌幸氏

鈴木博之氏

北澤憲昭氏

能登路雅子氏

（中止 ）

ディズニーラン ドという聖地一現代の神話 を見せる常設博覧会

《地中海学会秋期連続講演会一芸術家と地中海旅行》

1672

1673

1674

1675

1676

11月13日

11月20日

11月27日

12月4日

12月11日

ユ ダヤ人の音楽一地 中海の西 と東

ヴァレリーとカミュを中心 として

美山良夫氏

1677 12月18日

マ ジ ョル カの シ ョパ ン=彼 の愛 した ピア ノ,プ レイエ ル

タ ンジ ェの 作 家 た ち=M.シ ョク リー とその 周 辺

ゲ ー テ とシ ンケ ル の「イ タ リア紀 行」を た ど る

=ド イツ古典主義期の建築観

ラス キ ンと ヴェ ネ ツ ィァ

饗庭孝男氏

遠山慶子氏

奴田原睦明氏

堀内正昭氏

木島俊介氏

1678

1679

1680

1994年 1月15日

1月22日

1月29日

《モネをめ ぐって》

モネのジャポニスム

マネ とモ ネ

モネの連作

馬渕明子氏

三浦　篤氏

六人部昭典氏

12 主な記録（ブリヂス トン美術館）



《モ ネ展 記 念 講演 会 》

1994年2月11日  Meaning in the Art of Claude Monet(ク ロ ー ド・モ ネの 芸術 の意 味) ポール ・タッカー氏

通訳 宮崎克己

主な記録(ブ リヂス トン美術館) 13



《博物館実習生の受入れ》

学芸員資格取得 のための博物館実習生 を次の ように受入れた。

期間:1993年7月27日 より8月1日

      8月3日 より8月8日

人数:11校25名

実習内容:

10:30～12:30 13:30～15:00 15:30～17：00

第1日（火）館長

挨拶

美術館の組織と運

営
美術館内見学 レジストレーション1

第2日

 (水)
保存・修復I 図書資料の整理について

普及・教育

調査 ・研究I

第3日

 (木)
企画展I 企画展Ⅱ 図書資料の整理と作業

第4日

 (金）
他館自由見学 他館比較 レポー ト作成 レジストレーションⅡ

第5日

 (土)
調査・研究Ⅱ 土 曜 講座 聴 講(16:00頃 迄) 実習 ノー ト整理

第6日

 (日)
保存・修復Ⅱ 実習ノー ト整理 まとめ

《1993年 度新 収 図書》

購入 寄贈 計

和書 48冊 121冊 169冊

洋書 115冊 97冊 212冊

計 163冊 218冊 381冊

(展覧会図録・逐次刊行物 は含 まない)

14 主な記録(ブ リヂス トン美術館)



主 な記録 石橋美術館

《特別展》

ジ ョン ・ラス キン とヴ ィク トリア朝 の美 術

1993年4月4日(日)-5月9日(日)

主催:石 橋財団石橋美術館/西 日本新聞社

後援:ブ リティッシュ・カウンシル/久留米市教育委員会

協力:日 本航空/財 団法人久留米文化振興会

企画協力:ア ルテ ィス

出品内容:油 彩12点 水彩65点 鉛筆130点 イ ンク19点 その他15点 計241点

入場者総数:7,039人

1.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《イ タ リ ア の 地 図 》/1827年/イ ン ク,淡 彩/8．1×7.5cm/Bem 1384

2.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ス ペ イ ン と ポ ル トガ ル の 地 図 》/1828年 頃/イ ン ク,淡 彩/18.0×23.8cm/Bem 952

3.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《カ ン タ ベ リ ー,大 聖 堂 の 中 心 の 塔 の 部 分 》/1832年/鉛 筆/20.5×11.5cm/Bem 1189

4.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ド ー ヴ ァ ー ・カ ー ス ル 》/1832年/鉛 筆/17.7×26.1cm/Bem 1234

5.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ハ ン プ トン ・コ ー ト,未 完 成 の 習 作 》/1833年/鉛 筆/27.0×38.7cm/Bem 1312

6.サ ミ ュ エ ル ・ロ ジ ャ ー ス 著 詩 編 『イ タ リ ア 』/1830年/Bem

7.サ ミ ュ エ ル ・プ ラ ウ ト《市 庁 舎,プ ラ ハ 》/リ トグ ラ フ/40．3×26.3cm/Bem 399

8.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《サ ミ ュ エ ル ・プ ラ ウ ト作 〈ブ リ ュ ッ セ ル,市 庁 舎 〉模 写 》/1833年/イ ン ク/17.2×11.0cm/Bem 1449

9.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《カ ッ セ ル,市 庁 舎 》/1833年/鉛 筆/20.8×26.0Cm/Bem 1198

10.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン《ト ゥ ー ン湖 》/1833年/イ ン ク/14.7×21.7Cm/Bem 1549

11.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《A.V.コ プ リ ー ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ 作 〈ロ ッ ホ ・ア ッ ハ レ イ 〉模 写 》/1834-35年/水 彩/17.8×25.8cm

  /Brant 9070

12.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン《水 車 の あ る 山 の 風 景 》/1834-35年/水 彩/30.5×26.7cm/Bem M67

13.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン《カ レ ー,鐘 楼 》/1835年/鉛 筆,ホ ワ イ ト/33.0×19.2cm/Bem 1183

14.ジ ョ ン.ラ ス キ ン 《風 景 の な か の 建 物 》/1835年/鉛 筆/16.1×18.5cm/Bem M38

15.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ザ ン ク ト・ガ レ ン,街 の 情 景 》/1835年/鉛 筆/24.4×19.5cm/Bem 1477

16.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ザ ン ク ト ・ガ レ ン,街 の 情 景 》/1835年/イ ン ク/23.3×16.5Cm/Bem 1476

17.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ル ッ ェ ル ン 湖 か ら見 た ピ ラ ト ゥ ス 山 》/1835年/鉛 筆/13.5×23.3cm/Bem 1435

18.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ル ツ ェ ル ン 湖 か ら 見 た ピ ラ ト ゥ ス 山 》/1835年/水 彩/24.0×28.5cm/Bem 1437

19.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ミ ュ ン ヘ ン,王 宮 》/1835年/鉛 筆/25.5×33.3cm/Brant 960

20.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《シ ュ トゥ ッ トガ ル ト,修 道 院 》/1835年/鉛 筆/25.5×22.2cm/Bem 1534

21.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《カ ー ラ イ ル,ギ ル ドホ ー ル 》/1837年/鉛 筆/27.0×18.0cm/Bem 1194

22.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《トラ ウ トベ ッ ク,古 い 家 並 》/1837年/鉛 筆/25.0×35.8cm/Brant 1013

23.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ブ ラ ン トウ ッ ドか ら 見 た コ ニ ス ト ン ・ホ ー ル と オ ー ル ド ・マ ン》/1837年/鉛 筆/19.8×29.8cm/ラ ス キ

  ン美 術 館,コ ニ ス ト ン

24.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 著 『建 築 の 詩 』/29.0×44.0cm/財 団 法 人 ラ ス キ ン 文 庫,東 京

25.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ダ ン ジ ョ ン ・ギ ル,ラ ン グ デ イ ル 》/1837年/鉛 筆/34.0×24・8cm/Bem 1237

26.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ダ ー ビ ー,「 諸 聖 人 の 塔 」の あ る 街 の 情 景 》/1837年/鉛 筆/36.0×25.2cm/Bem 1229

27.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ピ ー タ バ ラ 大 聖 堂 》/1837年/鉛 筆/30.8×23.7cm/Bem 1433

28.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《リ ッチ モ ン ド》/1838年/鉛 筆,ホ ワ イ ト/24.0×31.2cm/Bem 1459

29,ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《メ ル ロ ー ズ.ア ビ ー 》/1838年/鉛 筆,ホ ワ イ ト/49.3×34.0cm/Brant 955

30.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ベ ン ヴ ェ ニ ュ ー 》/1838年/鉛 筆/25.0×36.0cm/Bem 1150

31.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ス タ ー リ ン グ ・パ レ ス 》/1838年/イ ン ク/25.3×21.0cm/Bem 1528

32.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ロ ス リ ン ・チ ャ ペ ル 》/1838年/鉛 筆,ホ ワ イ ト/50.5×35.2cm/Brant 987

33.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ワ ッ テ ン ド ラ ス ・タ ー ン》/1838年/鉛 筆/23.0×27.5㎝/Bem 1678

34.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン 《ジ ェ ノ ヴ ァ,街 の 情 景 》/1840年/鉛 筆,淡 彩,ホ ワ イ ト/43.8×28.3cm/Bem l295

35.ジ ョ ン ・ラ ス キ ン《ロ ー マ,ト レ ヴ イの 泉 》/1840-41年/鉛 筆,ホ ワ イ ト と 色 彩 の タ ッ チ の あ る灰 色 の 淡 彩/34.3×47.0cm
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  /Bem 1467

36． ジ ョン・ラ スキ ン《ナ ポ リ,街 の情 景》/1841年/鉛 筆,淡 彩/34.0×46.0cm/Bem 1409

37.ジ ョン・ラ スキ ン《ポ ンペ イ》/1841年/鉛 筆,灰 色 と茶 色 の 淡彩/30.0×46.2cm/Brant 974

38.ジョン・ ラ スキ ン《噴火 して い る ヴ ェス ヴ ィ オ火 山》/1841年/水 彩/22.0×16.4cm/Brant 1080

39.ジョン・ ラ ス キ ン《ア マ ル フ ィ》/1841年/鉛 筆,灰 色 と黄 色 の淡 彩/32.2×44.7cm/Brant 856

40.ジ ョン・ラ ス キ ン《サ レル ノ,噴 水 》/1841年/鉛 筆,淡 彩/32.3×47.0cm/Bem 1480

41．ジョン・ ラ ス キ ン《テ ル ニ,橋 》/1841年/鉛 筆,淡 彩/44.5×31.5cm/Brant 1006

42.ジ ョン・ラ ス キ ン《ケ ル ン,広 場 》/1842年/鉛 筆,淡 彩,ホ ワイ ト/33.2×48.0cm/Bem 1220

43.ジョン・ ラ ス キ ン《ラス キ ンの最 初 の ス ケ ッチ ブ ック》/1831年 頃/20.4×12.7cm/Bem 1518

44.ラ ス キ ンの蒐 集 品 よ り 割 っ て磨 いた 三 つの 石 の標 本 1.玉 髄 2.帯 状 め の う 3.苔 め の う/J.S.デ イ アデ イン

45． ジ ョン ・ラ ス キ ン《節理 のあ る 石英 を含 む岩 の断 片 の習 作 》/淡彩,ホ ワイ ト/18.5×34.2cm/Bem 1300

46.ジ ョン ・ラ ス キ ン《グ レン フ ィ ンラ スの 片麻 岩 の 習作 》/1853年/鉛 筆,淡 彩/19.7×33.0cm/Bem G26

47.ジョン・ ラス キ ン《山 の岩 と アル ペ ン ロー ゼ》/1844年/鉛 筆,水 彩,ホ ワイ ト/29.8×41.4cm/Bem 1395

48．ジョン・ ラス キ ン《シ ャモ ニー,モ ン ブ ラ ンの尖 峰》/1844年/イ ンク,水 彩,不 透 明水 彩/16.3×21.3cm/Bem 1203

49.ジョン・ ラス キ ン《バ ヴェ ー ノ近 くの 山の 習作 》/1845年/イ ン ク,不 透 明 水彩/14.5×19.5cm/Brant 870

50.ジ ョン ・ラス キ ン《ロー トホル ン とア レ ・ブ ラ ン シ ュ》/1845年/イ ンク,不 透 明水 彩,ホ ワ イ ト/10.3×17.0cm/Bem 1471

51.ジョン・ ラス キ ン《ヴ ィル ヌー ヴの 山》/1846年/鉛 筆,淡 彩/27.8×45.5cm/Bem 1673

52.ジ ョン ・ラス キ ン著 『現 代 画 家 論』第4巻/26.8×36.0cm/財 団 法 人 ラス キ ン文 庫,東 京

53．ジョン・ ラス キ ン《ヴ ヴェ の山 の 習作 》/1846年/不 透 明水 彩,水 彩/8.0×23.8cm/Brant 1081

54.ジョン・ ラス キ ン《ピ ラ トゥス 山》/1846年/鉛 筆,淡 彩/17.7×47.0cm/Bem 1436

55.ジ ョ ン・ラス キ ン《ラ ・セ ー ニ ュ峠 か ら見 た クルマ ユ ー ル の眺 め》/1849年/鉛 筆,水 彩/20.3×35.6cm/Brant 903

56.ジョン・ ラス キ ン《シ ャモ ニ ー,大 氷 河 》/1849年/鉛 筆,水 彩,ホ ワイ ト/27.3×50.0cm/Bem 1206

57.ジ ョ ン・ホ ッブ ズ?《 シ ャモ ニ ー,大 氷 河》/1849年/ダ ゲ レオ タイ プ/10.7×14.5cm/Bem Dag 75

58.ジョン・ ラス キ ン《シ ャモ ニ ーの 尖 峰》/1849年/鉛 筆,水 彩/29.8×47.0cm/バ ー ミン ガム市 立 美術 館

59.ジョン・ ラス キ ン《ピ ラ トゥス 山》/1854年 頃/水 彩/7・0×20.0cm/Brant 971

60.ジ ョ ン・ラス キ ン《アヌ シー湖 に聳 え る 山々》/1862年/鉛 筆,不 透 明水 彩/12.0×20.9cm/Bem 1116

61.ジョン・ ラス キ ン《フ ィス プ》/1844年 頃/鉛 筆,水 彩,ホ ワイ ト/32.7×46.5cm/Bem 1675

62.ジョン・ ラ スキ ン《ロ ーザ ンヌ城,月 の 出》/1845年/鉛 筆,水 彩/25.0×37.0cm/Bem 1342

63.ジョン・ ラ スキ ン《ロ ーザ ンヌ城,日 の 出》/1845年/水 彩/24.8×36.8cm/Bem 1343

64.ジョン・ ラス キ ン《ル ツ ェル ン,城 壁 と塔 》/1846年/イ ン ク,水 彩/12・0×17.5cm/Bem 1377

65.ジ ョン・ラス キ ン《ジ ュ ネー ヴ の ロー ヌ川 》/1846年/鉛 筆,水 彩,ホ ワイ ト/31.0×43.6cm/Bem 1290

66.ジョン・ ラス キ ン《シ ャモ ニ ー,ユ ニ オ ン・ホ テ ル の 窓 か ら見 た シ ャル モ 峰》/1849年/鉛 筆,淡 彩/30.0×40・0cm/Brant

  892

67.ジ ョン・ラ スキ ン《シ ャモ ニ ー,ホ テ ル の 窓か ら見 たモ ン・プ ラ ンの頂 上 》/1851年/水 彩/15.5×23.5cm/Bem 1389

68.ジョン・ ラ スキ ン《トゥー ン》/1854年/鉛 筆,イ ン ク,淡 彩/10.0×15.0cm/Bem 1546

69．ジョン・ ラ スキ ン《トゥー ン》/1854年/鉛 筆,イ ン ク,淡 彩/9.7×18.8cm/Bem 1547

70.ジ ョン・ラ ス キ ン《サ ラ ン シュ の修 道 院》/1854-56年/鉛 筆,イ ン ク,淡 彩/15.5×18.5cm/Bem 1484

71.ジョン・ ラ ス キ ン《ブ リブー ル の望 楼》/1856年/鉛 筆,淡 彩/30.3×22.5cm/Brant 917

72.ジョン・ ラス キ ン《ブ リ ブー ル,エ ッ チ ン グの た め の 町 の 習 作 》/1856年/鉛 筆,淡 彩,不 透 明水 彩,ホ ワ イ ト/28.0×

  29.6cm/Bem 1284

73.ジョン・ ラ ス キ ン《ラ イ ン フェ ル デ ン,町 のパ ノ ラマ》/1858年/鉛 筆,イ ンク,淡 彩/13.8×49.2cm/Bem 1455

74.ジョン・ ラ ス キ ン《ベ リン ッ オー ナ》/1858年/鉛 筆,水 彩,不 透 明水 彩/31.3×51.3cm/ア ボ ッ ト・ホー ル美 術 館

75.ジョン・ ラ ス キ ン《ベ リン ッ ォー ナ付 近 の小 屋 》/1858年/水 彩,不 透 明水 彩/22.0×15.7cm/Bem 1148

76.ジ ョン・ラ ス キ ン《ロ ーザ ンヌ の教 会》/1859年/鉛 筆,イ ン ク,水 彩,ホ ワイ ト/20.5×14.5cm/Bem 1537

77.ジョン・ ラ ス キ ン《ブ レゾ ン》/1862-63年/鉛 筆,イ ンク,水 彩,不 透 明 水彩/32.0×48.0cm/Bem 1174

78.ジ ョン・ラ ス キ ン《ジ ュ ネー ヴか ら見 た サ レー ヴ山》/1862-63年?/水 彩,不 透 明水 彩/12.0×16.3cm/Bem 1474

79.ジ ョン・ラ ス キ ン《ボ ンヴ イル の橋 》/1862-63年/鉛 筆,水 彩,ホ ワ イ ト/35.5×50.9cm/Bem 1158
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80.ジョン・ ラス キ ン《バ ーデ ン,町 の 眺 め》/1863年/鉛 筆,水 彩,不 透 明水 彩/23.5×15.9cm/Bem 1137

81.ジョン・ ラス キ ン《バ ーデ ン,町 の 眺 め》/1863年/鉛 筆,水 彩/41.0×34.3cm/Brant 869

82.ジョン・ ラ ス キ ン《順 か ら見 た ブル ック》/1863年/鉛 筆,水 彩,不 透 明 水 彩/22.3×32.4cm/グ ラス ゴー大 学 ハ ンテ リア ン

  ・アー ト.ギ ャ ラ リー

83.ジョン・ ラ スキ ン《ラ ウ フェ ンブル ク,橋 》/1863年/鉛 筆,水 彩/12.0×32.5cm/Brant 932

84.ジョン・ ラ スキ ン《シ ャ フハ ウ ゼ ン,ラ イ ンの 滝》/1863年?/鉛 筆/17.8×53.0cm/Bem S46

85.ジョン・ ラス キ ン《シ ャフハ ウゼ ン,タ ー ナ ー の水 彩 〈シ ャ フハ ウ ゼ ン の滝 〉に描 か れ た水 車》/鉛筆,黒 色 絵 具/20.0×

  17.0cm/Bem 1387

86.ジョン・ ラ ス キ ン《J．M.W.タ ー ナ ー作 の 町 と山 々 の模 写 習作 》/イ ン ク,淡 彩/20.5×30.2cm/Bem 1573

87.ジョン・ ラ ス キ ン《ル ツ ェル ンの城 壁》/1866年/鉛 筆,水 彩,不 透 明 水彩/34.0×48.0cm/Bem 1376

88.ジ ョン・ラ ス キ ン《ヴ ェ ロー ナ,パ ラ ッツ ォ.ミ ニ ス キ ャル キ》/1845年/鉛 筆,不 透 明水 彩,ホ ワ イ ト/35.0×20.3cm/Bem

  1658

89.ジ ョン・ラ ス キ ン《テ ィ ン トレ ッ ト作 〈マ ギの 礼拝 〉よ り,ケ ル ビム》/1852年/鉛 筆,淡 彩/36.8×54.6cm/Brant 1009

90.ジョン・ ラ ス キ ン《テ ィ ン トレ ッ ト作 〈マ ギの 礼 拝 〉よ り,王 た ち と従 者 た ち》/1852年/鉛 筆,淡 彩/33.6×49.5cm/Bem

  1552

91.ジ ョン・ラス キ ン《パ オロ ・ヴ ェ ロ ネー ゼ作 〈ソ ロモ ン王 とシバ の 女王 〉よ り,ソ ロ モ ン王》/1858年/鉛 筆,不 透 明 水 彩,

  ホ ワ イ ト/37.6×27.7cm/Bem 1671

92.ジョン・ ラス キ ン《パ オロ ・ヴ ェ ロ ネー ゼ作 〈ク ツチ ー ナ家 の 聖 母〉よ り,家 族 の部 分 》/1859年/イ ン ク,鉛 筆,水 彩,ホ ワ

  イ ト/27.5×32.9cm/Bem 1669

93.ジョン・ ラス キ ン《パ オ ロ ・ヴ ェ ロネ ーゼ作 〈ク ツチ ー ナ家 の 聖 母〉よ り,少 年 の頭 部 》/1859年/鉛 筆,水 彩/28.0×22.3cm

  /Bem 1670

94.ジョン・ ラス キ ン《サ ン ドロ ・ボ ッテ ィチ ェ リ作 〈モ ー セ の試 練〉よ り,チ ッポ ラ と羊 の 群 れ》/1874年/水 彩/17.7×27.2cm

   /Brant 879

95・ジョン・ ラス キ ン《サ ン ドロ ・ボ ツテ ィチ ェ リ作 〈春 〉よ り,フ ロー ラの衣 の 薔 薇 の部 分》/1874年/水 彩,不 透 明水 彩/10.2

  ×12.0cm/Bem 1168

96.ジョン・ ラ ス キ ン著 『フ ォル ス.ク ラ ウ ィゲ ラ』表題 頁 の ヴ ィネ ツ ト/22.0×28.0cm/財 団 法人 ラス キ ン文 庫,東 京

97.ジョン・ ラ ス キ ン《シ モ ーネ.メ ン ミ(マ ル テ ィニ)作 〈文 法〉よ り》/1874年/鉛 筆,水 彩/37.5×24.5cm/Brant 915

98.ジョン・ ラ ス キ ン 《シ モ ー ネ ・メ ン ミ(マ ル テ ィニ)作 〈天 文 学 〉〈音 楽〉よ り》/1874年/鉛 筆,水 彩/40.6×29.0cm/Brant

  914

99.ジ ョン ・ラス キ ン《ヴ ィ ツ トー レ.カ ル パ ッチ オ作 〈聖 ウ ル ス ラの 夢 〉よ り,犬 の模 写 》/1876-77年/水 彩/28.2×37.6cm

   /Brant 890

100.ジョン・ ラス キ ン 《ヴ ィ ツ トー レ.カ ルパ ッチ オ作 〈聖 ゲ オル ギ ウス と龍 〉よ り》/1872年/鉛 筆,イ ン ク,セ ピア,ホ ワイ ト

  /16.2×45.1cm/ラ ス キ ン.ギ ャラ リー,シ ェ フ ィー ル ド

101.ジ ョ ン・ラス キ ン《ヴ ィ ッ トー レ.カ ルパ ツチ オ作 〈書斎 の聖 ヒエ ロ ニ ムス〉よ り,椅 子 の模 写 》/1872年/鉛 筆,水 彩/31.8

  ×21.6cm/Brant 889

102.ジョン・ ラ ス キ ン《ク ロ イ ドン,市 場通 り》/水彩/17.5×24.2cm/バ ー ミン ガム市 立 美 術館

103.ジ ョン・ラ ス キ ン《イ タ リア の村 》/1845年 頃/鉛 筆,不 透 明水 彩,淡 彩/22.5×29.5cm/バ ー ミン ガム市 立 美 術館

104.ジョン・ ラ ス キ ン《ル ー ア ン,古 い 家並 と塔》/1844年?/鉛 筆,イ ン ク,淡 彩/36.0×25.0cm/Brant 989

105.ジョン・ ラ スキ ン《ノ ルマ ンデ ィー,海 を望 む風 景 》/1848年/鉛 筆,イ ンク,セ ピアの 淡彩/35.0×50.8cm/Brant 966

106.ジ ョン・ラ スキ ン《カ ー ン,サ ン ・ソヴ ー ル教 会》/1848年/鉛 筆,淡 彩/44.8×27.3cm/Bem 1182

107.ジョン・ ラス キ ン《カ ン プの井 戸 》/1858年?/鉛 筆,淡 彩,ホ ワ イ ト/10.7×17.3cm/Brant 886

108.ジョン・ ラ ス キ ン《アブ ヴ ィ ル,サ ン・ヴ ユ ル フ ラ ン教 会,南 玄 関人 物 像》/1868年/鉛 筆,淡 彩,ホ ワ イ ト/43.2×29.6cm

  /Bem 1101

109.ジ ョ ン・ラス キ ン 《ア ブ ヴ ィ ル,広 場 の 建 物 か ら見 た サ ン ・ヴュ ル フ ラ ン教 会》/1868年?/鉛 筆,水 彩/26.0×21.3cm

   /Brant 850

110.ジョン・ ラス キ ン《ア ブ ヴ ィル,川 か ら見 たサ ン.ヴ ュル フラ ン教 会》/1868年/鉛 筆,水 彩,ホ ワ イ ト/34.3×50.2cm/Bem

  1100
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111.ジ ョン・ラ スキ ン《ア ブ ヴ ィル,景 観》/1880年/鉛 筆/12.6×17.4cm/Bem 1103

112.ジ ョン ・ラ ス キ ン《ア ブ ヴ ィル,サ ン・ヴュ ル フ ラ ン教 会 とマ ー ケ ッ ト広 場 》/1880年/鉛 筆,水 彩/14.0×21.0cm/J・S.

  デ ィア デ イ ン

113.ジョン・ ラ スキ ン《ル ー ア ン,セ ーヌ 川 と中洲》/1880年/水 彩,不 透 明水 彩,ホ ワイ ト/29.4×41.6cm/Bem 1472

114.ジ ョン・ラ ス キ ン《ピ ッキ ニ ー,ア ミア ンと アブ ヴ ィル の間》/1880年/鉛 筆,水 彩,不 透 明 水 彩,ホ ワ イ ト/12．1×17.2cm

  /Bem 1434

115.ジョン・ ラ スキ ン《オ ックス フ ォー ド,セ ン ト・メ ア リー ・マ ク ダ レ ン教 会 》/1837年/鉛 筆/36.2×26.0cm/Brant 968

116.ジョン・ ラ ス キ ン《オ ックス フ ォー ド,マ ー トン・カ レッ ジ》/1838年/鉛 筆/43．6×26.0cm/Brant 967

117.ジョン・ ラ ス キ ン《オ ックス フ ォー ド博 物 館,窓 の た めの デ ザ イ ン》/1855年 頃/鉛 筆,淡 彩/27.0×18.2cm/Bem 1423

118.ジョン・ ラス キ ン《オ ッ クス フ オー ド博 物 館,窓 の た め のデ ザ イ ン》/1855年 頃/鉛 筆,水 彩,不 透 明水 彩/38.7×28．5cm/

  バ ー ミ ンガ ム市 立美 術 館

119.ジョン・ ラ ス キ ン《コイ ンか ら とっ たギ リシ ャ人 の頭 部 の 習作 》/1870年/鉛 筆,ホ ワ イ ト/20.0×15.0cm/Bem G1

120.ジョン・ ラ ス キ ン《デ ー メ ー テー ル の頭 部 の あ るギ リ シ ャ ・コ イ ンの 習 作》/水 彩,不 透 明 水 彩,赤 の チ ョー ク/41.7×

  48.9cm/マ ンチ ェス ター市 立美 術 館

121.ジョン・ ラ ス キ ン《コニ ス トン湖 の端 か ら見 た ブ ラ ン トウ ッ ド》/1871年/鉛 筆,水 彩/17.2×24．8cm/Brant 882

122.ジョン・ ラ ス キ ン《ロ ーズ.ラ.ト ゥー シュ の 肖像》/1860年 代 後 半/鉛 筆,水 彩,不 透 明水 彩/39.4×26．7cm/Bem P64

123.ロ ー ズ ・ラ ・トゥー シ ュ《ラス キ ンの オ ック ス フ ォー ド大 学 講 義 の ノー ト》/1872年/ノ ー トブ ッ ク/15.7×10.5cm/Bem

  MS 36

124.ジョン・ ラ ス キ ン1880年 代 に使 用 され た手 稿 の 冊子/37.3×23.6cm/Bem MS 45

125.ジョン・ ラ ス キ ン《ダ ンパ ー 近 くの海 岸 風景 》/1847年/イ ン ク,水 彩/32.5×47.5cm/バ ー ミ ンガ ム市 立 美術 館

126.ジョン・ ラ ス キ ン《ブ ラ ン トウ ッ ドの 滝》/鉛筆,水 彩/21.8×27.9cm/Bem 1172

127.ジ ョン ・ラ ス キ ン《ボ ー ヴ ェ,夕 日の 大 聖堂 》/鉛筆,イ ン ク,淡 彩,ホ ワイ ト/12.7×17.5cm/Bem 1146

128.ジョン・ ラ ス キ ン著 『現 代 画 家論 』第5巻/26.8×36.0cm/財 団法 人 ラス キ ン文 庫,東 京

129.ジョン・ ラ ス キ ン《雲 の習 作-コ ニ ス トン・ウ ォー ター上 空》/1880年/鉛 筆,水 彩/17.9×26.1cm/Bem 1214

130.ジョン・ ラ ス キ ン《雲 の習 作-コ ニ ス トン・オ ール ド.マ ン上 空 の氷 の 雲》/1880年/不 透 明 水彩/12．5×17.0cm/Bem 1216

131.ジョン・ ラ ス キ ン《死 ん だ キ ジの習 作 》/1867年/鉛 筆,水 彩,ホ ワ イ ト/25.7×52.0cm/Bem 1433A

132.ジョン・ ラ ス キ ン《黄緑 の冠 毛 の あ る オ ウム》/1877年/鉛 筆,水 彩,ホ ワイ ト/10.8×12.0cm/Bem 1535

133.ジョン・ ラ ス キ ン《ハ エ を捕 まえ よ う とす る ヤマ シギ》/鉛筆,不 透 明 水彩/11.4×20.5cm/Bem 1684

134.ジョン・ ラ ス キ ン《ソ リハ シセ イ タ カ シギ》/1880年 頃/鉛 筆,不 透 明 水 彩/24.4×16.5cm/Bem 1130

135.ジョン・ ラ ス キ ン《鳥 の足 の 習作 》/イ ン ク,淡 彩/38.7×55.8cm/Bem 1154

136.ジョン・ ラ ス キ ン《薊 の習 作》/1880年 頃/鉛 筆,イ ン ク,淡 彩/22.2×15.5cm/Bem 1545

137.ジ ョン ・ラ ス キ ン《花 の習 作》/水彩/14.6×12.4cm/Bem 1264

138.ジ ョン ・ラ ス キ ン《花 の習 作》/鉛筆,淡 彩/20.3×12.0cm/Bem 1161

139.ジョン・ ラ ス キ ン《岩 の上 の シ ダ》/1875年/水 彩,不 透 明水 彩,ホ ワ イ ト/13.0×15.1cm/Bem F7

140.ジ ョン ・ラ ス キ ン《月桂 樹 の 習作 》/1882年/鉛 筆,水 彩,ホ ワイ ト/18.8×12.2cm/Bem 1145

141.ジ ョン ・ラ ス キ ン《樹 木 の習 作》/鉛筆,イ ンク,淡 彩/54.6×38.1cm/Bem 1564

142.ジ ョン ・ラ ス キ ン《樹 木 と岩》/1845年/鉛 筆,イ ン ク,セ ピ アの 淡彩,ホ ワイ ト/33.0×27.7cm/Bem 1566

143.ジョン・ ラ ス キ ン《風 景 の なか の2本 の 木》/1845年 頃/鉛 筆,イ ンク,水 彩/15.5×24.1cm/Bem 1562

144.ジ ョン ・ラ ス キ ン《ヴヴ ェの 木 の習 作》/1846年/鉛 筆,水 彩/16.6×24.6cm/Bem 1672

145.ジョン・ ラ ス キ ン《小 道 の木 々,ア ン ブル サ イ ド(?)》/1847年/鉛 筆,イ ンク,淡 彩/44.5×57.2cm/Bem 1559

146.ジ ョン ・ラ ス キ ン《樫 の木 の 習作 》/水彩/34・3×24.1cm/Bem 1417

147.ジョン・ ラ ス キ ン《ヴェ ネ ツ ィア,カ ・ドー ロ》/1845年/鉛 筆,水 彩,不 透 明水 彩,ホ ワ イ ト/33.0×47.6cm/Bem 1590

148.ジ ョン ・ラ ス キ ン《ヴェ ネ ツ ィア,パ ラ ッツ ォ ・ダ リオ》/1846年?/鉛 筆,水 彩/23.0×12.7cm/Brant 1035

149.ジ ョン ・ラ ス キ ン《ヴェ ネ ツ ィア,カ ・ドー ロ,2階 の狭 間 飾 り》/1849年/鉛 筆,イ ンク/35.1×28.0cm/Bem 1591

150.ジ ョン ・ラ ス キ ン《ヴ ェ ネ ツ ィア,ノ ー トブ ック「ハ ウ ス.ブ ックI」 》/1849年/19.5×12.2cm/Bem 1617

151.ジョン・ ラ ス キ ン《ヴ ェ ネ ツ ィア,パ ラ ッ ツ ォ.ド ゥカ ー レの柱 頭36番 》/1849-52年/鉛 筆,淡 彩/22.3×23.5cm/Bem 1601

152.ジ ョン ・ラ ス キ ン《ヴ ェネ ツ ィァ,ビ ザ ンチ ンの柱 頭,一 連 の 凹彫 装 飾 》/1853年?/鉛 筆,イ ン ク,淡 彩/17.8×12.7cm
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  /Bem 1582

153.ジョン・ ラ スキ ン著 『ヴ ェネ ツ ィ アの石 』第2巻/財 団 法 人 ラス キ ン文 庫,東 京

154.ジ ョン ・ラス キ ン《ヴェ ネ ツ ィ ア,ビ ザ ンチ ン建 築 の 廃 墟,カ ・フ ォス カ リ運 河,上 心 の装 飾 窓縁 》/1849年/鉛 筆,淡

  彩/23.2×48.3cm/Bem 1583

155.ジ ョン・ラ ス キ ン著 『ヴ ェネ ツ ィ ア建 築』/財団法 人 ラス キ ン文 庫,東 京

156.ジョン・ ラ ス キ ン《ヴ ェ ネ ツ ィア,潟 の 上の 月 光》/1849年/水 彩/16.5×22.8cm/Brant 1049

157.ジ ョン・ラ ス キ ン《ヴ ェ ネ ツ ィア,ジ ェ ズ アー テ ィ教 会 とザ ッテー レ川》/1877年/水 彩/14.7×23.6cm/Bem V61

158.ジ ョン・ラ ス キ ン《ヴ ェ ネ ツ ィア,ゴ ン ドラの 習作 》/1876年/水 彩/14.7×19.7cm/Brant 1045

159.ジョン・ ラ ス キ ン《ヴ ェ ネ ツ ィア,プ ー 二橋 》/1876年?/鉛 筆,淡 彩/17.8×22.2cm/Bem 1626

160.ジョン・ ラス キ ン《ヴ ェ ネ ツ ィア,パ ラ ッツ ォ・ドゥカー レ とサ ン ・マ ル コの 鐘塔 》/1876年?/鉛 筆/38.4×27.0cm/Bem

  1603

161．ジョン・ ラ ス キ ン《ヴ ェ ネ ツ ィア,大 運河 の 眺 め》/1876-77年/鉛 筆,ホ ワ イ ト/36.2×52.1cm/Bem 1612

162.ジ ョン・ラ ス キ ン《ヴ ェ ネ ツ ィア,大 運河 の 眺 め》/1876-77年/鉛 筆,水 彩/17.0×26.0cm/Brant 1067

163.ジョン・ ラ ス キ ン《ヴ ェ ネ ツ ィア,サ ン・マ ル コ大 聖 堂 の モ ザ イ ク》/1876-77年/不 透 明水 彩/34.7×36.0cm/Brant 1060

164.ジョン・ ラス キ ン《ヴェ ネ ツ ィ ア,サ ン・マ ル コ大 聖 堂 の 北 西 の柱 廊 》/1877年/鉛 筆,水 彩,ホ ワ イ トに よ るハ イ ライ ト

  /64.8×77.0cm/Bem 1633

165.J.M.W.タ ー ナ ー 《ダ ー ビ ー シ ャー 小 路 よ りシ ェ フィ ー ル ドを 望 む》/1797年/水 彩/11.4×16.5cm/ラ ス キ ン ・ギ ャ ラ

  リー,シ ェ フ ィー ル ド

166.J.M.W.タ ー ナ ー《ホ ー リー教 会,十 字 架 と真 鍮 記 念板,聖 職 席 の持 送 りの8点 の 素描 》/1799年 頃/水 彩/22.8×17.8cm

  /タ ウ ン リー ・ホ ー ル美 術館

167.J.M.W.タ ー ナ ー 《ウ ン ター ゼ ー ン近 くの ノ イハ ウス よ り トゥー ン湖 を望 む》/1802年/鉛 筆,水 彩/31.5×47・0cm/マ ン

  チ ェス ター大 学 ホ イ ッ トワー ス美 術館

168.J.M.W.タ ー ナー 《シ ャモ ニ ー,ボ ソ ンの氷 河》/1802年/鉛 筆,水 彩,不 透 明 水彩/32.6×47.2cm/個 人蔵

169.J.M.W.タ ー ナー 《サ ヴ オ ワの情 景 》/1816年 頃/水 彩/28．1×39.3cm/ウ ォル ヴ ァーハ ン プ トン美 術館

170.J.M.W.タ ー ナ ー《ナ ポ リ湾,怒 れ る ヴ ェス ヴ ィオ 山》/1817年 頃/水 彩/17.6×28.4cm/ウ ィ リア ム ソ ン美 術 館,バ ー ク

  ンヘ ツ ド

171.J.M.W.タ ー ナー 《フ ィエ ゾー レへ の 道 か ら フ ィ レ ンツ ェ を望 む》/1818年 頃/水 彩/14.0×21.7cm/個 人 蔵

172.サ ミュエ ル ・プ ラウ ト《プ ラハ の旧 市街 》/1829年 頃/鉛 筆/41.1×26.5cm/バ ー ミン ガム市 立 美 術館

173.サ ミュ エ ル ・プ ラ ウ ト《リジ ウ ー の古 い 街 角》/イ ン ク,水 彩,不 透 明水 彩,ホ ワ イ トに よ る ハ イ ラ イ ト/45.1×30・8cm

   /Brant 764

174.サ ミュ エ ル ・プラ ウ ト《ドモ ・ドソー ラ》/鉛筆,灰 色 の 淡彩/26.0×36.5cm/Brant 761

175.サ ミュエ ル ・プ ラ ウ ト《ヴ ュル ツブ ル クの通 りの情 景,バ イ エ ル ン》/茶色 の イ ン ク,水 彩,ホ ワ イ トに よる ハ イ ラ イ ト

  /42、0×26.9cm/マ ンチ ェ ス タ ー大 学 ホ イ ッ トワ ース 美術 館

176.サ ミュ エ ル.プ ラ ウ ト《大聖 堂 の 内 部》/水彩,不 透 明 水彩/42.0×27.2cm/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

177.サ ミュ エ ル ・プ ラ ウ ト《ヴ ェ ネ ツ ィア,た め 息橋 》/水彩,不 透 明水 彩/55.0×43.6cm/マ ンチ ェス ター市 立 美術 館

178.A.V.コ プ リー ・フ ィー ルデ ィ ング 《フ ィ ンガ ル の洞 窟》/水彩/43.4×60,9cm/マ ンチ ェ ス ター 大 学 ホ イ ッ トワー ス美 術

  館

179.W.ヘ ン リー ・ハ ン ト《室 内》/1835年 頃/水 彩,ホ ワ イ トに よ るハ イ ラ イ ト/43.8×34.3cm/Brant 734

180.W.ヘ ン リー.ハ ン ト《室 内,リ ュ ー トを持 つ婦 人 》/1840年 頃/水 彩,ホ ワ イ トに よる ハ イ ラ イ ト/43.4×32.3cm/グ ラ ス

  ゴー市 立 美 術館

181.W.ヘ ンリー.ハ ン ト《針 仕 事 の婦 人》/1828年?/水 彩,ホ ワ イ トに よる ハ イ ラ イ ト/38.2×27.9cm/マ ンチ ェス ター市 立

  美術 館

182.W.ヘ ン リー ・ハ ン ト《白 サ ンザ シ と鳥 の 巣》/1850年 頃/水 彩,ホ ワ イ トに よる ハ イ ライ ト/22.9×27.7cm/マ ン チ ェ ス

  ター大 学 ホ イ ッ トワー ス美 術館

183.W.ヘ ン リー.ハ ン ト《鳥の 巣,林 檎 の 花 とサ ク ラ ソウ》/1845-50年/水 彩/19.7×29.8cm/バ ー ミンガ ム市 立 美術 館

184.ジ ェイ ム ズ.ホ ラ ン ド《ヴェ ネ ツ ィ ア-ゴ ン ドラ とサ ン タ ・マ リア ・デ ラ ・サ ル ー テ の遠 景 》/1865年/水 彩,不 透 明 水 彩

  /54.5×38.0cm/ハ リス美 術 館,プ レス トン
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185.ジ ェ イ ムズ ・ホ ラ ン ド《ヴ ェ ネ ツ ィア》/油彩 ・カ ン ヴ ァス/57.5×101.1cm/マ ンチ ェス ター市 立 美術 館

186.ジョン・ フ レデ リ ック ・ル イ ス《フ ィエ ス タ(祭 り)》/水彩,不 透 明水 彩/66.7×86.1cm/ブ リス トル市 立 美 術館

187.ト マ ス ・ク レジ ック《ロ ク ビーの テ ィーズ 川》/1862年/油 彩.カ ンヴ ァス/48.2×66.3cm/マ ンチ ェス タ ー市 立美 術 館

188.ジ ョー ジ・フ レ デ リ ッ ク・ワ ッ ツ《エ ドワー ド・コ リー・バ ー ン=ジ ョー ンズ の 肖像》/1877年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/65.0×

  52.0cm/バ ー ミ ンガ ム市 立美 術 館

189.ジ ョー ジ・プ ライ ス・ボ イ ス《ウ ィ ン ドミル・ヒル ズ,ゲ イ ツヘ ッ ド》/1864年/鉛 筆,水 彩/28.0×40.0cm/レ イ ング美 術館,

  ニ ュー カ ース ル ・ア ポ ン・タイ ン,タ イ ン&ウ ェ ア博 物館

190.ジ ョー ジ・プ ライ ス・ボ イ ス 《ヤ ン ウ ォ ス・ホ ー ル,カ ン プ リ ア》/1884-85年/水 彩/31.0×52.0cm/マ ンチ ェス ター大 学

  ホ イ ッ トワー ス美 術 館

191.ウ ィ リア ム ・ホ ル マ ン・ハ ン ト《シオ ンの 山 か ら見 た り フェ イ ム の 平 原》/1855-66年/水 彩/35.6×50.8cm/マ ンチ ェ ス

  ター 大 学 ホ イ ッ トワ ース 美術 館

192． ウ ィ リア ム ・ホ ル マ ン ・ハ ン ト《過 去 と現 在 》/1868年/油 彩 ・板/50.5×35.2cm/ア バ デ ィー ン美 術 館

193.ダンテ・ ゲ イ ブ リエ ル・ロセ ッテ ィ《エ リザ ベ ス・シ ダ ルの 肖像 》/1854年/鉛 筆/17.2×11.5cm/バ ー ミ ンガ ム市立 美 術 館

194.ダンテ・ ゲ イ ブ リエ ル ・ロセ ッテ ィ《レギ ー ナ ・コル デ ィウ ム》/1860年/油 彩,金 箔,板/26.0×21.5cm/ヨ ハ ネ スバ ー グ美

  術 館

195.ダンテ・ ゲ イ ブ リエ ル・ロセ ッテ ィ《聖 家族 の過 越 の 祭-過 越 の 祭 の食 事 》/1854年 頃/黒 チ ョー ク,イ ン ク,淡 彩/27.7×

  26.1cm/ラ イ オネ ル ・ラ ンボ ー ン

196.ダンテ・ ゲ イ ブ リエ ル・ロセ ッテ ィ《聖 ヨハ ネの 家 の聖 母 マ リア》/1858年/水 彩/45.7×35.6cm/デ ラ ウェ ア美 術館

197.ダンテ・ ゲ イ ブ リエ ル ・ロセ ッテ ィ《ル ネ 王 の蜜 月 の た め の習 作》/1862年/イ ン ク,淡 彩/43.2×33.6cm/ウ イ リア ム ソ ン

  美 術 館,バ ー ク ンヘ ッ ド

198.ジョン・ エ ヴ ア レ ッ ト・ミレー 《マ リ アー ナ》/1850-51年 頃/油 彩 ・板/14.6×11.5cm/個 人 蔵

199.ジ ョン ・エ ヴ ア レ ッ ト・ミレー 《ジョン・ ラス キ ンの 肖像 》/1853年/鉛 筆,淡 彩/32.6×24.8cm/Bem 356

200.ジ ョン ・エ ヴ ア レ ッ ト・ミレー 《自然 の 飾 り》/1853年/セ ピア ・イ ン ク/18.3×22.7cm/バ ー ミ ンガ ム市 立美 術 館

201.ジョン・ エ ヴ ア レ ッ ト・ミレー 《バ ッタの 習作 》/1850-59年?/鉛 筆,イ ン ク/18.3×20.7cm/バ ー ミン ガム市 立 美術 館

202.ジョン・ エ ヴ ア レ ッ ト・ミレー 《イ ギ リス を去 る ロー マ人 》/1865年/油 彩・板/45.0×70.0cm/ア ー トロ社

203.ジ ョン ・エ ヴ ア レ ッ ト・ミレー 《明眸 》/1877年/油 彩/92.0×71.5cm/ア バ デ ィ ー ン美術 館

204.ウ ィ リ アム ・ウ ォー ド《J.M.W.タ ー ナー 作 〈ス イス,サ ン ・モ リ ッツの橋 〉模 写 》/水彩/17.5×21.4cm/Bem 595

205.ジ ョン ・エ ドワ ー ド・ブ レッ ト《フ ィ レ ン ツェ,グ ラ ツ ィエ橋 》/水彩/32.4×50.2cm/シ ェ フ ィー ル ド市 立美 術館

206.ジ ョ ン・エ ドワ ー ド・ブ レ ッ ト《タオ ル ミナ か ら み たエ トナ 山》/1870年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/84.4×121.9cm/シ ェ フ ィ ー

  ル ド市 立 美術 館

207.ジョン・ エ ドワ ー ド・ブ レッ ト《海景 》/油彩・カ ン ヴ ァス/17.8×35.6cm/マ ンチ ェス ター市 立 美術 館

208.ウ ォル ター・セ ヴ アー ン《ビ ア リ ッツ》/1895年/水 彩,不 透 明水 彩/48.3×72.4cm/Bem 555

209.ジョン・ウィリアム・ イ ンチ ボ ル ド《ア ル プ ス の 小 屋 》/1856年 頃/水 彩/14.0×19.6cm/ク リ ス トフ ァー&ジ ェニ ー・

  ニ ュ ー アル夫 妻

210.ジ ョン ・ウィリアム・ イ ンチ ボ ル ド《シ ヨ ン城 》/水彩/27.0×38.0cm/ジ ュ リア ン ・ハ ー トノル

211.ア ル フ レッ ド・ウィリアム・ ハ ン ト《ハ イデ ル ベ ル ク》/1860年/水 彩/27.8×41.0cm/ク リス トフ ァー&ジ ェニ ー・ニ ュ ー

  ア ル夫 妻

212.ア ル フ レッ ド・ウィリアム・ ハ ン ト《バ ーナ ー ド・カ ース ル》/1869年 頃/水 彩/26.8×36.7cm/ク リス トフ ァー&ジ ェ ニ ー

  ・ ニ ュ ー アル夫 妻

213.ベ ンジ ャ ミ ン・ウ イ リア ムズ ・リー ダ ー《モ イ ル・シ ア ボ ッ ド,北 ウ ェー ル ズ》/1859年/油 彩・カ ン ヴ ァス/91.0×76.0cm

  /個 人 蔵

214.エ ドワ ー ド・コ リー ・バ ー ン=ジ ョー ンズ 《『ム ネ ラ・プル ウェ リス』の 装 丁 の ため の デ ザ イ ン》/1863-64年/鉛 筆,イ ンク・

  羊皮 紙 カ ンヴ ァス/26.6×18.4cm/Bem 138

215.エ ドワ ー ド・コ リ ー・バ ー ン・ジ ョー ンズ 《夢 想 す るチ ョーサ ー》/1863年/淡 彩/134.6×101.6cm/Bem 132

216． エ ドワ ー ド・コ リー ・バ ー ン=ジ ョー ンズ 《テ ィスベ ー》/1863年/鉛 筆,セ ピア,水 彩/137.2×68.6cm/ウィリアム・ モ リス

  美術 館,ロ ン ドン

217.エ ドワ ー ド・コ リー ・バ ー ン=ジ ョー ンズ 《ア ル ケ テ ィス を導 く愛 》/1864年/鉛 筆,イ ン ク,セ ピ アの 淡彩/50.2×54.0cm/
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218.

219.

220.

221.

222.

223.

224.

225.

226.

227.

228.

229.

230.

231.

232.

233.

234.

235．

236.

237.

238.

239.

240.

241.

242.

  バ ー ミン ガム市 立 美 術館

  エ ドワー ド・コ リー ・バ ー ン=ジ ョー ンズ 《王 の結 婚 式》/1870年/水 彩/32.0×26.0cm/ク レメ ン ス=ゼ ルス 博 物館,ノ イ

  ス

  エ ドワー ド・コ リー・バ ー ン=ジ ョー ンズ 《プ ロ セ ル ピナ の略 奪 》/1883年/鉛 筆,赤 のチ ョー ク/46.0×61.0cm/バ ー ミ ン

  ガ ム市 立美 術 館

  エ ドワー ド・コ リー ・バ ー ン=ジ ョー ンズ 《生 誕 》/1885年 頃/グ ワ ッシ ュ,金 の 絵 具/50.8×69.9cm/ピ カ デ リー.ギ ャラ

  リー

  トマス・マ シ ュー・ル ック《シ ャル トル の結 婚 式》/1885年/水 彩/36.5×22.8cm/Bem 430

  トマ ス・マ シュ ー・ル ック《シ ャル トル,大 聖 堂 の遠 望》/1885年/水 彩/29.8×31.1cm/ラ ス キ ン.ギ ャラ リー,シ ェ フ ィー

  ル ド

  トマ ス ・マ シ ュ ー・ル ック《シ ャル トルの洗 濯 小 屋》/1885年/水 彩/53.0×35.0cm/Brant 771

  トマ ス・マ シ ュ ー・ル ック《サ ラ ンシ ュの 田舎 家 》/1887年/水 彩/21.1×32.1cm/Brant 775

  トマ ス ・マ シュ ー ・ル ック《フ ィテ ル ヌ》/1887年/水 彩,不 透 明水 彩/35.9×21.1cm/Brant 773

  ジ ョゼ フ ・アー サ ー ・ペ リザ ー ・セ ヴ アー ン《ジ ョン ・ラ ス キ ンの 肖像》/1897年/鉛 筆,水 彩,不 透 明水 彩/35.5×25.5cm

  /Bem 529

  ジ ョゼ フ ・ア ーサ ー ・ペ リザ ー・セ ヴ アー ン《ブ ラ ン トウ ッ ドよ りコニ ス トン湖 とオ ー ル ド・マ ン山 を望 む》/水彩,不 透

  明水 彩/48.0×64・5cm/Bem 507

  ジ ョゼ フ ・ア ーサ ー ・ペ リザ ー・セ ヴ アー ン 《コー ン ウ ォー ル,マ リア ンの夕 日》/水彩,不 透 明 水 彩/25.5×34.8cm/Bem

  523

  ジ ョゼ フ・ア ー サ ー・ペ リザ ー ・セ ヴ アー ン《J.M.W.タ ーナ ー作 〈コブ レン ツ〉模 写》/1880年/水 彩,不 透 明水 彩/29.2×

  45.7cm/ラ ス キ ン・ギ ャラ リー,シ ェ フ ィー ル ド

  ケ イ ト・グ リー ナ ウ ェイ 《柵 の上 の子 供 》/1878年 頃/イ ンク,水 彩/16.5×20.3cm/タ ウ ン リー・ホ ー ル美 術館

  ケ イ ト・グ リー ナ ウ ェイ 《ヒヤ シ ンス とク ワガ タ ソ ウの デ ッサ ン》/1883-85年 頃/水 彩/19.1×7.0cm/J.S.デ ィアデ ィ ン

  ケ イ ト・グ リー ナ ウ ェ イ《母 と子-『 ハ ー メ ル ンの 笛 吹 き』の 挿 絵 の ため の デ ッサ ン》/1888年 頃/イ ン ク,水 彩/13.0×

  19.0cm/タ ウ ン リー・ホー ル美 術 館

  ケ イ ト・グ リー ナ ウェ イ 《1888年 の 新 年 の祝 賀 の花 を持 った 子 供 の行 列 》/鉛筆，水 彩/11.2×27.2cm/カ ー ネ ギ ー.メ ロ

  ン大 学 図書 館,ピ ッツバ ー グ

  ケ イ ト・グ リー ナ ウ ェイ 《ケ イ ト・グ リー ナ ウ ェイ か らジ ョン・ラ ス キ ンへ の1897年 の 年 賀状 》/鉛筆,水 彩/7.2×14.4cm

  /ア ボ ッ ト・ホー ル美 術 館

  ． ケ イ ト・グ リ ーナ ウ ェ イ《1900年 のK.G.か らJ.R.へ の新 年 の 挨 拶》/鉛筆,水 彩/12.0×21.5cm/カ ー ネギ ー ・メ ロ ン大学

  図書 館,ピ ッツバ ー グ

  ヘ レ ン・ア リ ンガ ム 《ピナ の古 い家》/1891年 頃/水 彩/34.0×42.7cm/バ ー ミ ンガ ム市 立 美術 館

  チ ャ ール ズ ・フ ェ ア フ ァ ック ス ・マ リー 《カ ルパ ッチ オ作 〈聖 マ タイ の召 命 〉模 写》/1877年?/水 彩/29.3×22.8cm/Brant

  752

  チ ャ ール ズ ・フ ェア フ ァッ クス ・マ リー 《カ ルパ ッチ オ作 〈ス ル タ ンに洗 礼 す る聖 ゲ オル ギ ウス〉模 写 》/1877年/鉛 筆,

  水 彩/22.5×28.0cm/ラ ス キ ン・ギ ャ ラ リー,シ ェフ ィ ール ド

  チ ャー ルズ ・フェ ア フ ァ ック ス・マ リー《総 督,聖 職者,人 民 》/1877年/水 彩,不 透 明 水 彩/21.3×28.3cm/ラ ス キ ン ・ギ ャ

  ラ リー,シ ェ フ ィー ル ド

  ウ ィ リア ム・ガー シ ャム ・コ リ ング ウ ツ ド《ジ ョン・ラ スキ ンの 肖像》/1897年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/90.5×70.5cm/Bem 163

  ウ ィ リア ム ・ガー シ ャム ・コ リ ング ウ ッ ド《湖 か ら見 た ブ ラ ン トウ ッ ド》/水彩,不 透 明 水 彩/22.5×30.0cm/Bem 160

  フ ラ ン ク・ラ ン ドル《クー ル シ=ル=シ ャ トー,マ ジ ョー ル街 の 眺 め,エ ーヌ 県》/1886年/水 彩/33.3×19.0cm/ク リス ト

  フ ァー&ジ ェニ ー ・ニ ュ ーア ル夫 妻

※作 品 の所 蔵先 の う ち,「Bem」 は ワ イ ト島 に あ るベ ンブ リ ッ ジ・ス クー ル,ラ ス キ ン・ギ ャ ラ リー ズ, 「Brant」は カ ンプ リ ア州,

 コニ ス トン,ブ ラ ン トウ ッ ドにあ るエ デ ュ ケ ー シ ョ ン・トラス トの略 号,番 号 は そ れ ぞれ の所 蔵 目録番 号 であ る 。

※no.181は 不 出 品。
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前 田 寛治素 描展

1993年10月9日(土)-11月14日(日)

主催:石 橋財団石橋美術館

協力:鳥 取県立博物館/財 団法人久留米文化振興会

出品内容:素 描100点

入場者総数:5,079人

1.《 男 》/1921年 頃/イ ン ク・ノ ー ト/16.3×14・8cm

2.《 坐 る 男 》/1921年 頃/イ ン ク ・ノ ー ト/9.0×10.0cm

3.《 握 り飯 を 食 う男 》/1921年 頃/イ ン ク.ノ ー ト/16.4×20・3cm

4.《 男 の 像 》/1921年 頃/イ ン ク ・ノ ー ト/19.8×15.0cm

5.《 男 の 像 》/1921年 頃/インク・ ノ ー ト/15.2×20.3cm

6.《 ラ ゲ 神 父 》/1921年 頃/イ ン ク ・ノ ー ト/12.3×16.0cm

7.《 無 題 》/1922年 頃/インク・ ノ ー ト/20.3×16.2cm

8.《 人 物 》/1922年 頃/イ ン ク・ノ ー ト/17.0×20.9cm

9.《 子 供 》/1922年 頃/インク・ ノ ー ト/18.5×15.1cm

10.《 子 供 》/1922年 頃/インク・ ノ ー ト/20.4×14.8cm

11.《 男,子 供 》/1922年 頃/インク・ ノ ー ト/16・3×13.0cm

12.《 女 の 子 》/1922年 頃/イ ン ク ・ノ ー ト/16.2×13.8cm

13.《 田 舎 の 子 》/1922年 頃/イ ン ク ・ノ ー ト/13.8×14.6cm

14.《 椅 子 に 坐 る 女 》/鉛筆・ ノ ー ト/12.0×20.3cm

15.《 男 の 像 》/イ ン ク ・ノ ー ト/20.3×16.3cm

16.《 子 供 の 顔(女 の 子)》/鉛 筆/15.4×14.5cm

17.《 女 の 子 》/鉛 筆/15.7×20.8cm

18.《 草 刈 る 農 婦 》/1922年 頃/鉛 筆,イ ン ク/13.3×17.2cm

19.《 風 景(林 の 中)》/1922年 頃/鉛 筆/13.3×18.5cm

20.《 横 向 きの 女 の 子 》/1922年 頃/鉛 筆/11.1×16.4cm

21.《 椅 子 に 坐 っ た 女 》/鉛 筆,イ ン ク/30.0×21.8cm

22.《 乳 母 車 と 女 の 子 》/鉛 筆/18.5×13.4cm

23.《 子 供 を 背 負 っ た 女 の 子 》/鉛 筆/24.6×18.6cm

24.《 女 の 子 立 像 》/1922年 頃/鉛 筆/33.7×22.7cm

25.《 疲 労 し た 農 夫 ほ か 》/1923年 頃/インク・ ノ ー ト/12.5×16.3cm

26.《 ア イ ン シ ュ タ イ ン 像 》/1923年 頃/鉛 筆/28.6×22.6cm

27.《 風 景 》/1923年/パ ス テ ル/18.7×24.5cm

28.《 風 景 》/1923年/パ ス テ ル/18.7×24.5cm

29.《 裸 人 二 人 》/1923年 頃/水 彩/23.5×15.6cm

30.《 ゴ ッ ホ の 模 写 》/1923年 頃/鉛 筆/18.2×28.0cm

31.《 ゴ ッ ホ の 模 写 》/1923年 頃/鉛 筆/18・2×28.0cm

32.《 静 物,子 供 》/1923年 頃/鉛 筆/26.7×36.4cm

33.《 三 人 の 女 性(背 面)な ど》/1923年 頃/鉛 筆/26.6×36.4cm

34.《 後 向 き の 婦 人 像 》/1924年 頃/鉛 筆,イ ン ク/18.2×11.6cm

35.《 カ フ ェ 内 》/イ ン ク/22.5×23.0cm

36.《 演 説 》/鉛 筆/22.5×27.9cm

37.《 福 本 像 》/1924年/鉛 筆/24.4×16.0cm

38.《 福 本 像 》/1924年 頃/鉛 筆/24.5×16.0cm
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39.《 マ ドモ アゼ ル》/1924年 頃/鉛 筆/30.4×22.2cm

40.《 もの を食 う男》/1924年 頃/鉛 筆/24.5×16.3cm

41.《 発 電 所 の内 部》/1924年 頃/鉛 筆/23.0×30.3cm

42.《 発 電 器(工 場 内 部)》/1924年 頃/鉛 筆/32.5×25.4cm

43.《 婦 人 像》/1924年 頃/鉛 筆/30.8×24.0cm

44.《 少 女》/1924年 頃/コ ン テ/28.2×18.2cm

45.《 トル ソ三態 と顔》/1924年 頃/鉛 筆/29.2×21.0cm

46.《 後 向 きの裸 婦》/鉛筆/26.6×36.4cm

47.《 裸 婦 立像 》/鉛筆/32.2×24.5cm

48.《 裸 婦 二態 》/1924年 頃/鉛 筆/30.4×22.4cm

49.《 横 た は る裸 婦》/鉛筆/30.4×22.6cm

50.《 裸 婦 二態 》/鉛筆/31.7×24.1cm

51.《 裸 婦》/鉛筆/32.4×25.1cm

52.《 裸 婦 》/鉛筆/22.8×17.7cm

53.《 裸 婦 クロ ッキー》/1924年 頃/鉛 筆/32.3×24.1cm

54.《 裸 婦 クロ ッキー》/1924年 頃/鉛 筆/32.3×25.0cm

55.《 裸 婦 クロ ッキー》/1924年 頃/鉛 筆/24.0×32.8cm

56.《 裸 婦 クロ ッキー》/1924年 頃/鉛 筆/29.4×24.5cm

57.《 裸 婦 クロ ッキー》/1924年 頃/鉛 筆/24.7×32.5cm

58,《 裸 婦 クロ ッキー》/1924年 頃/鉛 筆/32.5×24.7cm

59.《 裸 婦 クロ ッキー》/1924年 頃/鉛 筆/32.0×22.2cm

60.《 裸 婦 四態 》/鉛筆/32.0×24.6cm

61.《 母 子 像》/鉛筆/23.9×31.8cm

62.《 裸 婦 》/1924年 頃/コ ンテ/21.3×26.4cm

63.《 男 の 像》/鉛筆/27.0×21.0cm

64.《 もたれ る裸 婦 》/鉛筆/19.0×15.6cm

65.《 裸 婦 研 究》/鉛筆,油 彩/35.3×24.3cm

66.《 抽 象 描 写 と文 章》/1924年 頃/鉛 筆/25.6×24.5cm

67.《 立 体 派風 裸 婦 》/1924年 頃/鉛 筆.方 眼 紙/32.8×24・9cm

68.《 街 角 》/1925年 頃/鉛 筆/21.5×29.0cm

69.《 街角 》/1925年 頃/鉛 筆/24.0×31.4Cm

70.《 街 角 》/1925年 頃/鉛 筆/25.0×32.6cm

71.《 街,木 立 》/鉛筆/24.4×28.6cm

72.《 あ る彫刻 家 の 肖像》/1925年 頃/鉛 筆,コ ンテ/18.2×16.2cm

73.《 あ る彫刻 家 の 肖像》/1925年 頃/鉛 筆,コ ンテ/28.0×18・2cm

74.《 婦 人 立像 》/1925年 頃/鉛 筆/22.3×16.6cm

75.《 裸 婦 》/コ ンテ/26.6×36.4cm

76.《 鏡 の 前 の裸 婦 》/1925年 頃/コ ンテ/26.6×36.4cm

77.《 裸 婦 》/1925年/イ ンク・方眼 紙/14.7×9.4cm

78.《 椅 子 に坐 る裸 婦》/1925年 頃/鉛 筆/32.5×21.7cm

79.《 メモ 》/鉛筆/24.3×31.7cm

80.《 ベ ッ ドの裸 婦》/鉛筆/21.0×26.9cm

81.《 一 九 三 〇年 協 会 入場 券 下 図》/1926年/墨,イ ン ク/18.3×13.8cm

82.《 婦 人 像》/1926年 頃/鉛 筆 ・原稿 用 紙/20.4×17.8cm

83.《 裸 婦》/1926年 頃/鉛 筆/25.0×35.3cm

84.《 裸 婦》/1926年 頃/鉛 筆 ・原稿 用 紙/19.3×26.8cm

85.《 少 女 坐像 》/1928年 頃/鉛 筆/33.8×22.5cm
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86.《 裸婦 》/1928年 頃/鉛 筆/20.9×26．9cm

87.《 裸婦 》/1928年 頃/鉛 筆/22.6×33.9cm

88.《 裸婦 》/1928年 頃/イ ンク ・原 稿 用紙/17.6×22.3cm

89.《 二 人 の男》/1928年 頃/鉛 筆 ・原 稿用 紙/18.5×26.5cm

90.《 風景 》/イ ン ク・原 稿 用 紙/12.2×17.8cm

91.《 風 景》/イ ン ク・原 稿 用 紙/13.2×19.4cm

92.《 林 道》/鉛筆/28.0×24.2cm

93.《 風 景》/鉛筆/28.0×24.2cm

94.《 母 と子 》/油彩.原 稿 用 紙/19.2×21.5cm

95.《 村 の 人 々》/1927年 頃/イ ンク ・原稿 用 紙/15.8×15.4cm

96.《 犬 吠埼 》/1929年/鉛 筆/21.5×23.7cm

97.《 海 と空 と波 》/1929年/鉛 筆/21.2×23.7cm

98.《 波(部 分)》/1929年/鉛 筆/22.2×23.8cm

99.《 波 》/1929年/鉛 筆/21.2×23・7cm

100.《 波 》/1929年/鉛 筆/21.2×23.8cm

※ すべ て鳥取 県 立 博 物館 所 蔵 作 品

4 5
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《特集展示》

坂本 繁 二郎 の版 画

1994年2月8日(火)一3月6日(日)

出品内容:坂 本繁二郎原画による木版画21点

1.《 草 画舞 台 姿 沢 村 宗 之助 の 皆 鶴姫 》/1911年/多 色 木版/22.5×15.8cm

2.《 草 画舞 台 姿 沢 村 宗 十郎 の榛 沢平 九 郎》/1911年/多 色 木版/22.6×15.8cm

3.《 草 画舞 台 姿 初 瀬 浪 子 の秋 山 静子 》/1971年 復 刻/多 色 木版/22.3×15.9cm

4.《 草 画舞 台 姿 市 川 高 麗太 郎 の 長作 》/1911年/多 色 木版/22.6×15.9cm

5.《 草 画舞 台 姿 沢 村 訥 子 の松 平 吉 峰》/1911年/多 色 木版/21.7×14.9cm

6.《 草 画舞 台 姿 市 川 高 麗 蔵 の姉 輪 平次 》/1911年/多 色 木版/21.5×14.9cm

7.《 日本風 景 版 画 筑 紫 之 部 榎 寺神 社 》/1918年/多 色 木版/17.4×23.5cm/石 橋 美 術 館

8.《 日本風 景 版 画 筑 紫 之 部 神 湊》/1918年/多 色 木 版/17.0×23.5cm/石 橋 美術 館

9.《 日本風 景 版 画 筑 紫 之 部 水 縄 山》/1918年/多 色 木 版/17.0×23.5cm/石 橋 美 術 館

10.《 日本風 景 版 画 筑 紫 之 部 筑 後 川》/1918年/多 色 木 版/16.9×23.2cm/石 橋 美 術 館

11.《 日本風 景 版 画 筑 紫 之 部 火 の 海》/1918年/多 色 木 版/17.0×23.4cm/石 橋 美 術 館

12.《 阿 蘇五 景 表 紙絵 》/1950年/多 色 木版/12．9×14.8cm/石 橋 美 術館

13.《 阿 蘇五 景 扉絵 》/1950年/多 色 木版/12.9×14.8cm/石 橋 美 術 館

14.《 阿 蘇五 景 南郷 谷 》/1950年/多 色 木版/25.0×36.0cm/石 橋 美 術館

15.《 阿 蘇 五景 噴 火 口》/1950年/多 色 木版/25.1×36.0cm/石 橋 美 術館

16.《 阿 蘇 五景 波 野 の 月》/1950年/多 色 木版/25.2×36.1cm/石 橋 美術 館

17.《 阿 蘇 五景 根 子嶽 の朝》/1950年/多 色 木 版/25.2×36.1cm/石 橋 美術 館

18.《 阿 蘇 五景 放 牧》/1950年/多 色 木 版/25.3×36.0cm/石 橋 美 術 館

19.《 馬 三題 1》/1951年/多 色 木版/22.3×31.2cm

20.《 馬 三題 2》/1951年/多 色 木版/23.4×33.2cm

21.《 馬 三題 3》/1951年/多 色 木版/23.2×32.4cm

※寸 法 は画 面部 の 寸 法 で縦 ×横

《巡 回展》

石 橋 美術館 名作 展 一珠玉 の 日本近 代洋 画

1993年4月6日(火)-5月9日(日)

会場:八 代市立博物館未来の森 ミュージアム

主催:八 代市立博物館未来の森 ミュージアム/石 橋財 団石橋美術館

出品内容:油 彩40点

入場者総数:6,277人
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《美術講座》

月日

1993年 4月17日

       4月24日

講座題目                      講師

《「ジョン・ラスキンとヴィクトリア朝の美術」開催記念美術講座》

ラスキンと日本近代 美術

ラスキンとラファエル前派の風景画

橋富博喜

潮江宏三氏

《西洋美術講座  20世紀の美術  》

9月11日

9月12日

9月18日

9月25日

バウハ ウス と20世紀美術

20世 紀の造型  フォーヴとキューブ

イタリア未来派 とその影響

ヘ ンリー ・ム ー ア と20世 紀 の 彫刻  自然 ・都 市 ・環 境

貞包博幸氏

満生和昭氏

後藤新治氏

後小路雅弘氏

《「前田寛治素描展」開催記念美術講座  素描の魅力  》

10月16日

10月23日

10月30日

11月6日

素描の技法

黒田清輝の素描

古賀春江の素描

前田寛治の素描

田内正宏

植野健造

杉本秀子

橋富博喜

《東洋美術講座  日本上代の仏像彫刻  》

11月13日

11月20日

飛鳥 ・白鳳 の彫刻

天平の彫刻

谷口鉄雄

谷口鉄雄

《特集展示 「坂本繁二郎の版画」開催記念美術講座》

1994年 2月26日 坂本繁二郎の版画 植野健造

《1993年度新収図書》

購入 寄贈 計

和書 131冊 115冊 246冊

洋書 7冊 3冊 10冊

計 138冊 118冊 256冊

(展覧会図録 ・逐次刊行物 は含まない)
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1993年 度入場者数

ブリヂストン美術館

開 館 有    料
無 料 総 計 一日平均

月
日 数 一 般 大 ・高生 中・小生 団 体 合 計

4 26 5,503 1,126 403 503 7,535 64 7,599 292

5 27 7,648 1,785 732 749 10,914 133 11,047 409

6 26 7,202 1,257 486 755 9,700 124 9,824 378

7 25 6,093 1,316 541 404 8,354 136 8,490 340

8 26 7,008 1,695 1,558 301 10,562 66 10,628 409

9 26 7,250 1,381 167 553 9,351 76 9,427 363

10 27 5,858 1,047 180 808 7,893 96 7,989 296

11 25 5,900 938 246 799 7,883 167 8,050 322

12 20 4,573 886 137 334 5,930 53 5,983 299

1 22 8,281 1,253 235 168 9,937 122 10,059 457

2 15 57,414 9,884 1,446 627 69,371 6,026 75,397 5,026

3 28 125,422 23,868 5,063 853 155,206 26,727 181,933 6,498

合計 293 248,152 46,436 11,194 6,854 312,636 33,790 346,426 1,182

石橋美術館

開 館 有    料
無 料 総 計 一 日平均

月
日 数 一 般

大 ・高 生 中・小生 団 体 合 計

4 23 2,346 228 111 602 3,287 688 3,975 173

5 22 2,866 243 218 876 4,203 750 4,953 225

6 25 1,658 71 80 1,151 2,960 77 3,037 121

7 27 1,585 96 173 691 2,545 36 2,581 96

8 26 2,259 230 633 186 3,308 34 3,342 129

9 26 1,721 126 90 533 2,470 69 2,539 98

10 23 1,838 146 77 995 3,056 242 3,298 265

11 21 1,764 61 61 897 2,783 278 3,061 146

12 23 924 51 48 261 1,284 48 1,332 58

1 23 1,236 61 74 20 1,391 34 1,425 62

2 24 2,495 119 104 691 3,409 100 3,509 146

3 27 2,221 204 130 465 3,020 48 3,068 114

合計 290 22,913 1,636 1,799 7,368 33,716 2,404 36,120 125

1993年度入場者数 29



新 収 蔵 作 品 New Acquisitions

ポ ー ル ・シ ニ ャ ッ ク

Paul SIGNAC

1863-1935

プ テ ィ ・ タ ン ド リ ー

水 彩,黒 チ ョー ク ・紙,39.4×26.7cm

左 下 に署 名,書 込

Petit Andely

Watercolor and black chalk on paper, 39. 4×26. 7cm

Signed and inscribed lower left: P. Signac/ Petit Andely

来 歴:1940年 頃 飯 島 壮 次 郎,東 京:パ リで 購 入;飯 島 千 枝 子,

東 京;1994年3月23日,石 橋 財 団 へ 寄 贈 さ れ る 。

Prov.:

c.1940, IIJIMA Sojiro, Tokyo, purchased at Paris; IIJIMA

Chieko, Tokyo; March 23, 1994, donated to the Ishibashi

Foundation.

保 管:ブ リ ヂ ス ト ン美術 館(外 洋-174)

Managed by the Bridgestone Museum of Art, Tokyo

鈴木道子

SUZUKI Michiko

1954-

水 の 行 方,A

1993年

銅版凹凸版刷 り,

75.0×121.2cm

ブロ ンズ粉,ア クリル による手彩色 ・和紙

Water's Destiny, A

Intaglio and relief printed from copper plate and hand-colored

with bronze powder and acrylic on washi

75.0×121.2cm

展覧会歴 Exh.:1993 東 京都 美術館/京 都市 美術館/下 関

市立美術館 「第22回 現代 日本美術展」 ブリヂス トン美術館 賞

受賞。

保管:ブ リヂス トン美術館(日 版 －64)

Managed by the Bridgestone Museum of Art, Tokyo
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坂 本 繁二 郎 《鳥》1930年

顔 彩 ・和 紙 37.5×30.2cm

〔組成〕

作品は紙表装 されていた と思われる。作品周囲の揉み紙

の縁 を上下90mm,左 右70mm残 して切 り取 られている。 し

たがって作品は三層の裏打 ちが施 されていて堅牢 な外観

であるが,作 品本来の支持体は,非 常 に薄 く,繊 維の中

にリグニンも含 む品質の粗悪 な褐色 を帯びた和紙である。

水分を含 むと非常 に脆い。 pHは5を 示 した。

描画部分 は,画 面の中央 のみで,周 縁 は支持体がそのま

ま空間と して残 されている。墨の線以外は水分 に対 して

溶けやすい。

〔損傷〕

支持体の全面 に褐色斑点が点在 し,濃 い褐色の汚損 が2

箇所認め られる。中央 やや下に裏打 ちの紙 の継 ぎの跡が

横 に線状 に見 えている。
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〔処置〕

1.状 態調査,写 真記録。

2.裏 打ち紙 の分離。

3.サ クションテーブルの上で超音波 ミス ト,ス プ レイ

  などを併用 しなが ら洗浄。

4.汚 損部分の漂白(pH 9に 調節 した過酸化水素水 を使

  用)。

5.裏 打ち(第一層は典具帖,第二層はやや厚手の楮100%

  の和紙)。

6.仮 張 りに貼 る。

7.色 調 の斑 を色鉛筆で整える。

8.修 復後の写真記録。

小 出 楢重 《裸 婦 素描 》1926年

コ ンテ ・洋 紙51.2×34.5cm

〔組成〕

作 品の支持体 は0.35mmの 厚みを持つ褐色 を帯びた白色の

洋紙である。表面の手触 りは粗 いが,水 分の浸透は非常

に遅い。

四辺共 に刃物で切断 されている。

描画部分は,コ ンテで描かれ,向 かって右 の肩か ら腕の

輪郭線 はこの画面の中で最 も濃 く描かれている部分 であ

る。また指で擦 っている部分は各所 に認め られ る。描か

れた後,定 着剤が吹 き付 けられている。

裏面 にも裸婦が描 きかけ られているが,未 完成である。

画面 とほぼ同 じような構 図である。

〔状 態〕

支持体 の劣化は進行 していて, pHの 値は5・5を示 し,全

体 に黄変 している。特 に周縁の黄変が顕著で,下辺は30mm

の幅で黄変 している。

定着剤 が吹 き付 けられた中央部分は経年 により樹脂が劣

化 して褐色 を呈 している。

四隅に折れがあ り下辺左右 は小 さく欠損 している。

〔処置〕

1.状 態調査,写 真記己録。

2.ゴ アテックスを通 して作品 に水分 を幾度 か繰 り返 し

  て与 え,水 洗 の効果 を期待 した。わずかに褐色 を薄

  くすることができた。

3．汚損お よび斑 点部分 をpH 9に 調節 した過酸化水 素

  水 で漂 白。

4.漂 白部分 を水洗 し,水 酸化マ グネシュウムで脱酸処

  置。

5.欠 損部分 を和紙 で補填。
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6.和 紙で張 り手 をつけ仮張 りに貼 る。

7.色 調の斑 を色鉛筆で整 える。

8・修復後の写真記録。

栗 原忠 二 《婦人 群 像 》

水 彩 ・洋 紙 35.4×45.3cm

〔台 紙〕

台 紙 は,厚 さ約2mmの リ グニ ンが 含 ま れ てい る板 紙 で,

pH 4を 示 した。 支 持 体 の紙 は全 面 台紙 に糊 付 け され て

い る。 寸法 は368×466mm。

〔組成〕

作 品の支持体 は,透 か しの ない,厚 さ約0.4mmの 機械漉

きの洋紙で,四 辺は刃物で切 り落 としたような断面 をし

ている。

支持体の紙の表面は,凸 凹があ り,緑 褐色である。

黒コンテで,柱,人 物等 を大 まかにスケ ッチ し,そ の上

に不透明水彩絵具で着彩 している。絵具が滲 んでいる人

物の衣服の部分や,紙 が絵の具を弾いている箇所,薄 く

溶いた絵具が溜 っている箇所,厚 く盛 り上げて塗 られて

いる箇所,紙 の地色 を塗 り残 して見せている部分な どが

あ り,様 々な技法が用い られている。

〔損傷〕

作品は酸 性の台紙 にべた張 りで糊付 けされているので,

全体的に しなやかさが失われて硬 く,酸 性物 質の影響下

にある。画面中央部 に茶色の しみが多少認め られ る。

台紙の裏面に斑点が多数発生 している。

〔処 置〕

1.状 態 調 査,処 置 前 の 写真 記 録 。

2.乾 式 洗 浄 。

3.ヘ ラで 台 紙 を薄 くし,慎 重 にメ スで 削 り取 っ た。

4.和 紙 の張 り手 を付 け,仮 張 りに張 る。

5.処 置 後 の 写真 記 録 。

栗 原 忠 二 《風 景》

水 彩 ・洋紙23.9×33.1cm

〔組成〕

作品の支持体 は,透 か しの無 い,厚 さ約0.21mmの 機械漉

きの洋紙で,四 辺 は直線ではないが刃物 で切断 されてい

る。紙の表層 は多少荒い感 じがす るが繊維の密度 は緻密

であるため,水 の浸透度は良 くない。



作 品は鉛筆による下描 きの上に不透明水彩 で彩色 されて

いる。やや灰色 を帯びた褐色の支持体の地色が画面に取

り入れられて空 間として生か されている。

〔損傷〕

支持体 は全体的にか なり変色 しているが とくに左辺お よ

び右辺上部 に褐色化が顕著 である。白色顔料 を含む部分

にはあま り支持体の変色が認め られない。

支持体 の脆弱化 がすすんでいるようで,端 のほうの,特

に接着剤 の汚損部分 は脆 くなってお り小 さな裂 けもある。

全体的に紙の特性 としての柔軟性が失 われている。画面

中央か ら左側の部分 に水染みが4箇 所見 られる。

支持体裏面 はpH 5,リ グニンテス トで はリグニ ンが繊

維の中に混在することが認められた。

〔処置〕

1.状 態調査,写 真記録。

2．乾式洗浄。

3.メ スで裏面のテープ痕 を削 る。

4.テ トラヒ ドロフランを用いサ クションテーブル上で

  テープ痕 を取る。

5.絵 の具の状態に注意 して加湿 した後,濡 らした吸い

  取 り紙 の上 に置 いて洗浄す る。

  支持体が リグニ ンを含むため脱酸は行 わない。

6.支 持体周縁お よびテープの接着剤の付着 していた部

  分 を和紙で補強。

7.プ レス。

〔状態〕

支持体 の裏面の褐変が著 しい。特に両端の褪色が顕著で,

pHの 値 が5を 示 していたこ とか らも,支 持体 の脆 弱化

を推定す ることがで きる。

画面側 にも下辺右 に半円形 の汚損,褐 色斑点が空 と建物

の境界に多数認め られ る。

厚 く塗 られた絵具層 に細かな亀裂が認 められるが浮 き上

が りを伴 なってはいない。

〔処置〕

1.状 態調査,写 真記録。

2.水 洗。署名部分が水 に対 して溶解するため短時 間で

  処置を停止。

3.汚 損お よび斑点部分 をpH 9に 調節 した過酸化水素

  水で漂白。

4.漂 白部分 を水洗。

5.プ レス。

6.色 調の斑 を色鉛筆 で整える。

7.修 復 後の写真記録。

           (以上5点,山 領絵画修復工房)

中西 利雄 《風 景(東 大 構 内)》1947年

水 彩 ・洋 紙 36.2×51.2cm

〔組成〕

作 品の支持体 にはArshesの 透か しが あ り,0.8mmの 厚

みを持つ乳白色の洋紙 である。

四辺共 に刃物で切断されている。

描画部分は,鉛 筆で大 まかな構 図を決め,そ の上に水彩

絵具で描 かれている。近景の地面 は殆 ど筆触 を残 さず に

塗 られ,中 央の樹 木は全ての筆触が見え,人 物や樹木の

中の明るい色彩は絵具が厚 く塗 られている。
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思 想 表現 と しての絵 画
-黒 田清輝作 《智 ・感 ・情》-

はじめに

植野健造

 画家が絵 を描 くのは 「学者が文章 を作 ると同 じく自分

の考 を人ニ見 せる事」1)である。 これ は,黒 田清輝が フ

ランス留学期 における西洋画学習の過程 で理解 した重要

な絵画観の一一つである。明治26年(1893)に フランスよ り

帰 国,明 治29年 には白馬会 を創立 し,東 京美術学校西洋

画科の指導教官 に任 じられた黒 田が,日 本の洋画界 に根

づ かせ ようとした ことの一つ もまたこの絵画観であった。

西洋画 といえば対象を迫真的に再現描写す る技術 である

という理解が なお残っていた当時の 日本において,絵 画

は画家 自身の 「考え」 を表現 するものであるとい う黒田

のその ような絵画観の移植の試 みは重要な意義 をもつ。

 しか し,そ もそ も画家 は,自 分の考えをどの ような方

法 で絵画作 品に託 し,ど の ような方法で見 るものに呈示

しうるのであろうか。おそ らく,絵 画作 品には さまざま

な方法で さまざまな考 えや思 いが画家によって こめられ

ているに違 いない。作品が文学的,歴 史的主題 もしくは

ある種の寓意的,象 徴的 な主題 をとりあつかっている場

合 には,そ の主題にたいする画家 なりの解釈や考 えが作

品にこめ られているはずである。 しか し画家はまた,見

るものがふつ うに作 品を眺めてい るだけでは理解 しえな

い画家 自身の私的な思 いを作 品にこめていることもあ り

うる。 また,作 品が展覧会への出品作 として制作 された

場合 は,観 衆や社会に向けて,作 品の主題や描写 された

モチーフそのもの とは直接的には関係のないさまざまな

メ ッセー ジが こめ られている場合 もある。

 黒 田清輝が 明治30年(1897)の 白馬会第2回 展 に出品 し

た 《智 ・感 ・情》2)(fig.1)は,明 治洋画 史におけ る前

述 のような問題 を考える場合に とりわけ注意 される作品

である。ほぼ等身大の裸婦像三作で構成 され る本作 品は,

油彩で描かれた人体の背景 に金地 を用いていること,写

実的に描写された人体 に朱色の輪郭線 をほどこしている

こと,ま た三作 にそれぞれ 「智」「感」「情」 とい う画題

がつけられて展覧会に出品 されたことといった表現 と構

想 のうえでの特色が注 目される。黒田の生涯のなかでも

異例 に属する本作品の制作意図については,今 日なお解

き明か されていない問題が多い。す なわち,黒田が明治30

年 という時点 でこの ような裸体画の大画面 に着手 したの

はなぜか,本 作品につけられた 「智」「感」「情」 という

画題 をどのように解釈す るのか,三 人の女性のポーズに

図像の先例 はあるのか,三 面構成,背 景の金地,人 体 に

ほ どこされた輪郭線 といった表現上の特色 は何に由来 し,

どのような意図 をもってなされたのか といった問題 であ

る。黒田は本作品に どのような考 えや思 いをこめていた

のであろ うか。

 本作品のかかえるそれ らの問題 については,す でに先

学 によって さまざまな角度から論 じられてきた3)。それ

情 感 智

fig. 1 黒 田清輝 《智 ・感 ・情 》 1897-1899年,東 京 国立文化 財研 究所
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ら先学 の研究によって,黒 田は本作 品によって西洋のア

カデ ミックな絵画理念に もとつ く構想画 を日本 に移植 し

ようと試みた こと,さ らには,本 作 品には当時の裸体画,

ひいては黒田 らが東京美術学校西洋画科 において導入 し

た裸体画教授に向けられた社会の偏見 にたいす る黒田な

りの挑戦の意味がこめ られていることとい った指摘がな

されて きた。筆者 もこれ らの指摘 を正 当かつ重要である

と考えている。しか し,本作品にこめ られた黒田の「考 え」

を理解するためには,当 時の黒 田と周囲の状況をよ り広

い視野か らよ り詳細 にみてお くことが必要であるように

思 う。

 本稿で は,黒 田の 《智 ・感 ・情》の制作意図 を考 える

場合 に考慮すべ きと思 われる二,三 の ことについて,先

学 の研究 をふまえつつあらためて考察 し,あ わせて,黒

田が 「考 を人ニ見せ る」絵画 というときの,そ の 「考え」

の内容や 「考 え」の呈示の しかたについて論 じてみたい。

fig.2 黒田清輝《湖畔(避暑,湖 辺)》1897年

   東京国立文化財研究所

1

 まず は,本 作品の制作状況について簡単にみてお く。

 『黒 田清輝 日記』4)(以 下,『 日記』 と記す)に よれば,

三作 の制作順 は不明であるが,明 治30年(1897)の2月16

日に自宅のア トリエで裸体のモデルを使って最初の作 に

着手,3月5日 にほぼ完成,同10日 か ら2作 目に着手 し

同15日 木炭素描 を終 え,同17日 か ら油彩に入 り4月8日

に仕上 げ,同12日 か ら3作 目に着手 し少な くとも同月末

まではモデルを使 って制作 していたことがわか る。5月

3日 以 降翌明治31年 末 までの日記が欠 けているため,そ

の後,秋 の 白馬会第2回 展 出品 までの制作状況が不明で

あるが,第1作 に18日 間,第2作 に30日 間 を要 している

ことか ら,第3作 もおそ くとも5月 中にはほぼ完成 した

もの と推察 され る5)。ちなみに,こ の年6月 以降の黒田

は9月 にいたるまで,箱 根 や千葉の稲毛 に旅行 してお り,

箱根で は《避暑(湖 畔)》(fig.2)な どを制作,9月 に帰京

し《秋草》(fig.3)を制作 してお り6),10月27日 開会 の白

馬会第2回 展にこれら《智 ・感 ・情》,《避暑》,《秋草》を

ふ くめた17点 の作品 を出品 している。ただ,『毎 日新聞』

明治30年10月26日 の白馬会展 に関す る記事7)に,《 智 ・

感 ・情》は黒 田が 「経営辛苦の後此頃出来 した るもの」

とあ り,展 覧会開催直前に最後の仕上 げをした可能性は

ある。

 また 『日記』 には,本 作 品のモデル と思われる小川花

(姉)と小川幸(妹)と いう姉妹二人の女性の名がみえる。

ちなみに,『時事新報』明治31年11月13日 の 「モデルの話」

とい う記事 に,「扨美術学校 に於 て始めて女の裸体 を画

きたるは去る明治廿九年 十月頃に して一人 はハナ(当 時

fig. 3 黒田清輝《秋草》1897年

岩崎美術館

十六歳)と云 ひ」 とある。 また,『千代 田新聞』 明治32年

7月14日 の 「活手本(続)」 とい う記事 には,「黒田清輝

氏が智感情 を写すに用 ひたるモデルの少女の如 き其図 に

顕 はれたる所は伺 うや ら二十幾歳 とも見 ゆれ ど全 くは当

時二八(筆者註:16歳)ば か りの少女に して」 とある。 こ

れらの記事か ら,東 京美術学校西洋画科での裸体画教授

が西洋画科開設後まもな く始 まっていたことが知 られ,
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その際の最初期のモデル となった一人 「ハナ」 はおそら

く,『 日記』 に《智 ・感 ・情》のモデルの一 人 として登場

する 「小川花」 と同一人物ではないか と推察 される。そ

うであ るとすれば,よ く知 られているように,本 作 品は

日本人 をモデルとした初めての本格的な油彩 による裸体

画であ った とともに,東 京美術学校西洋画科 における裸

体画教授 のため に初めてモデル となった女性 とその妹の

画像 とい う性格 をも備 えていたことになる。黒田は,本

作 品が 日本人女性 をモデルとした初めての裸体画 となる

こ とをおそ らく当初から意識 してお り,そ のような画家

の思いが,本 作品にある種のモニュメンタルな性 格をも

た らした と考 えることもで きる。 しか も,本 作品の もつ

モニュメンタルな性格 とは,日 本 において裸体画教授 を

すすめてゆかねばな らない立場 にあった画家 自身に とっ

て記憶すべ き女性の画像である という,い わば私的な思

いをも反映 しているのではないだろうか。

 ただ,『 日記』 に よれば,小 川花 と小川幸の二人のモ

デルは,本 作品の1作 ごとに別 々にモデルとなったわけ

ではない ようである。 たとえば,第2作 を制作中の4月

4日 には幸がモデル となってお り,同 じ第2作 が完成 し

た4月8日 には花が黒 田宅に来 ている。さらに 『日記』

をみるか ぎり,こ の二人以外にモデルを使 った可能性 も

ある。すなわち,本 作品の三作 に描かれた裸婦はいずれ

も特定のモデル をそのまま写生的 に描写 したものではな

く,モ デルを手本 としなが らもそれ を理想化 した裸婦像

であった と考え られる。 この点 に関連 して注 目されるの

は,《智》の裸婦像 の両腕の配置 を別 とした基本的なポー

ズが,黒 田の フランス留 学中の1888年 の木炭素描《裸婦

習作26》(fig.4)と きわめて類似 していることである。両

者はポーズ だけでな く,光 源の向 き,そ れ にともなう人

体の陰影のつけかた,さ らには人体の輪郭,乳 房や腹部

の筋肉の描写な どが きわめて類似 している。一方,《 感》

と《情》には《智》の場合ほ ど類似 した木炭素描 を見つける

ことはできないが,《 感》の両手 を上方 にかかげるポーズ

はやは り留学中の1889年 の《裸体習作58》(fig.5)に,《情》

の髪 の毛 に手 をあ てるポーズは1887年 の《裸婦習作18》

(fig.6)な どにそれぞれ共通性 を認め ることがで きる。

おそ らく,黒 田は日本人の裸婦像を制作するにあた りモ

デルを実際に使 っている ものの,基 本的 には自らの留学

前期 のアカデ ミックな裸体画学習の成果 を下敷 きとし,

さらに理想化 した裸婦像を志向 して本作品 を制作 したの

である。その結果,本 作 品の裸婦像 はほぼ8等 身 に近い

プロポーションとなっている。先に も述べたように黒田

は本作品が 日本人 をモデルとした最初の油彩画 となるこ

とを認識 していた。 また,黒 田は東京美術学校で 自らが

導入 した裸体画教授 に向けられた社会の非難 もまた承知

していたはずであ る。正統 なる西洋絵画の理念 と学習法

を日本 に根づかせ る立場 にあ った黒 田にとって,日 本人

をモデルとした裸婦像 を世 に問 うことは,い わば一度は

通 らねばな らない関門のような ものであったように思 わ

れる。 しか しそれだけに,初 めて世 に問 う日本女性の裸

婦像があ まりにも卑俗 な レベルでの批評の対象 となるこ

とは本意ではなか ったであろう。この ような状況が,生

身の人間であることを感 じさせないような裸婦像,す な

わち,金 地 という抽象的な背景に理想化 されたプロポー

シ ョンと写実性 を ぎりぎりの線 まで お さえた ようなフ

ラ ットな彩色 によって描かれた裸婦 を配するとい う表現

の一つの要因 となっていると考 えられる。事実,最 初の

裸体画問題 をひきおこ した明治28年(1895)の 第4回 内国

勧業博覧 会出品の《朝妝》(fig.7)は現実的 な設定 をもち

生 身の人体 を感 じさせ る裸婦像 であったのにたい し,本

作品 は《朝妝》に続 き再 び裸体画論争 をひ きお こした もの

fig.4  黒田清輝《裸婦習作26》1888年

   東京国立文化財研究所

fig. 5  黒田清輝《裸体習作58》1889年

   東京国立文化財研究所

fig.6 黒田清輝《裸婦習作18》1887年

   東京国立文化財研究所
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の,『国民新聞』明治30年11月10日 の批評8)な どには 「今

回の如 く全 く理想化せ られたるものに至ては悪感実感 を

起 さず して寧ろ神 々しき心地せ らるゝ」 といった評がみ

られるのである。

 ところで,本 作 品は現在 はそれぞれ三作が別 々に額装

され てい るが,白 馬会第2回 展 当時は,『毎 日新聞』 明

治30年10月26日 の記事9)と 『国民新聞』明治30年11月9

日掲載 の挿 図(fig.8)か ら,三 面 を連続 して一つの額 に

納 めて出品展示 され たようで ある10)。また,後 者の挿

図では三面のうち中央 の《感》の上部 に白馬会の シンボル

であるパ レットが掲げ られていて注意 をひ く。それはあ

たか も本作品が 白馬会の制作活動 を導 く三人の女神 であ

るかのような感 を呈 しているか らである。

2

 ところで,こ れ もよ く知 られているように,本 作品は

白馬会第2回 展の2年 後の明治32年 に補筆が加 えられ,

年記署名がいれ られ,翌 明治33年(1900)の パ リ万国博覧

会 に出品され,黒 田は銀牌 を受賞 した。

 そ こで次 に,本 作 品のパ リ万国博覧会(以 下,パ リ万

博 と記す)出 品 までの経緯 をみてみたい。 というのは,

黒 田が制作 当初か ら3年 後のパ リ万博出品を想定 して本

作 品に着手 したのではないか,そ うである とすれば,こ

のことも本作品の構想 と表現に関わる問題 を考察するう

えで重要であると考えるか らである。 これまでの研究 で

この点 につ いて と くに問題 とされて こなかったのは,

1900年 のパ リ万博への出品については,パ リ万博の前年

の明治32年(1899)8月 に黒 田が臨時博覧会美術品鑑査官

に任 じられ,自 らも鑑査 に関わ り,《智 ・感 ・情》,《湖

辺(避 暑,湖 畔)》,《秋郊》,《樹 陰》(fig.9),《 寂寞》11)

(fig.10)の5点 が この時点で出品作 として選ばれた とい

う認識があったためである。 しか し,こ の ことはい ま少

し詳 しくみてみる必要がある。

 1900年 のパ リ万博 と日本の美術品の出品 については,

丹尾安典氏 に よる興 味深い報告 と考察があ る12)。それ

らを参照す ると,日 本が1900年 のパ リ万博 にむけて本格

的な準備 にはいったのは明治29年 末の ことであった13)。

とくに,美 術 についてはパ リでの開催 ということもあ り,

また,そ れ以前の万博 にももちろん日本の美術 品は出品

されていた ものの,じ つ はそれらは美術 品として扱 われ

たことは少 な く,1900年 の万博 こそは 日本の美術 品を美

術館の なかに 「純正の美術品」 として展示す ることが,

政府 にとっても美術家 にとって も共通の悲願であった。

 黒 田がパ リ万博の鑑査官 を命 じられ,最 終的 に出品作

の鑑査 にあたるのは先 に も述べたように明治32年8月 の

fig. 7  黒 田清輝 《朝妝》1893年,1945年 焼失

fig.8 『国民新 聞』 明治30年11月9日
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ことで ある14)。しか し,こ れ に先立つ明治30年3月25

日に,臨 時博覧会事務局 よりパ リ万博の出品に関す る調

査委員 をす でに委 嘱 されているのであ る15)。それは,

まさに黒田が《智 ・感 ・情》に着手 した時期 と重 なってい

る。東京美術学校西洋画科の指導教官 として,ま た白馬

会の リーダー として,か つての留学地パ リで行われる万

博への出品 を黒 田が意識 しないはず はない。『毎 日新聞』

明治30年11月17日16)に よれば,こ の年明治30年 より種 々

の展覧会の出品作のなかか らパ リ万博への出品作を選定

する方針が臨時博覧会事務局によ り決定 されていたこと

がうかがえる。 また,同 記事では出品に適す る作 品の条

件 として 「少 くも横竪何れに於 てな りとも三尺以上」の

大画面作 品が望 まれると述べ,さ らにその他の条件 をも

みたす優作 として同紙の11月18日 の記事17)は ,《智 ・

感 ・情》を 「仏 国博覧会へ の出品 には最 も適当せ るを見

ん」 と結論づけている。 この 『毎 日新 聞』の記事 を書い

たのは,ま さに白馬会規派の美術記者吉岡芳陵(育)で あ

ることが注意 される。それは,あ たか も黒田の考 えを吉

岡が代弁 しているように思 えるのである。そ して何 より,

吉岡はこれ に先立つ 『毎 日新聞』 明治30年10月26日 の記

事18)で《智 ・感 ・情》は 「是 れぞ氏(筆 者註:黒 田)が 巴

里の万国博覧会 に出品せ んとて経営辛苦」 して制作 した

ものである と書 いているのである。吉岡が《智 ・感 ・情》

をパ リ万博 出品への最有力作 として推す前述 の記事 が掲

載 された明治30年11月18日 に当時の臨時博覧会事務局副

総裁九鬼隆一は白馬会の会場に出張 し,黒 田と相談のう

え,この年の白馬会出品作のなかか らは黒田の《智 ・感 ・

情》と安藤仲太郎の《曙》をパ リ万博へ の出品作 に選 んで

いる19)。この ような経緯 をみる時,黒 田は本作 品の制

作当初か ら1900年 のパ リ万博への出品を想定 していたと

考 えるべ きであろ う。

fig. 9 黒 田清輝 《樹陰(木 か げ)》1898年
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fig.10 黒田清 輝《寂 寞(物 淋 し,寂 寥)》

   1898年

 《智 ・感 ・情》の制作意図に関 して,1900年 のパ リ万博

への出品 を黒田が当初か ら想定 して本作品に着手 したこ

とを指摘 した。それは,言 いかえれば,黒 田が本作品の

制作 にあた り1900年 のパ リ万博 で通用する作 品をめ ざし

たであろうことを意味する。

 この時期の黒 田は,ど の ような絵画であれば1900年 の

パ リ万博において西洋諸国の絵 画に見劣 りしない絵画で

あると考えていたのであろうか。 この点に関 して,田 中

淳氏 が紹 介 された資料が注 目され る20)。それは明治33

年(1900)の 『二六新報』 に3月25日 か ら4月1日 まで掲

載 された黒 田の 「美術教育の方針」(1)～(8)と 題す る
一文である

。 この文章 はもともと明治31年 に書 かれた も

の とみ られるが21),こ の文章 において黒田は,西 洋美

術の沿革 につ きギ リシャ時代か ら復興時代 をへ て19世 紀

の古典派,ロ マ ン派,自 然派,印 象派までその大略 を述

べた後,も っとも最新の西洋絵画の動向 につ き次の よう

に記 している。

 ▲最近の傾向は想を写 さん とす

最近の絵画は,写 実 より脱化 して写想に赴かん とす

るものな り,今 や形 に色 に天然の実想は殆 んど究め

尽 した りといふべ く,是 より新 に起 らん とするは精

神的方面 な り,嘗 て開けたる印象派の主義は調色 の



革新 にあ りと雖,其 結果 として色彩の心理的印象 を

描写 し,視官の実感以外 なる感能 に訴ん とす別 に「サ

ムボリス ト」 と称する一派は,同 じ主義を線形に適

用 して,情 機の微妙なるもの を発表するの目的 を以

て輓近 に起 り共 に天然の複雑なる顕象 を叙す るに簡

明の手段 を取 りて,道 理 的人間の性情 を啓発せん と

す,未 だ現今 の芸術 に大なる勢力を有せ ざれ ども,

之 を以 て将来に生ずべ き傾向の一斑 を徴するは決 し

て誤なからん を信ず要するに将来の芸術 は学理 に背

かず して思想 を描 出す るものなることを断言すべ し

 この記事 によって,明 治31年 頃の黒田は西洋の世紀末

の象徴主義の絵画運動 を認識 していた ことが知 られる。

そこで田中氏 は,《智 ・感 ・情》において黒 田は 「将来 に

生ずべ き傾向」の一つである 「サムボリス ト」 を念頭 に

お きつつ,「線形 に適用 して,情機の微妙 なる もの を発表」

する という表現意図 をもっていたのではないか と指摘 さ

れているのである。

 黒田 と世紀末の象徴主義絵画 との関連 を考える場合,

次の ようなことも示唆的である。

 『久米桂 一郎 日記』 によると,黒 田 と久米桂 一郎 は フ

ランス留学末期の1892年 の3月23日 に,連 れだってパ リ

のデ ュラ ン=リ ュエル画廊で薔薇十字展の第1回 展 を見

ているこ とが知 られてい るし22),ま た,明 治34年 の 白

馬会第6回 展 にはアルフォンス ・ミュシャ他のサロン ・

デ ・サ ン(Salon des Cent)で の展覧会 ポス ターなど,象

徴主義やアール ・ヌーボー などの絵画運動 と関連す る多

数 のポス ター類 が出品 されている ことも注 目され る23)。

黒 田お よび白馬会の西洋世紀末の象徴主義 の絵画運動へ

の共鳴 を考えさせるのである。黒 田が フランス に留学 し

ていた世紀末のパ リでは,1886年 にはジャン ・モ レアス

の「象徴主義宣言」,1889年には ゴーギャンらがパ リで「印

象主義お よび総合主義展」 を開催,1891年 にはアルベー

ル ・オーリエの 「絵画における象徴主義」が発表 され,

ナ ビ派 の第1回 展 も開催 されている。黒田が,1900年 の

パ リ万博 にあた り,象 徴主義の絵画運動 を意識 していた

として も不思議 ではないのである。

 黒田の《智 ・感 ・情》をそう した西洋の象徴主義の絵 画

との関連の なかで とらえようとする解釈 は,あ らたない

くつか の問題 を提起 す る24)。その一 つは,世 紀末 の象

徴主義絵 画 とい って もその内容は多様で あ り,黒 田は

《智 ・感 ・情》を制作す るにあた り具体 的にどのような画

家の どのような作 品を想定 していたのかとい う問題であ

る。黒田は,前 記の 「美術教育の方針」の他には象徴主

義絵画について言及す ることは少 なく,黒 田が どのよう

に象徴主義絵画 を理解 していたのか を知 ることはできな

いのである。いま一つは,《智 ・感 ・情》が西洋の象徴主

義絵画 を意識 した作品であるとすれば,従 来言 われて き

た,本 作品は西洋の アカデ ミックな絵画理念 にもとつ く

構想画の移植の試 みである とす る解釈 に多少の訂正が必

要 となるであろ う。つ まり,《智 ・感 ・情》は西洋の伝統

的 なアカデミーの理念 にもとつ く構想画であるのか,そ

れとも,時 代の最新様式 としての象徴主義絵画であるの

かとい う問題である。 この問題 にたい して筆者はその両

面 をそなえた作品であると理解 したい。少 な くとも,本

作 品は当時の日本においては,西 洋の伝統 的な構想画 を

移植す る試みと して も,ま た,西 洋の象徴主義運動 を意

識 した革新的な試み としても両立 しえた ように思われる

し,ま た,黒 田もこの二つの試みを両立 しうるもの とし

て本作品 を制作 したと考 えられるのである。奇妙ではあ

るが,そ れが,当 時の 日本 の洋画界 の状況であ り,黒 田

のおかれていた状況で もあるのである。

4

 《智 ・感 ・情》制作 にあたっての黒田の制作意図をい ま

一つ別の側面か らも考 えてみる。本作 品の制作意 図を考

える場合,当 時の東京美術学校 日本画科 の教授 法やその

指導者岡倉天心のひ きいる日本絵画協会の動向を も考慮

する必要があると思われる。これまでの研究史では,明

治29年(1896)に 東京美術学校に西洋画科が設置 される以

前 を日本画 と洋画の対立構図で とらえ,そ れ以後は 日本

画,洋 画それぞれの新派 と旧派の対立構図でとらえる見

方が一般的であった ように思 う。 しか し,明 治29年 以後

の 日本 にあっても日本画 と洋画が対立する ものとして存

在 し,し たがって,そ れぞれの絵画 はつねにみずか らの

存在理 由を自問 し,そ の存在理由を社会 に呈示 してゆか

なければならない状況は続 いたのである。

 日本絵画協 会は白馬会 と同 じ明治29年(1896)に 結成,

同年9月 に第1回 の絵画共進会 を開催 し,翌 年 よ り春 と

秋 に展覧会 を開催 している。その初期 の絵画共進会の出

品作 には,下 村観 山の《仏誕》(fig.11),《光明皇后》,橋

本雅邦 の《臨済の一喝》,山 田敬 中の《美音》(fig.12),横

山大観の《無我》(fig.13),菱田春草の《水鏡》(fig.14)など,

顔料や色彩感覚な どに西洋画的な要素を とりいれ,歴 史

や宗教に題材 をとり,象徴的,寓 意的な内容をこめた 「理

想画」が少 なか らず出品 され賛否両論をよんでいた。 し

か し,黒 田はこれ らの作品を,西 洋画の表層のみを模倣

し,絵 画にとって最 も重要な人体表現の基礎修練 を欠い

た,観 念が技術 に先行す る作品 として批判的 にみていた

ようであ る25)。と言 うよりも,こ の時点での黒 田は,

これら日本画の作品を批判的に論 じ,西 洋絵画の長所 と
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fig．11 下村観山《仏誕》1896年

   東京藝術大学藝術資料館

fig.13 横 山大観 《無我》1897年,東 京国立 博物館

fig．12 山田敬中《美音》1897年

   東京藝術大学藝術資料館

fig.14 菱田春草《水鏡》1897年

   東京藝術大学藝術資料館
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正当性 を主張す る立場にあった というべ きであろうか。

ともか くも,黒 田の生涯一貫 した絵画観の一つ は,寓 意

的,象 徴的 な意味内容 をもった絵 画その ものは西洋絵画

の正統 であるとす る立場であったが,そ うした作品 もま

ずは基礎 的な人体表現の修練,対 象を写実的に描写する

修練 をへ てこそ制作すべ きであるとする立場であった。

明治30年 前後の時期,久 米桂一郎が批評子暁鴉 として関

与 した 『美術評論』 の作品批評欄 「無扉 門」や吉 岡芳陵

の 『毎 日新 聞』の美術記事な どにも,黒 田と同様 な絵画

観がたびたび披瀝 されている。

 ちなみに,明 治期 の美術 を考 える場合 に重要な用語で

ある「理想画」とは,明治30年 頃にあらわれて くる用語で,

具体的 には,こ の初期 日本絵画協会の象徴 的,寓 意 的内

容 をもつ作 品群 にたい して批判 的な意味をこめて呼ぶ用

語 として登場 して きたようである。

 《智 ・感 ・情》の制作意図 として,こ れ ら日本絵画協会

の作風,ひ いては東京美術学校 日本画科の教授法な どに

対抗す る意識 もあったのではないだろうか。す なわち,

日本絵画協会の下村観山,菱 田春草 らの作風 を 「理想狂

画」 「妙 な理想画」 と批判す る黒田は,西 洋絵画 の正統

たる,写 実的な人体表現 を基礎 とした 「理想画」 を呈示

する意 図があったと考え られるのである。

5

 最後 に,「智」 「感」「情」 とい う画題 について もふれ

てお く。

 すでに先学に よって指摘 されているように,黒 田が本

作品において日本の観衆に呈示 したかったのは,な によ

りもまず,西 洋絵画の もつ伝統,す なわち,裸 婦 を描 き

なが らもそれが単なる裸婦ではなく抽象的 な概念 の擬人

像た りうることを示す ことであっただろう。そ うである

とす れば,「智」 「感」 「情」 とい う画題 にどれだけの明

確 な思想が こめ られていたか どうかは疑問であるとする

解釈 もな りたつ。た しか に制作当時の 『日記』 では本作

品について,「裸体の女 を手本ニ して画を始めた」(2月16

日),「 今度の裸は出来上 りだ」(3月5日),「 今 日ハ新

たに裸 を一枚始め た」(3月10日),「 今度の裸画の木炭

を仕舞 つた」(3月15日)と い うように 「裸」 「裸画」 と

のみ記 していて,作 品の主題や制作意図をうかがわせ る

記述はみ られない。黒 田は 『日出新聞』 明治36年7月27

日の 「黒 田清輝画伯の断片(下)」 で,「裸体画 は或 る高

尚な理想を画 にした もので,裸 体画その ものは普通の肉

体で はない,全 く 『人 間』以上の ものなのです」 と述べ

ているが,そ れ に続 き 「シカシ我 々の描 く裸体画はマ ダ

其処 までに行 ッて居 ませ んヨ,唯 研究の結果描 くといふ

までゞす」 とも語 っている。本作品について も,こ こで

述べていることが実情であったのか もしれ ない。

 ただ,そ れで もなお,黒 田が なぜ 「智」「感」 「情」 と

いう三つの画題 を設定 したのか とい う問題 は残 る。 この

点 について,黒 田は画家の三派 なる理想派,印 象派,写

実派 をあ らわさん とし,そ れぞれを 「智」「感」「情」 に

あてた と述べ ている26)。その意味 は必 ず しも明確で は

ないが,お ぼろげながらも当時の黒田の絵画観 を示 して

いて興味深いことのように思われる。黒田は,絵 画が そ

れを見 る人の心 に訴える力 について分析 的に考察 してい

るのであ り,そ の一つのモデル として人の 「智」の側面

に訴 える絵画,「感」の側面に訴 える絵画,そ して 「情」

の側面 に訴える絵画 というお よそ三つの要素で絵画を と

らえていた と解釈する こともで きる。その意味で,黒 田

が1900年 のパ リ万博に,《秋郊》こそはどの ような作品で

あったか不明であるが,《智 ・感 ・情》,《湖辺(避 暑,湖

畔)》,《樹陰》,《寂寞》というそれぞれに作風 の異 なる作

品群 を出品 したことは興味深い ことのように思 われるの

である27)。

むすび

 本稿 では,黒 田清輝の《智 ・感 ・情》に関するい くつか

のことについて指摘 して きた。

 明治30年 の時点で大画面の等身大裸婦 による,抽 象的

観念の擬人像 に着手 した背景には,こ れまで指摘 されて

きたように,西 洋絵画の正統 たる理念 にそう構想画の移

植 の試 み,社 会の裸体画批判 にたいす る挑戦 の意味 と

いった要因の他に,黒 田が1900年 のパ リ万博への出品 を

想定 しての制作 という動機があった と考 えられる。写実

的に描 きつつ もその写実性 をぎりぎ りの線 まで抑制 し,

かつ プロポーションなどを理想化 した裸婦 に輪郭をつ け

る手法は,西 洋の象徴主義絵 画の特定 の画家 ない しグ

ループの様式の直接 的な影響をそこに認めることはでき

ないが,少 な くともそう した動 向を意識 した表現 であっ

ただろう。また,金 地 を背景 とした人物表現や三面構成

という表現形式の伝統が 日本の美術の歴史にあるだけに,

当時西洋絵画の表現法 をも りこみつつ も新 しい 日本画の

創造 をめ ざしていた 日本画家たちにも何 が しかの刺激 を

与えたであろう。黒田が本作品においてめざ した ものは,

国際性 を持 ちつつ しか も日本的な造形要素をも りこんだ

絵画であった。西洋のアカデ ミックな絵画理念の移植 と

同時代的な絵画動向の紹介 とい う保守性 と革新性の同居,

国際性 を意識 しつつ も日本的な油彩画の創造 をめ ざす と

いった点は,本 作品 も含め黒田のこの時期 の作風や指導

者 としての立場 を特色づ けるものである。
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 黒 田清輝 は,画 家が絵 を描 くのは学者が文章 を発表す

るのと同 じく 「自分の考 えを人ニ見せる事」である と考

えていた。《智 ・感 ・情》には,ま さに,こ れまでみてき

たように画家の さまざまな考えや思いがこめられてお り,

それらの全体が本作 品の制作意 図に関連する。 自作 につ

いて終始語 ることの少 なかった黒 田であるが,本 作 品に

ついては特 にその感が強い。 しか し,そ のことは逆 にい

えば,画家は文章やこ とばでな く,あ くまで も絵画によっ

て 自らの考 えを披瀝す る ものであ る とい う強い 自覚が

あってのことであろう。本作品が黒田に とって会心 の作

であ ったかどうかは知 りえないが,少 な くとも,当 時の

黒 田と日本洋画界がおかれていた複雑 な状況のなかで,

絵画作品の発表 というかたちで自らの立場 と思想 を十分

に表明 しえた作品 として黒田はあ る程度 の充足感 をえた

のではなかったか。 その ことを,本 作 品にたい して画家

自身がこ とのほか寡黙であったことが証明 していると考

えたい。これ までの研究では,抽 象的概念の擬 人像であ

るとい う点のみを もって本作品 を構想画 と位置づ けて き

た感があるが,本 稿でみたようなさまざまな考 えや思い

の全体 こそが本作 品を構想画 たらしめている と解釈すべ

きであろう。

 現在 の私たちは,黒 田の絵画作品の 「中」にのみ画家

の考 えの内容を求めす ぎてはいないだろうか。 そのため

に,黒 田の作品の中に意味 内容 をさが してみても空振 り

に終わることがある。た とえば,初 期の 白馬会展 には《大

磯 鴫立庵》(明治29年 第1回 白馬会展)な どの印象派風 の

絵 画を出品 している。 これらの絵画の 中にはなるほ ど明

確 な意味内容を読み とることはで きない。 しか し,当 時

の 日本 において印象派風 の絵画を啓蒙的に紹介する とい

う考 えを読み とろうとす るとき,そ れ らの作品 は作 品の

外側 に別のメ ッセージをもって私 たちに語 りかけて くる

ように思われる。絵 の中にのみ意味内容をさがすのでは

な く,黒 田の公的あるいは私的な体験 と一方では社会的

なコンテクス トの中でそれぞれの作品 にこめられた考 え

を読み とってい く作業が必要であると思われる。

 ともあれ,対 象の即物的な再現描写の段階 をこえ,画

家 自らの考 えの表現手段 として絵画が認識 され,そ れを

認識 した うえで,画 家が展覧会 とい う場 に作品を出品す

ることを自覚する とき,洋 画は近代 美術 として 日本 に定

着する道 を見いだ したであろう。その ような歴史的視点

で眺める とき,黒 田の創立 した白馬会 と,そ の第2回 展

に出品 された《智 ・感 ・情》の意義はあ らためて大 きか っ

たといわざるをえないのである。

           (うえのけんぞう 石橋美術館)
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  ん として筆 を執 りたる もの に外 ならず這は深 き意味
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  ものの《秋草》なども,い くらかは1900年 のパ リ万博

  への出品 を意識 して制作 された可能性があるのでは

  ないかと考える。
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12月12日

8月

8月 末

10月

5月25日

4月14日

8月18日

西周 「知説(一)～(五)」 『明六雑誌』第14,17,20,22,25号

西周 「情実説」 『明六雑誌』第18号

ジャン ・モ レアス 「象徴主義宣言」 『ル ・フィガロ』9月18日

西周 「心理説ノ 一斑」 『東京学士会院雑誌』第8編 之4

パ リのカフェ ・ヴ ォルピーニで印象主義お よび総合主義展開催。

アルベール.オ ーリエ 「絵 画における象徴主義一ポール ・ゴーギ ャン」 『メルキュール.

ド ・フランス』

パ リのバール.ド ・ブー トヴ イル画廊 でナビ派の第1回 展 開催。

留学中の黒 田と久米桂一郎,パ リのデュラン=リ ュエル画廊 で薔薇十字展第1回 展 を観る。

(『久米桂一郎 日記』)

黒 田,フ ランス留学 よ り帰国。

京都で開催 の第4回 内国勧業博覧会で,黒 田の《朝妝》に関す る裸体画問題が起こる。

黒 田,東 京美術学校西洋画科の指導教 官 となる辞令 を受ける。

黒 田ら,白 馬会 を創立。

東京美術学校西洋画科 の授業開始。

白馬会第1回 展開催。

臨時博覧会評議員会で議定 された 「巴里万 国博覧会 出品規則」が発表される。(『日本』 明

治29年12月16日,他)

黒田,自 宅のア トリエで《智 ・感 ・情》の制作 に着手。(『黒田清輝 日記』)

黒田,《智 ・感 ・情》の最初の1枚 を完成。(『黒田清輝 日記』)

黒田,《智 ・感 ・情》の2枚 目に着手。(『黒 田清輝 日記』)

黒田,《智 ・感 ・情》の2枚 目の木炭画 を完成。(『黒田清輝 日記』)

黒田,《智 ・感 ・情》の2枚 目の油彩画 に着手。(『黒田清輝 日記』)

黒田,臨 時博覧会事務局よ りパ リ万国博覧会 の出品選択 に関する調査委員 を嘱託 される。

(『黒田清輝 日記』,『世界之 日本』 明治30年3月25日)

黒田,《智 ・感 ・情》の2枚 目を完成。(『黒田清輝 日記』)

黒田,《智 ・感 ・情》の3枚 目に着手。(『黒田清輝 日記』)

(この後,5月3日 より翌明治31年12月 まで黒 田の 日記欠)
「白馬会展覧会」 『毎 日新聞』

白馬会 第2回 展,上 野公 園旧博覧会5号 館で開幕,12月5日 まで開催。黒田,同 展に《智 ・

感 ・情》,《避暑》,《秋草》など17点 を出品する。

銀杏先生 「白馬会一見(下)」 『日本』

守中居士 「白馬会展覧会略評(一)」 『国民新聞』

守中居士 「白馬会展覧会略評(二)」 『国民新聞』
「黒田氏 の裸体画(上)」 『時事新報』

「白馬会の裸体画に就ての疑 ひ」 『日本』

「黒田氏 の裸体画(下)」 『時事新報』

芳陵生 「白馬会展覧会所見(一)」 『毎 日新聞』

芳陵生 「白馬会展覧会所見(二)」 『毎 日新聞』

黒 田の《智 ・感 ・情》,1900年 パ リ万国博覧会の出品作品に選 ばれる。(『読売新聞』 明治30

年11月20日)

すが も 「欄外欄 日本婦人の裸体画」 『国民新 聞』

覚童子,眠 叟子 「白馬会素人見の記」 『読売新聞』
「黒田清輝氏の裸美人談」『時事新報』

パ リ万国博覧会へ 出品する美術品の鑑査官が発表 され,黒 田もあ らためて任命 され る。(『時

事新報』 明治32年8月23日,他)

パ リ万国博覧会へ 出品す る美術品の鑑査が行 われ,黒 田の《湖辺》《秋郊》《智 ・感 ・情》《樹

陰》《寂寞》の5点 が選 ばれる。(『都新 聞』明治32年8月31日,『 毎 日新聞』明治32年9月6

日,他)

パ リ万国博覧会へ出品す る美術品の追加 のための最終の鑑査が行われる。(『読売新聞』 明

治32年10月28日,他)

黒 田,文 部省か ら命ぜ られたフランス留学のため横浜 を発 ち,7月6日,パ リに着 く。

パ リ万国博覧会の開会式が行 われ る。

パ リ万国博覧会賞牌授与式があ り,黒 田,銀 牌を受 ける。(『国民新 聞』明治33年9月26日,

他)
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ブリヂス トン美術館 における

図書資料 の分類 について

はじめに

中村節子

 美術館では,美 術作 品の収集はもちろんのことである

が,作 品研究や展覧会準備のためには,文 献資料 もまた,

な くてはな らない ものである。 しか し,か つては美術作

品に比べて,作 品関連の資料や研究文献 を収集.整 理す

る事 は,長 い間重要 とされてこなか った1)。 また資料 を

専 門に扱 う担当者(司書)も いなかった というのが実状で

あろう。

 近年は,美 術情報 を提供する場 としての美術館 の活動

が注 目されてきている。文献資料 については,東 京都美

術館や横浜美術館 の美術図書室,あ るいは名古屋 の愛知

芸術文化センターのアー ト・ライブラリーの ように,設

立当初か ら一般公 開の美術図書館 として,芸 術.美 術 に

関する文献や情報を広 く利用者 に提供すべ く体制が整 え

られたところはまだ少 ない。 しか し,『専門情報機関総

覧 1994』(専 門図書館協議会)や 『ライブラリーデータ
'93』(教 育書籍)な どのダイ レク トリーに よれば

,利 用

やサー ビスの内容 を限定 した形で,外 部の利用者 を受け

入れ始めた美術館,博 物館 の図書室 も徐 々に増えている。

ほとん どのそ うした美術図書館が分類 に使 っているのは,

NDC(日 本十進分類法)で あるだろう。[東 京都美術館 の

美術図書室 は1976年 の開室当初か ら独 自分類を使用 して

いたが,1995年 に開館予定の東京都現代美術館 に移管す

るにあた り,分 類法 は,美 術 については部分的に独 自の

分類番号 を設けるが,基 本的 にはNDC新 訂8版 に準 ず

ることが決 まっている。]

 NDCは 日本の標準分類法 である。 その普 及率 は,公

共図書館99%,大 学図書館75%,短 大 ・高専 図書館99%

(1981年 日本 図書館 協 会),専 門図 書館64%(1987年

専門図書館協議会)で あ り,「少な くとも日本 で刊行 され

たすべ ての図書 を網羅する全国書誌 を適正に分類するこ

とが,標 準分類 表の責務」2)と考 えられている。 日本 図

書館協 会分類委員会 は,現 行のNDC第8版 を改訂 し,

第9版 の基本案の とりまとめ を検討 している。 この改訂

に際 し, NDCの 論理構造への批判や,実 際の出版物の

動 向に即 した項 目の展 開の在 り方や新 しい分類番号 の新

設 を求める声等, NDCに ついて さまざまな議論がだ さ

れ,7類 つま り芸術 の部 に関 しても,改 訂の試案や問題

点 の指摘 がな され ている3)。 コ ンピュー タによる書誌

データベース時代 を迎 えて,ま す ます主題検索 の標 準

ツール として,そ の論理的構造性 が重要視 されてい る
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NDCで あるが,反 面 あま りに大規模 な改訂 は,そ の普

及率の高 さか らして も,す で にNDCを 導入 している現

場での混乱 を起 こ しかねないとい う二律背反を負 ってい

る。従 って,日 本図書館協会分類委員会 としては,論 理

構造の改善のために,現 実 に使用 されている分類記号 を

大幅に訂正する ような変更は極力 回避す る方針 である4)。

所蔵資料の主題分野と分類法

 自館の学芸員 だけでな く,各 層 の一般的な利用者に奉

仕することを主 たる目的 としている一般公開の美術 図書

館 に とって,そ の蔵書の主題分野が 自館の所蔵作品関連

の資料 に限 らず広範囲にわたる ことはい うまで もない。

そ うした図書館が,標 準分類法であるNDCを 採用す る

のは不思議なことではない。従って,前 述のようにこれ

か らも美術 の部 門にお けるNDCの 問題点が討議 され,

改 訂 を重ねる ことによ り, NDCが 美術資料 を分類す る

にあたって,よ り実用的な分類法 となるこ とを心か ら期

待 したい。

 ところで専 門図書館 と呼ばれる,企 業や研究所の中に

ある図書室や資料室では,そ れぞれの機 関の目的に応 じ

て,そ の蔵書の主題分野が限定 されている。 ブリヂス ト

ン美術館の図書室の例 を上げれば,蔵 書構築のあ りかた

は,か な り片寄 りがあるといえる。基本的には所蔵作品

関連の資料が優先的に収集の対象 となるので,印 象派,

後期印象派を中心 とした19世紀 ～20世紀前半の西洋の近

代美術 と作家 に関する文献が蔵書 コレクシ ョンの基幹で

ある。また展覧会 カタログをはじめ として,「灰色文献」

と呼ばれる,各 美術館.博 物館や美術大学 などの関連機

関が発行す るさまざまな刊行物や,オ ークション ・カタ

ログな どの,流 通 ルー トにのらず,一 般 にはその存在 さ

え知 られてい ない文献が多 く収集 されている。つま り,

こうした限定的な主題分野の資料 と,発 行部数が少 なく,

配布先が限定 されている灰色文献(従 って必ず しも全国

書誌 には載 らない)を 主に扱 う図書館 に とって,標 準 的

な分類法 は蔵書の性格 を反映 しているとはいい難 く,少

なくとも自館に合 わせた改変 は必要 となる。NDCが 「総

合分類表であ り,多 数の部 門分類表を系統的に組織 した

統一的総合体」 であ り,「部門の配分は平均化 されてい

てAとBに 軽重がない」 ため, 「NDCの 部 門分類表 を専

門分類表 として使 うためには,何 らかの改変が なされな

ければならない」5)のである。

 ブ リヂス トン美術館がNDCを 離れて,独 自の分類法

に切 り替 える こ とになっ たの は,標 準分 類 法で あ る

NDCが ブリヂス トン美術館の蔵書の個性 のあ り方 にう

ま く適合 しているとはいい難い ということが,最 大の理



由であるが,ま たここで求められている分類は,書 誌分

類ではな く,あ くまで も書架分類であるとい うことが大

きい。

 書架分類 とは,資 料その ものを書架上で主題分野別 に

分類 して配架する(書架 に並べ る)方法であ る。資料の並

べ方 としては,こ の他 に資料 の形態別に配架する方法や,

受入順に配架する方法がある。 しか し,形 態別や受入順

で並べる と,利 用者 はどこに必要 な資料があるかを探す

ため には必ず カー ドや冊子体,あ るいはコンピュータに

よる目録の検索 によって,資 料がある場所 を確認 しなけ

ればならない。例えばカー ド目録であれば,現 物 の資料

の代わ りに書誌情報 を記入 したカー ドが,著 者名や書名

や資料の内容の主題別 などと体系的に並べ られてお り,

それ らを検索す ることで,自 分 に必要な資料のあ りか を

確認する という手順 を踏む。

 書誌分類 とは,書 架上の図書 の配列 とは関係 な く,書

誌 を体系的に分類 して配列するための ものである。必ず

しも自館 だけの蔵書 を対象 としているわけではな く,主

題分析の深度 を深め,主 題の数 に応 じて項 目を細分化 し,

分類 を詳細 に展開することで,主 題書誌 を構成するすべ

ての主題文献 に対応 しようとす るものである。それに対

して,書 架分類では,あ くまで も自館の蔵書が対象 とな

る。分類することによって,書 架上 に資料が体系的に並

べ られ,同 一の,あ るいは類似 の主題が書架上に隣接す

ることになるので,利 用者は,自 分が求める主題分野の

資料が並ぶ書架で,直 接資料を手 に取って,必 要なもの

を選ぶ ことがで きるのである。また,求 める主題分野 は

決 まっていても,求 める資料 自体がはっ きり決 まってい

ない場合, browseす る,つ ま りその主題分野の書架の

ところを歩 きなが ら資料 を拾 い読み してい くことによっ

て,求 める資料 自体 を決めることがで きる。

 ブリヂス トン美術館で は,目 録 を検索す る事 によって

図書館員が資料の出納 をお こなうのではな く,学 芸員が

直接書架に行 き,求 める資料 を調べている。従 って,配

架 されている資料は,そ の体系が分か りやす く,そ して

同一の,あ るいは類似の主題が まとまって並べ られてい

る書架分類 の方 が便利 である と考えた。 NDCも もちろ

ん書架分類 としての側面 を持つ ものであるが,そ の体系

のあ り方や主題の設定のあ り方が,ブ リヂス トン美術館

での利用者の アプローチの仕方 と一致 している とはいい

難いのである。以下 にその具体的な問題点 を述べ たい。

ブ リヂス トン美術館 におけるNDC使 用時の

分類上の問題点

 1.外 国の作家の伝記,研 究評論及び作品集について

   (NDC新 訂8版 の712,723,732,740.2)

 NDCに おいては,外 国の作 家の伝記や研究評論,作

品集 な どは,ま ずそれぞれの作品の形式(絵画,彫 刻,

版画等)に よって分け られ,そ の地理 区分 のもとに収め

られる。 しか し,ブ リヂス トン美術館が所蔵 している作

品の作家は,シ ャガールやマティス,ピ カソをは じめと

して,絵 画だけでな く版画や彫刻,さ らには陶器 さえも

制作 している作家が少 な くない。例 えば,ド ガの彫刻の

作 品集 を彫刻の もとに収め るのか,あ るいは ドガを画家

であるとして洋画のフランスの項 目に収めるのかは,注

記が ないのではっきりしない。 もし,そ れぞれの作 品の

形式 のもとに分 けられるべ きであるとするならば,で は,

例 えば画家であ り,ま た銅版画家,石 版 画家 として もす

ぐれていたシャガールの版画集が,シ ャガールの絵画集

やその他の文献 と切 り離 されることが良いことであると

は書架分類による配架においては考 え難い。

 しかも,NDCで は7類(芸 術.美 術)の この項 目の場合,

地理 区分 とは国籍である。作品が成立 した地域やあるい

は流派 によって区分 されるのであれば ともか く,国 籍で

区分す ることは,積 極 的な意味がないばか りか,時 に困

難を伴 う。特 に20世紀 になると亡命 した作家や,活 躍の

場が生地 とは異 なる作家がかな り現われるからである。

また国籍は生地 とも同一ではない。従って,ど この国籍

をもっているか を調べ なければならないが,そ の国籍 と,

利用者つ まり学芸員が,あ る作家 について抱いている地

域 のイメージとは必ず しも一致 しないので,図 書 を探す

時には,い ちいちその国籍 を確認す る必要がでて くる。

 また,資 料の並び方からいえば個々の作家 に関する文

献 は,そ の国における作品のジャンルの美術史 という,

異なる主題内容の文献 と書架上 で混 ざり合 うことになっ

て しまう。

 2.芸 術史.美 術 史について(NDC新 訂8版 の702)

 NDCで は,芸 術 史.美 術 史においてひ とつの項 目の

中に,様 式,時 代,地 理区分が混在 してお り,分 類の際

にそのいずれを優先 させ るべ きかとい う順位が曖昧であ

る。 まず 日本芸術史 ・美術史,東 洋芸術史.美 術 史,西

洋芸術史.美 術史 と,大 きく3つ の地域 の様式に大別 さ

れているのだが,番 号 としてはその上に時代区分があ り,

そこに個 々の時代 の様式が列挙 されている。 しか もそれ

はロマネスクやルネサンス,バ ロックのように西洋芸術

史.美 術 史の中の個 々の様式 である。番号が上であるの

研究報告 51



で,時 代 区分が優先 されていると見なさざるを得 ないが,

す ると西洋美術 の通史は個 々の時代 の様式の下に くると

い う論理 的矛盾が起 こっている。 また西洋芸術 史.美 術

史の下には各地域 での様式が展開 されてい るが,様 式,

時代,地 域の中の どれを分類 の際 に優先 させるべ きか と

いう明確 な指示がないために,同 じ様 な資料 をある時 に

は時代 で分類 し,ま た別の時には地域 の下 に収めるとい

うことが起 こ りかねない。

 また, NDCは 標準分類法 であるので,美 術史におい

ては19世紀 と20世紀 の美術は同 じひとつの項 目(702.06)

になっている。 また,洋 画史(723)に おいても,近 世(ル

ネサ ンスか ら印象主義 まで,723.05)と20世 紀(723.06)

とい うふたつの項 目しか ない0ブ リヂス トン美術館の蔵

書構成では,所 蔵作 品関連の資料が中心 となるため,当

然の ことなが ら印象主義やポス ト印象主義,バ ル ビゾン

派,ナ ビ派,フ ォーヴィスム,キ ュビスムといった主題

の図書が非常 に多い。従 って19世 紀,20世 紀の ところは

様式や美術運動や画派 といった特定の主題 での項目を細

分化する必要があった。

 3.材 料 ・技法 について(NDC新 訂8版 の711,724,

   731, 742, 743, 744, 752.3, 756.1)

 NDCで は,材 料 ・技法 は彫刻や絵画 など,そ れぞれ

の作品の形式の下に分 けられている。 また,修 復 や保存

に関しては,彫 刻 と絵画 は材料 ・技法の下 にあるが,版

画や工芸にはその項 目 も無い。

 美術館では,作 品制作のための技法研究 としてではな

く,む しろ美術作品の修復や保存のために材料 ・技法 に

関す る文献 を必要 とするのではないだろ うか。修復.保

存 の専門書は,日 本ではまだ余 り多 く出版 されていない

が,ブ リヂス トン美術館では海外で出版 された文献 を購

入 している。その様 な専 門書では,い ろいろな作品の形

式や材料にまたがっての修復 ・保存技術 が述べ られてい

ることが多い。従って,そ れぞれの作品の形式の下では

な く,上 位概念 として修復 ・保存の項 目が必要 となる。

また,最 近はX線 や赤外線 などを使 っての古文化財 や美

術作品の科学的調査 も始 まっている。そ うした資料 は美

術館や博物館で はこれから増えてい くのではないだろう

か。

 4.そ の他

 ブ リヂ ス トン美術 館 の所 蔵作 品 は,林 忠 正 コ レク シ ョ

ン,松 方 コ レ ク シ ョ ン,福 島 コ レ クシ ョ ン, Hansenコ

レク シ ョ ンな どの 蒐 集家 の コ レク シ ョンを背 景 と して い

る。 作 品 の来 歴 な どを調 査.研 究 す る時 に は,こ う した

コ レ ク シ ョ ンや コ レク ター に関す る資料 を調 べ る こ とに
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な る。 また,蒐 集 家 が集 め た美 術 作 品 の コ レ ク シ ョン は,

必 ず し も現 在 ど こか の美 術 館 や博 物 館 に所 蔵 され て い る

とは限 らな い。 林 忠正 の コ レク シ ョンの よう に,す で に

散 逸 して し まっ た コ レ ク シ ョ ン もあ る 。 NDCに は美 術

商 や 画 商 とい う項 目は あ るが,コ レ ク ター,パ トロ ン,

コ レク シ ョ ンにつ い て の項 目が な い。 これ は ブ リヂ ス ト

ン美 術 館 に とって は新 設 した い項 目で あ っ た。

 NDCに お い て は,絵 画 材 料.技 法 の 項 目で,題 材 別

画法 の分 類 が詳 細 に展 開 さ れ て い る(724)。 しか し,イ

コノ ロ ジー や イ コ ノ グラ フ ィー とい った 主題 を入 れ る項

目が ない 。 ブ リヂ ス トン美 術館 に とって は,作 品 の テ ー

マ やモ テ ィー フ は,絵 画 材 料.技 法 と して で は な く,む

しろ作 品研 究 の 項 目 と して必 要 で あ る。 尚, NDCは 基

本 的 に はデ ュ ー イ十 進分 類 法(DDC)に な らっ て構 成 され

て い るが,そ のDDCに は,704.9に イ コノ グ ラ フ ィー と

い う項 目が 設 け られ て お り,作 品 の主 題 別 に細 分 化 され

て い る6)。

 NDCに は,9類(文 学)に お い て は 英 米 文 学 に文 学 者

とい う項 目が あ る(930.2)の だ が,7類 で は美 術 評 論 家

や美 術 研 究 者 につ い て の項 目が な い。

 DDCで は 建 築 は 芸 術 の 部 門 に収 め られ て い る が,

NDCに お い て は,建 築 は建 設 工学 とと も に,5類(技 術)

の 項 目の 下 に位 置 づ け られ て い る(520)。 ブ リヂ ス トン

美術 館 と して は建 築 は芸 術 の 部 門 に収 め た い。

 簡単ではあるが,以 上が ブリヂス トン美術館 において

NDCを 使用す る場合 の分類上 の問題点 である。 それで

は,以 下 にブ リヂス トン美術館の分類法の各項 目につい

て説 明 したい。

ブリヂス トン美術館分類法

総記 について

・書誌や年表,名 簿な どは原則 として,そ の出版形式 に

よって03の各項 目に分類す るが,事 典や辞典の中で,

特定の主題 を扱 っているものについては,そ の主題 の

ところに収め,ラ ベルにR(参 考 図書)の マークを入れ

 る。

・逐次刊行物のうち,年 鑑 は05とす る。雑誌 は,タ イ ト

ルごとに,雑 誌 リス トによる管理 とす る。

・美術館,博 物館,美 術 団体,学 会等の団体が発行する

刊行物は06に 収め,図 書記号部分 は著者記号で はな く,

美術館,博 物館(M・G.D)コ ー ド,大 学(U)コ ー ド,

美術団体(A)コ ー ド,学 会やその他の団体(S)コ ー ド

を用 いる。ただ し館報,年 報,紀 要類は雑誌 と同 じ扱

い とす る。



・所蔵品目録は06 .8に収める。

・ある特定の美術館や博物館が所蔵する作品のみを集め

た展覧会 のカタログは,そ の所蔵館 の所蔵品 目録 とし

 て,06.8に 収める。

・コレクシ ョン展の展覧会カ タログは,そ の コレクシ ョ

 ンを所蔵 している美術館 ・博物館の ところに所蔵 品目

録 として収 める。ただ し,美 術館や博物館の所蔵でな

 い ものは,62の コレクシ ョンの ところに収め る。

・展覧会 カタログは,06.9に 収める。ただ し,特 定の作

家の展覧会の ものは作家の下に,ま た展覧会の主題が

はっ きり特定 されているもの については,図 書 として

それぞれの主題 の下 に収 める。

・美術全集の うち,各 作家で個別になるものは,単 一の

図書 として処理 し,そ れぞれの作家研究の下に収める。

芸術-美 術一般

・NDCで は701(芸 術理論.美 学)と704(論 文 ・講演集.

美術評論 雑著)に 分かれていた ものを,ひ とつ にま

 とめ る。

・美術研究者,美 術評論家の項 目を新設 し,そ の著作全

集 と美術研究者や美術評論家に関する伝記や研 究評論

はここに収 める。ただ し作家に関す る評論や,作 家 の

書 いた随筆 などは,そ れぞれの作家研 究の下 に収める。

・美術以外の音楽や演劇等 もここに収める。

美術史

・世界美術史の ように,特 定の時代,地 域に限定 されな

い ものは20に収め る。西洋の各地域の通史,時 代 をこ

えた もの,諸 時代 にまたが るもの も20に収め,地 理区

分表による記号 を後 に続けて地理区分する。

・西洋美術の各時代 で特定 されている ものは21～26ま で

に収める。

・西洋 と日本以外の地域の美術史 については,28に 収め

地理区分す るが,時 代では区分 しない。

・日本美術史は29に 収め る。

・西洋美術史の19世 紀 と20世紀 においては,彫 刻や版画

 とい った作品の形式 よ りも,様 式や美術運動,画 派 な

 どの特定の主題が優先 し,例 えば未来派の絵画 と版画

 は同じ26.05に 収める。

作家

・作家 は地理 区分 しない。 またそれぞれの作品の形式 で

も分 けない。

・一冊の図書 の中に作家が複数ある場合は,5名 までで

あれ ば,1.ブ リヂ ス トン美術館 の所 蔵作 品 の作家

 2.書 名に最初 に出て くる作家 3.書 名に作家名が出

ない場合 は主に主題 となっている作家 の順で作家 を

決定 し,そ の作家の下 に収める。 また,1の 作家が複

数の場合 は2,3の 順で作家 を決定する。その他 の作

家 は,件 名 に作家名 を出 し,検 索の時にアクセスでき

るようにする。

・一冊の図書 の中で作家が6名 以上の場合は30の 項 目に

収 める0

・資料 の種類 としては,図 書,展 覧会 カタログ,そ の作

家の単独の ものであれば所蔵品目録 も作家 の下 に収め

る。美術全集は作家 による分割が可能であれば,分 割

 して単行単位でそれぞれの作家の下に収める。

・図書記号部分は著者ではな く,作 家名 とする。同じ作

家記号 が2つ 以上 になった時 には,主 な作家1名 を残

 し,2番 目の作家 からは作家記号のす ぐ後に ファース

 トネームの ローマ字の頭文字 を付 してい くことによっ

 て個別化 させ る。

・補助記号 は以下の ようにする。

   ・図書 は受入順番号 を入れる。

   ・展覧会 カタログ,所 蔵品目録は,カ タログの発

    行年 を入れる。

作 品の 主題.モ テ ィー フ

・イ コノ ロジ ー や イ コノ グ ラ フ ィー に関 す る もの は40に

収 め る。

・複 数 の主 題 を扱 って い る もの は40に 収 め る 。

[こ の項 目 の細 分 化 に つ い て はDDC第20版 のIcon0gra-

phyの う ち704.9-704.949と753-758を 参考 に した 。]

材料.技 術.修 復.保 存

・ NDCで は,材 料 ・技法 は彫刻 や版 画な どのそれぞれ

の作品の形式の下に分け られているが,ブ リヂス トン

美術館 の分類法ではこれ らを分 けず,一 つの項目とす

 る。

・それぞれの作品の形式や素材 にまたがる技法 ・材料,

及 び特殊な技法.材 料 については,す べ て50に収 める。

・修復や保存 に関する もの は50に収める。また美術作 品

の梱包や輸送 に関する もの もここに収める。

.古 文化財や美術作品のX線 や赤外線 を使 っての科学 的

調査 は50に収め る。

・特定の作家の作品における技 法や科学的調査 について

は,そ れぞれの作家の下 に収める。

美術市場.展 覧会.サ ロン

・美術市場やオークション,価 格に関す るものは60に収

める。 また展覧会史やサロンに関す るもの も60に収め

るが,こ の場合 のサ ロンは展覧会を指す。個人のサロ
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 ンや パ トロ ン,コ レク ター に つ いて は62に 収 め る。

・万 国博 覧会 に関 す る資 料 は すべ て61に 収 め る
。

・コ レ ク ター
,美 術 商,パ トロ ンの 評伝 は62に 収 め る。

ま た彼 らが 収 集 した コ レ クシ ョン につ い て も ここ に収

め る。

・ただ し
,そ の コ レク シ ョンが美 術 館,博 物 館 の所 蔵 品

で あ り,美 術館 や博 物 館 と しての 所 蔵 品 目録 とな って

い る場 合 はそ れ ぞ れの 美術 館,博 物館 の所 蔵 品 目録 と

 して06.8に 収 め る。

・ブ リヂ ス トン美術 館 の 所 蔵作 品 に関係 す る松 方
,福 島,

林, Hansenの コ レク シ ョン とそ の 関 連 の 資 料 は す べ

て63に 収 める 。展 覧 会 の カ タ ロ グや 人物 の 評伝 もこれ

に含 まれ る。

になった。 こうした時代 では,個 人的 には分類 は,自 館

の蔵書 だけ を考 えた場合,主 題検索 のため というより,

資料 をどの ようにまとめて配架するか とい う書架分類 と

しての機能 を優先 させて良いのではないか と考 えている。

 しか し,汎 用性や,将 来の書誌情報の共有化 において,

書誌分類法 としてのNDCの 役 割 とい うこ とを考 えると,

NDCか ら完全 に離れ て しまうことには多少不安 があっ

た。 そこで,分 類番号 は独 自の ものを使用するが,書 誌

データのひ とつ として, NDCの 分類番号 も必ず付 ける

ことにした。ある意味では二重の手間ではあるが,最 初

の ところで述べ たように,ブ リヂス トン美術館で求めら

れているのが書架分類 であ るため,利 用者 にとっての利

便性 を考えた結果である。

美術 と他の主題 との関係

・美術 と他の主題 とを扱ったものはここに収める。

・細分化 は しない。必要がでて くれば検討する。

美術以外の主題

・美術以外の主題 はここに収め る。

・書誌,年 表,語 学辞典な どは,原 則 として出版形式に

よって03に収 めるが,語 学以外の辞典,事 典 について

は特定の主題 を扱 っているものは,そ れぞれの主題の

下に収め る。

地理区分表

・地理区分その ものはあ くまで も補助的に使用 される も

のであ る。

・西洋の地域 の地理区分 の順序はブリヂス トン美術館 の

蔵書 コレクシ ョンの構成上,使 用頻度の高 い地理順 と

 した。

 最後 に,こ の分類法 を作成するにあたっては,ミ ュン

ヘンの中央美術史研究所の分類法 を基に したといわれる,

国立西洋美術館の分類法 を参考 にさせていただいた。

 また図書館情報大学の黒岩高 明先生か ら,細 部にわた

るまでいろいろご教示 いただ き,国 立西洋美術館 の波多

野宏之氏,美 術 ドキュメンタリス トの中島理壽氏,東 京

国立近代美術館の水谷長志氏,国 立国会 図書館 図書館研

究所の柳与志夫氏 からも,貴 重 なご助言 をいただいた。

美術研究者の千速敏男氏か らは,資 料 として ミュンヘ ン

の中央美術史研究所 の分類記号一覧 と,千 速氏 による日

本語訳をいただいた。皆様 に心か らお礼 申し上げます。

       (なかむらせ つこ ブ リヂス トン美術館)

終わりに

 この分類法 は,あ くまで もブ リヂス トン美術館 の蔵書

構成 に合わせて作成 したものである。従 って,同 じ美術

館の図書室 であ って も,蔵 書コ レクションの性格が似て

いなければ,こ の分類法 を適用で きる とは考えていない。

これはあ くまで も独 自分類法であ ることを強調 したい。

 コンピュータの普及 により,書 誌情報 の検索は,カ ー

ドか らデータベースの時代へ と変化 してきた。現在大学

図書館や公 共図書館ではOPAC7)に より,利 用者が図書

館員の手 を経ることなく,直 接端末を使 って 目録の検索

をする ようになった。 OPACに よる検索では,カ ー ド目

録 による検索 と比べて,ア クセスポイン トが増 え,ま た

複数のアクセスポイン トから複合的な検索がで きるよう
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  p.659-662(1989.10)

  三 浦 整 「NDC 9版 を考 え る(2)一7類(芸 術)の 問題

  点 」 『図書館 界 』voL44, no.5, p.230-235(1993.1)

  また,ア ー ト ・ドキ ュメ ン テー シ ョン研 究会 の 整 理

  ワー キ ン グ グ ルー プ は, NDCの 改 訂 案 お よび 現 行

  8版 で の美術 分 野 にお け る問 題 点 の検 討 を開始 し,

  そ の 中 間発 表 と して東 京 国立 博 物館 資 料 部 の住 広 昭

  子 氏 に よ り 「美 術 分 野 に お け るNDC(日 本 十 進 分 類

  法)の 問 題 点 」 が アー ト.ド キ ュ メ ン テー シ ョ ン研

  究 会 の 第14回 研 究 会 にお い て発 表 され た。 そ の研 究

  会 の 内容 につ い て は,後 藤 純 子 「第14回 研 究会 報

  告 」 『ア ー ト ・ドキ ュメ ンテ ー シ ョン通信 』no.18,

  p.19-20(1993.7.25)を 参 照 さ れた い 。

4)石 山 洋 「"NDC 9"検 討 会 の 概 要」 『図 書 館 雑 誌 』

  vOl.86, no.11, p.809-810(1992.11)

5)も り ・き よ し編 『NDCの つ か い方 』(図書 館 の仕 事9)

  日本 図書 館 協 会 1966

6) Dewey, Melvil, Dewey Decimal Classification　and Rela-

  tive Index. Ed. by John P. Comaromi et al. 20th ed.

  Albany, New York : Forest Press, 1989.

  DDCで は704.9以 外 に も,作 品 の 形 式 ご と にIco-

  nography と い う項 目が 設 け ら れ て い る。 例 え ば

  731.8(Plastic arts; Sculpture), 743・9(Drawing and

  decorative artS), 753一758 (Painting and paintingS) ,

  769. 4 (Graphic art; Printmaking and prints)の 様 に。

7) Online Public Access Catalog 利 用 者 自 身 が コ ン

  ビ ュー タでデ ー タベ ース化 され た 目録 を検 索 で きる

  書 誌.目 録 検 索 シス テム 。
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ブリヂス トン美術館図書資料分類表

00 総記

 .7  情報科学

01 図書館

02図 書.出 版

 .9 印 刷

03 書 誌.

.1

.2

.3

.4

.5

.6

.8

 辞典.便 覧.名 簿 など

書誌

年表

辞書

用語

名簿[ダ イレク トリ]

便覧

地図

*人 名録 を含む

05年 鑑

06 美 術館.博 物館.

.1

.2

.3

.4

.6

.8

.9

      美術団体.学 会等 団体

博物館行財政.法 令

博物館建築 ・設備

博物館職員

資料の収集.整 理

資料の展示.利 用.宣 伝

所蔵品 目録

展覧会カタログ

*保 存,修 復関連→50

07 研究.指 導法.芸 術教育

 .8  美術館教育

 .9  美術鑑賞法.美 術批評法

08 美術全集

09 芸術政策.文 化財

10芸 術.美 術 一 般

 .4 随筆.雑 著

 .8 論 文 ・講演 集. シ ンポ ジ ウム

11芸 術理論.美 学.評 論

13 芸術社会学

14 芸術心理学

16 美術研究者.美 術評論家
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      *美 術研 究者,評 論家 の著作全集 はここに収める

17音 楽

18 演劇.舞 踏.映 画

20美 術史

      *通 史,時 代 をこえた もの,諸 時代 にまたがるものはここに収める

      *地 域別の ものは,地 理区分表に よる記号を後 に続けて地理区分 をする

 .09 西洋 と東洋 の比較芸術史,相 互の芸術 的影響

      *シ ノワズ リ,オ リエ ンタリズム,ジ ャポニスムに関するものはここに収める

.1

.2

.3

.4

.5

・6

通史,時 代 を越 えた もの,諸 時代 にまたがるものの彫刻   *仏 像→42.2

〃

〃

〃

〃

〃

絵画.素 描

版画.ポ スター

写真

工芸

建築

21西 洋 の 先 史.原 始 時代.古 代 美 術:エ ジ プ ト

 ・1

 .2

 .5

 .6

メ ソ ポ タ ミ ア,エ ー ゲ,ギ リ シ ャ,ロ ー マ

〃

〃

〃

〃

の彫刻

の絵画

の工芸

の建築

22 西洋の中世美術

.1

.2

.5

.6

初 期 キ リス ト教,ロ マ ネ ス ク,ゴ シ ック,ビ ザ ンチ ン

       〃

〃

〃

〃

の彫刻

の絵画

の工芸

の建築

23西 洋 の15-16世 紀:ル ネ サ ンス,マ ニエ リス ム

.1

.2

.3

.5

.6

〃

〃

/!

〃

〃

の彫刻

の絵画.素 描

の版画

の工芸

の建築

24西 洋 の17一18世 紀:バ ロ ック,ロ コ コ  *シ ノ ワズ リ→20.09

.1

.2

.3

.5

.6

〃

〃

〃

〃

〃

の彫刻

の絵画.素 描

の版画

の工芸

の建築

25西 洋 の19世 紀   *オ リエ ンタ リズ ム,

 .01 新 古典 主 義,ロ マ ン主 義

 .03 写 実 主義,自 然 主義,バ ル ビ ゾ ン派

 .04 印 象 主義

ジ ャポ ニ ス ム→20.09
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.05

.07

.09

.1

.2

.3

.4

.5

.6

ポス ト印象 主 義,新 印 象 主義,綜 合主 義,ボ ン=タ ヴ ェ ン派

世 紀末,象 徴 主義,ア ー ル ・ヌー ヴ ォー,ナ ビ派,ベ ル ・エ ポ ッ ク

その他

19世紀の彫刻

〃

〃

〃

〃

〃

絵画.素 描

版画.ポ ス ター

写真

工芸

建築

26 西洋の20世 紀

.01

・02

.03

.04

.05

.07

.08

.09

.1

.2

.3

.4

.5

.6

フ ォー ヴ ィス ム

キ ュ ビス ム

ナ イー フ

表 現 主 義

未 来 派,ダ ダ,シ ュ ル レア リス ム

エ コー ル ・ド ・パ リ

抽 象 表現 主 義,コ ブ ラ,ア ンフ ォル メ ル

そ の他

20世 紀 の彫 刻

〃

〃

〃

〃

〃

絵画.素 描

版画.ポ ス ター

写真

工芸

建築

28 西 洋,

.1

.2

.3

.4

.5

.6

 日本以外 の美術史

西洋,日 本以外の彫刻

〃

〃

〃

〃

〃

絵画.素 描

版画.ポ ス ター

写真

工芸

建築

29 日本美術史

.01

.02

.03

.05

.06

.08

.09

.1

.2

.21

.23

原始時代

古代

中世

近世:江 戸時代

近 ・現代:明 治,大 正,昭 和,平 成

古社寺   *こ こには,個 々の古社寺を中心 とした芸術,美 術 を収める

日本各地  *日 本地理区分は しない

日本の彫刻

日本の絵画.素 描

日本画

日本の洋画
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.3

・4

.5

.6

版画.

写真

工芸

建築

ポ ス ター

30作 家

31 外国の作家

      *こ こには,個 人の伝 記,研 究評論,作 品集,

       所蔵 ・出陳 目録を収め る

      *詳 しくは,分 類適用細 目を参照

32 日本の作家

      *こ こには,個 人の伝記,研 究評論,作 品集,

       所蔵 ・出陳目録を収め る

      *詳 しくは,分 類適用細 目を参照

カタログレゾネ,著 作,個 人の作品 を集めた展覧会 カタログ,

カタログレゾネ,著 作,個 人の作品 を集めた展覧会 カタログ,

40作 品 の 主題 ． モ テ ィー フ:イ コ ノ グラ フ ィ ー.イ コノ ロジ 一

41神 話.伝 説.ア レ ゴ リー.シ ンボ リズ ム.幻 想

42 宗 教 芸術.宗 教 美術

 .1 キ リス ト教 芸術

 .2  仏教 芸 術

43 人 物:肖 像,女 性,ヌ ー ド,身 体 の 部位,特 定 の モ デル

44ジ ャ ンル ペ イ ンテ ィ ング.風 俗 画

45動.植 物

46 静 物

47 歴 史.戦 争  *神 話.伝 説 の 中の 戦争 →41

48 地 理.風 景.海 景.建 物

49そ の 他 の主 題

50

51

52

53

54

55

56

58

59

材料．技術．修復.保 存

彫刻

絵画.素 描

版画.ポ スター

写真

工芸

建築

贋造.鑑 定.模 写.複 製

額縁.表 装

60

61

62

63

美 術 市場.展 覧会-サ ロン *展 覧会 カ タ ログ→06.9

万 国博 覧 会

コ レ ク ター・ 美術 商.パ トロ ン

特 殊 コ レク シ ョ ン

    *こ こに は松 方 コ レ クシ ョン,福 島 コ レ ク シ ョ ン,林 コ レ クシ ョン, Hansen Collection等 ブ リヂ ス トン美 術

     館 に 関連 の コ レク シ ョ ンを収 め る

80 美術 と他の主題 との関係
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90 美術以外の主題

91哲 学.宗 教

92歴 史.地 理

 .1  日本の歴史.地 理

93社 会科学

94 自然科学.医 学

95技 術 ・工学.工 業

96産 業

98 言語

99文 学

地理区分表

A 西洋

B

C

D

E

F

G

H

J

K

M

N

フラ ンス

イ ギ リス

ドイ ツ

オ ース トリア

ス イ ス

イ タ リ ア

スペ イ ン.ポ ル トガ ル

オ ラ ン ダ.ベ ルギ ー

ロ シ ア.旧 ソ ヴ ィエ ト連 邦 諸 国

北 欧

東 欧.バ ル カ ン

R ア フ リ カ

S

T

北 ア メ リカ

南 ア メ リカ

Ｕ オセアニア.南 太平洋諸島

V 中東.ア ラブ諸国

W アジア

Y 日本
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石橋 美 術館 所 蔵新 聞切 り抜 き帳 につ い て

附:坂 本繁二郎関連記事目次(1957年 －1969年)

後藤純子(G)

植野健造(U)

1 日本近代美術史研究と新聞記事

 日本近代 美術史研 究において,近 年,調 査の対象 とし

ての新聞記事 の重要性 にたいする認識が深 ま りつつある。

美術史研究における新 聞記事調査 の現状,必 要性,問 題

点などについては,東京国立近代美術館 による報告書 『近

代 日本の諸新聞における美術関係記事の調査研究－第1

期:大 正期 を中心に』1)の指摘す るところで ある。すな

わち,新 聞記事 は美術雑誌等の記事 と比較 して,即 時性

においてまさり,情 報量において多大であ り,多 くの新

知見がそこに含 まれていることが予想 されながらも,網

羅的な調査の対象 とするには困難 もあ り,個 別的,断 片

的 に活用 されているにす ぎない とい うのが現状 であろ う。

一方
,地 方2)の美術館の研 究者 によって,そ れぞれの地

域の地方新聞の記事 を資料 として活用す ることによ り,

地方独 自の近代美術史の記述への可能性 も模索 されつつ

ある3)。新聞記事 を資料 としてあつか う際の問題点 など

検討 されなければな らない点 もあるが,日 本近代美術史

研究 において,今 後 ます ます新聞記事調査の必要性 は増

してゆ くものと思われる。

 ところで,昭 和31年(1956)に 開館 した石橋美術館では,

昭和32年 以 降,歴 代 の館職員によって新 聞の美術 関連記

事 の切 り抜 き整理の作業が継続 されて きた。 この作業 を

継続 して40年 近 くとなる現在,切 り抜 き帳 もすでに相当

な量 に達 した。 しか し,資 料が増大化 してゆ くに したが

い,必 要 とす る記事 を検索する場合 などの活用面での不

便 も増 しつつある。おそら く,他 の多 くの美術館,博 物

館 などで も同様の問題が生 じつつあ ると思 われるが,こ

れまでの ところ,そ うした問題 の解決や異 なる施設館相

互 の資料の活用法な どについての議論 をあま り聞かない。

また,コ ンピュータを使用 した新聞記事 のデー タベース

化 やパ ソコン通信な どを利用 した記事検索 などの技術 も

発達 しつつある現在,こ の方面の技術の進展 を視野にい

れてお く必要 もあ る。

 ともあれ,石 橋美術館 ではさしあた り新 聞記事の切 り

抜 き整理作業を継続 してゆ くつ もりであ り,し たがって,

その活用方法について もさまざまなかたちで検討 してゆ

きたいと考えている。

 本稿 は,以 上の ような状況 をふまえ,石 橋美術館 にお

ける新聞記事 の切 り抜 き整理作業 の方法,資 料の蓄積状

況,資 料活用の際の問題点等に関する報告 を試みるもの

である。あわせて,資 料の活用 とい う観点か らの一つの

試み として,石 橋 美術館の新聞切 り抜 き帳か ら採取 した

坂本繁二郎 に関する記事の 目次(1957年 一1969年)を 作成

した。今後 もさらに蓄積 された新聞記事 の活用 について

検討 してゆ きたい。 ささやかな試 みではあるが,多 方面

よりのご教 示を期待する ものである。(U)

2 石橋美術館における新聞記事の収集状況

  と整理法

 石橋美術館では,平 成6年 現在,『 朝 日新聞(西部本社

版)』,『毎 日新 聞(西 部本社版)』,『読売新 聞(西 部本社

版)』,『西 日本新 聞』,『日本経済新聞』 の5紙 の朝 ・夕

刊 を購 読 してい る。切 り抜 き帳作 成 開始 の昭和32年

(1957)か ら現在 までの切 り抜 き記事 に記 された紙名や 日

付か らみてみる と,当 初は 『朝 日新聞』,『毎 日新 聞』,『西

日本新聞』,『フクニチ新聞』 の4紙 が購読 されてお り,

昭和40年1月 か ら 『読売新 聞』,昭 和59年4月 か ら 『日

本経済新 聞』が加わ り,平成4年4月 以降『フクニチ新聞』

が休刊 とな り,現 在 に至 っている。作業 開始以来,新 聞

記事の切 り抜 き整理作業は中断されるこ となく,現 在 は

平成4年 度分 まで製本 され計221冊 の新 聞切 り抜 き帳 を

所蔵 している。

 新聞記事 の整理の方法 としては,切 り抜 き作業を開始

した職員によって細 かな新聞記事の分類 が行われてお り,

基本的 には現在 にいたるまでこの分類に従 って記事が収

集され,記 事 の分類,切 り抜 き帳への貼 り込みが行 われ

て きた。分類 は下記の とお り大 きく9つ に分 けられる。

 A.ニ ュース

     美術 に関するニュースで次のB～Iの いず れ

     に も該当 しない記事 。

     (例:美 術 品の盗難,発 見,オ ークシ ョンな

     ど。)

 B.展 覧会

     展覧会 に関す る記事。

     (例:展 覧会の情報,告 示,特 集記事 など。)

 C.芸 術家の動静

     芸術家の近況,消 息 を知 らせる記事。

     (例:死 亡,受 賞記事 な ど。芸術家 による随

     筆や談話 などはここに収 める。)

 D.批 評.評 論

     美術 ・芸術に関す る批評 や評論。

     (例:展 覧会評,研 究.調 査 な どの発表 文,

     コラムなど。美術 ・芸術 に関する細か な記事

     やシ リーズ物 はここに収 める。)
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 E.刊 行物

     美術 ・芸術関係 の出版物な どに関する記事。

     (例:新 刊案内,書 評 など。)

 F.児 童

     児童に関する美術記事。

     (例:子 どもの絵や書道の展覧会の記事,受

     賞な ど。)

 G.工 陶芸 ・文化財

     工芸.民 芸や文化財 に関す る記事。

     (例:文 化財の新指定な ど。)

 H.考 古学

     考古学 に関する記事。

     (例:古 墳の発掘 など。)

 1・ 石橋美術館

     石橋美術館に関す る記事。

     (例:石 橋美術館開催の展覧会記事 など。)

 以上 のように石橋美術館で は,美 術 に関する記事の他,

広 く文化財や考古学 に関す る記事 も収集 している。

 具体的 な作業の内容は,1ケ 月に一度,購 読 している

全ての新 聞を各新 聞の朝.夕 刊 ごとにまとめ(連載記事

な どの採取漏れが ない ようにするため),美 術や文化財.

考古学 などに関す る記事 を採取 してい く。採取する際に,

切 り抜 きした記事 に新 聞紙名(各新 聞紙名の頭文字),日

付,分 類アルファベ ッ トを付け,他 に夕刊 や筑後版 ・福

岡県内版な どの地方版 の記述が必要 なものにはこれ も付

ける。 こうして切 り抜 いた記事 を分類 ごとにまとめ,同

じ分類の記事 は原則 として日付順 にス クラ ップブ ックに

貼 り込 み(た だ し連載 ものや関連記事 はなるべ く同 じと

ころへ貼 る),各 分類の初めの頁に分類 のイ ンデ ックス

シール を付 けてひとまず作業 をお く。そ して,次 年度 に

前年度分を1ケ 月 ごとに12分冊 に製本 して作業は終 わる。

当初 は1年 間の記事 を分類に よって数冊にわけて製本 し

ていたが,記 事の増加 により分冊数が増 えたので月ごと

の製本に変更 した。一連の作業がそれな りの時間 と資料

保管の空間を必要 とす ることは言 うまで もない。(G)

3 新聞切 り抜 き帳活用 とその問題点

 今 までに多 くの時 間と手間をかけて蓄積 されてきた新

聞の切 り抜 き帳を,何 とか有効 に活用す ることはで きな

いか,ま たどのような利用方法が望ま しいかを検討する

なかで,今 回,坂 本繁二郎 に関する記事 を切 り抜 き帳か

らあ らためて採取 し,簡 単 なデー タベ ース を作成す るこ

とを試 みた。この作業 を通 じて,こ れまでの新聞切 り抜

き帳の整理作業 についての不備な点や,記 事検索 につい

ての方法,外 部機関の新 聞記事データの活用などい くつ
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かの問題点 と検討事項が うかびあが って きた。

 まず,こ れまでの新 聞切 り抜 き帳の整理作業の問題点

について述べ る。切 り抜 き記事 に付す記述 のなかで,昭

和56年8月 までは朝 ・夕刊,地 方版の記述が ない。この

ため,今 回の坂本繁二郎関連記事 目次作 成の作業におい

ては朝.夕 刊の別や地方版掲載 の記事であることを示す

データをもりこむ ことがで きなかった。基本的なこ とで

あるが,新 聞か ら必要な記事 を切 り取る際にはその記事

の掲載紙名,日 付,朝.夕 刊 や地方版の区別,で きれば

記事掲載頁(面)な どの切 り抜 き記事 に付 随す る情報 をも

正確 に採取す ること,く わえてそれ らの情報 を分 か りや

す く正確に記述す ることが大切である4)。 また切 り抜 き

帳 は長年蓄積 され,そ れ を整理 した人以外の人が後 に利

用 した り作業 を継続 してゆ くことが考え られるので記事

分類のマニュアルや切 り抜 き記事 に付 す記述に関す る項

目を明文化 してお く必要 もあろう。 さらに,新 聞の紙質

は劣化 しやすい ものなので貼 り込みの仕方や保存状態 に

も十分に気 をつける必要がある。

 記 事 の検索 についてみる と,現 状のままでは,必 要 と

す る記事 についてのお よその掲載年月 日と石橋美術館で

定めた記事の分類法 を知っていなければ,記 事 を探 しだ

す ことは難 しい。また,同 じ分類基準 でも整理担当者 に

よってその記事 を採取するかどうかの判断や採取 した記

事 をどの分類に収 めるかな どに個人差があ り,分 類 も有

効な検索手段 とはいえない面がある。そこで記事の一つ

一つに内容 を表す い くつかの語 を付与 しデー タベ ース化

して,キ ーワー ドによる検索で記事 を探す方法が考え ら

れるが,こ れ まで蓄積 したすべての記事 に索引作業 をあ

らためて行 うことは困難である。今 回試みに坂本繁二郎

の関連記事に限って簡単な目次 を作成す る際にも検索の

ことを考 えて,作 家名 ・作品名 ・展覧会名やその他記車

中に記載 されている人名やい くつかの単語をキーワー ド

として付与 してみ たが,記 事の内容 をい くつかの単語で

表すことは困難 な作業であった。さらに付与 した語で精

度の高い,よ り専門的な検索が行 えるように検索語を管

理 ・統制 してい くためには新聞記事 に関する用語だけで

な く美術分野 の専門用語 についても十分な知識が要求さ

れ,今 の ところ日本における標準的 な美術分野の シソー

ラスなどのツール も見 あたらないので,今 後の課題 とし

て検討 を続 けてゆ きたいと考えている5)。

 次 に,新 聞記事情報 に関する参考図書などとの併用 に

よる新聞記事切 り抜 き帳の活用 について述べ る。新 聞記

事索引,ニ ュース事典,年 鑑類 などの2次 資料 を検索の

手段 として活用 し掲載 された 日付や記事 内容 などを確認

した うえで,切 り抜 き帳 を1次 資料 として活用すること

も考え られる。ただ し,全 国紙の縮刷版 の索引や記事総



覧 などは収録対象紙が東京本社最終版 であ り,石 橋美術

館で収集する記事 とは掲載 される紙面が違 う場合 もあ る

ことや地方版 に掲載 された記事 は索引の対象 とはなって

いない ことなどを考慮 してお く必要がある。今 回の坂本

繁二郎の ように地方 に在住 した画家の場合,細 かな記事

の多 くが地方版の紙面 に掲載されてお り,こ の ような場

合 には坂本の在住地に近い石橋美術館 の新聞記事切 り抜

き帳の価値 は大 きい。

 また最近ではコンピュー タによる新聞の編集 ・制作が

行 われる ようになり,新 聞紙面 データを機械処理 して記

事 デー タベース を作成 し,パ ソコン通信 などの回線 を通

して新聞記事の検索 ・情報提供サ ービスが行われ広 く利

用 されている。代 表的な日経テレコンにおいては 『日本

経済新聞』 のみ ならず 『朝 日新 聞』,『読売新聞』,『毎 日

新 聞』 の全 国紙 をは じめ,『 西 日本新聞』,『静 岡新聞』

などのブロ ック紙,地 方紙,業 界専門紙からも記事 を検

索す ることがで き,1紙 ごとまたは複数の新聞 を一括 し

て検索す るこ ともで きる。実際 に"ア オキシゲル"(青

木繁)の キーワー ドで朝 日新 聞を平成5年7月 ～平成6

年5月 の期 間で検索 してみた ところ,瞬 時 に22件 の検索

結果が出 され(うち9件 はノイズ),地 方版の記事 もフル

テキス トで得 ることがで きた。また最近 では記事 を 「切

り抜 き」型 のイメージ情報 として蓄積 し,必 要な記事 を

ファクシミリ送信す るサービスも始め られた6)とのこと

で,こ れ らのオンラインデータベースを利用すれば新聞

の切 り抜 き作業その ものが不要 とも思われる便利 さがあ

る。 しか し,現 時点 では収録期 間が昭和60年(1985)以 降

と比較的新 しい時期 の新聞 しか検索で きない,通 常 は数

値 ・文字情報のみで写真や図表 などはあるか否か しか表

示 されない,基 本料金 と接続時 間による従量制で料金が

加算 されるので何度 もいろんな角度か ら検索するには費

用がかか りす ぎるなどの問題 もあ る。経済や科学技術分

野 などで最新の情報 の収集,事 実確認 のためにこれ らの

オンラインデー タベ ースが利用 される場合 と文学や美術

など人文系分野にお いて当時の詳細 な状況 を知 るための

資料 として過去に遡 って丹念 に関連の新聞記事 を集め,

さまざまな角度からそれ らを見直 した り時間的経過 をた

どってゆ くといった利用をす る場合 では,新 聞記事の利

用の仕方 において根本的に違いがあるといえよう。

 切 り抜 き帳が即時性や検索 などに関 しては不備が多い

として も,美 術 に関する新 聞記事 そのものが記載 された

かたちのままにいつ も身近 にあ り簡単 に閲覧す ることが

で きる とい う点 に,新 聞切 り抜 き帳の大 きな利点がある

と思われ る。近 い将来に新聞の切 り抜 き作業 は不要にな

る状況 も出現するであろうが7),以 上のような理由で と

りあえず今後 もしば らくは切 り抜 き作業は継続するこ と

が妥当であると考え られる。また,蓄 積 された新聞切 り

抜 き帳の活用の試み として石橋美術館所蔵作品の主要作

家 である青木繁,坂 本繁二郎,古 賀春江に関する新 聞記

事 目次の作成 を継続 してゆくことを計画 している。デー

タの記述についてや検索語の統制 ・管理など,情 報学関

係者 をはじめ広 く美術 に関する専 門家の方 々にご教示 を

お願 いしたい。(G)

4 坂本繁二郎 関連記事 目次(1957年-1969

  年)

 坂本繁二郎(1882-1969)は,石 橋美術館 の所蔵作 品の
一つの柱 をなす画家である。坂本 は大正13年(1924)に フ

ランスより帰 国後,郷里 の久留米 に帰 り,昭和6年(1931)

には久留米に近い八 女に移 り住 み,以 後昭和44年(1969)

に没す るまでの生涯を同地で過ご した。 このような坂本

の晩年の消息や動向を詳細 にた どろうとするとき,石 橋

美術館の新聞切 り抜 き帳 は貴重 である。ただ し,石 橋美

術館 の新聞切 り抜 き帳は昭和32年(1957)に 始 まっている

ので,切 り抜 き帳 によって坂本の消息や動 向をた どれる

のは,坂 本の75歳 か ら没年の87歳 までのわずか13年 間に

過 ぎない。 しか し,坂 本 に関する記事が新 聞紙面にたび

たび登場するようになるの は,昭 和31年 の文化勲章受章

以後の こととみ られ,ま さに晩年の13年 間こそは坂本 に

ついて新聞記事が もっ とも多 くの情報 を提供 して くれた

時期 ともいえる。

 以上の ようなことか ら,坂 本繁二郎に関す る昭和32年

(1957)か ら昭和44年(1969)ま での新聞記事 の目次を作成

することを試みた。目次 を作成す るにあた り,記 事 を年

月日順 に並べ ることによって,い くらかは簡単な年譜 た

りうるように意図 した。

 目次の作成作業をひとまず終 えて注意 された点をい く

つか述べてみ る。

 福岡県久留米市 とその周辺は,筑 後画壇 と称 される独

特の芸術風土 をもつといわれる。そ うした芸術風土の形

成 にはさまざまな要因が考え られ るが,坂 本の存在が果

た した役割が大 きかったことがあ らためて実感された。

坂本はたびたび言われるように,直 接 の弟子 をとり手 と

り足 とりで指導する画家ではなか った。 しか し,新 聞記

事 をひろってゆ くと,昭 和12年 に近隣に住む画家 らの懇

請 によって始め られた 「新人会」 をは じめ と して,「 青

稲会」や 「核」 といった筑後地区の当時の新進,中 堅の

画家たちのグループを批評会 とい うかたちで根気強 く指

導 し,そ れらの画家 たちのグループ展や個展には老齢に

もかかわらず姿をみせていた状況が鮮明 にうかびあがっ

て きた。当時の筑後の画家 たちにとって坂本に批評 を受
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け,展 覧会に坂本が姿をみせて くれることが何 よりの励

ましであったに違いない。 また,柳 川市での坂本の指導,

審査 による児童画の講習会 は坂 本門下の画家の協力 もあ

り坂本の没年まで20年 間にもわた り続 けられた。坂本が

八女 に定住 して以後没するまでのほぼ40年 間に,筑 後 の

画壇 はまさに坂本 を頂点 として しかも裾野がまれ にみる

ほ ど広い芸術風土 を形成 していった感があ り,新 聞記事

はこのことを見事 に記吾っている ように思われた。

 また新 聞記事 には,《牛》(1920年,石 橋美術館蔵)の

制作 に関する坂本の回想 や,《放牧 三馬》(1932年,石 橋

美術館 蔵)の坂本 自身による修復の記 事 など,作 品に関

する貴重 な情報 も少な くない。 しか し,新 聞記事の面目

躍如 たる点は,坂 本の 日常の生活や消息 をこ と細かに伝

えて くれる点にあろう。い く度 も眼病 と闘い,家 族 を思

いや り,筑 後の櫨の木 を愛 し,青 木繁や北原白秋 といっ

た同郷の芸術家 の顕彰に力 を尽 くし,選 挙はかか さず投

票 し,し か し生活 の中心 にはつ ねに絵 画制作の こ とが

あった。その ような人間坂本の姿を新聞記事 はさまざま

な角度か ら伝えて くれる。 そして,そ の ような些細な記

事の集積 によって描 き出 された人間坂本像は画家坂本像

を理解す るうえで決 して軽視で きないと考え られ るので

ある。

 ここに試みた坂本繁二郎 に関する新聞記事 の整理 を通

じてえ られた情報 を,坂 本 の作家研究や作品研究 にい く

らかな りとも反映す ることが今後の課題である。(U)

   (ごとうじゅんこ うえのけんぞう 石橋美術館)

註

1)『 近代 日本 の諸新 聞にお ける美術関係記事 の調査研

  究-第1期:大 正期 を中心 に(平成4年 度科学研 究

  費補助金研究成果報告書)』,東京 国立近代美術館(研

 究代表者:本 江邦夫),平 成5年3月

2)こ こでい う 「地方」 とは基本的には日本国内の一部

 分 の地域を意味するが,東 京ではない一地域 をさし

  て用いている場合 もある。

3)西 村勇晴編 「資料 による宮城県の美術編年史(一)」『宮

 城県美術館研究紀要』2号,昭 和62年3月

 西村勇 晴編 「宮城県美術年 表 1945～1970」 『宮城

 県美術館研究紀要』6号,平 成3年3月

 古家良一 「九州 日日新 聞 ・美術 関係記事抜粋 自明

 治30年6月1日 至明治35年6月30日 」 『熊本県立美

 術館研究紀要』5号,平 成4年3月

 古家良一 「九州 日日新 聞 ・美術関係記事抜粋 自明

 治35年7月1日 至明治37年4月30日 」『熊本県立美

 術館研究紀要』6号,平 成5年3月
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 北 畠健 「『い はらき』新聞 における美術 に関する記

 事等総 目次 その一 創刊 ～明治41年12月 」 『茨城

  県近代美術館研究紀要』1号,平 成3年3月

 北 畠健 「『いはらき』新聞 における美術 に関する記

 事 等総 目次 そ の二 明治42年1月 ～大正元年12

  月」 『茨城県近代美術館研究紀要』2号,平 成5年

  3月

  村山鎮 雄 『福 島の近代美術』,平 成4年5月,三 好

 企画

4)佐 野眞 『自分 だけのデータ ・ファイル-新 聞情報の

  整理法一』(平 成5年,日 本エ ディタース クール出

 版 部)で は,新 聞 は印刷 ぎ りぎ りの時間 まで最新 の

 情報 を載せるため に版 を重ねるため,掲 載紙の記述

  には新聞紙名 ・朝夕刊 の別 ・日付 ・面のほかに,厳

  密に言 えばこの版 についても記述す る必要が あると

  している。本書 は個人的に新聞切 り抜 き帳を作成 し

  それを活用 してい く方法を述べた ものであるが,新

  聞そのものや外部デー タ,新 聞資料所蔵機 関などの

  情報 にも言及 している。

5)石 井 昌之 「日本経済新 聞記事データベースの品質管

  理」 『情報 の科学 と技術』44巻4号,平 成6年4月 。

  また新聞記事 の索引作 成について関西女学院短期大

  学の平井歩実先生 より多 くの助言 と索引作業 に関す

  る参考資料をいただいた。 ここに記 して感謝 いた し

  ます。

6)神 尾達夫 「日経ニュース.テ レコン」 『情報の科学

  と技術』40巻10号,平 成2年10月

7)最 近 の某電機会社のテ レビコマーシャルにあるよう

  に,大 量の新 聞を画像データとして光デ ィスクに記

録 し,記 事 を検 索語 によって検索 し必要 な記事 の

ハー ドコピー も画像 としていつで も自由に採 れると

い う技術は もうすでに開発 されている。古 い時期の

新聞記事 に対す る索引付与の遡及作業が進むことと

コス トの問題 が解決 されれば新聞切 り抜 き帳 も不要

となろう。



新聞切 り抜 き帳1961年-3,『 フクニチ新 聞』1961年1月19日

新聞切 り抜 き帳1966年 一2,(左)『 西 日本新 聞』1966年2月15日,(右)『 朝 日新聞』1966年2月26日
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坂本繁二郎関連記事 目次(1957年-1969年)

凡例

1)本 目次 は,昭 和32年 か ら石橋美術館 において作成 し

 所蔵 してい る新 聞切 り抜 き帳の中か ら坂本繁二郎 に

  関する記事 を採取 し,昭 和32年1月 から昭和44年12

  月 までの期間に限って一覧表 とした ものである。

2)収 録紙は当初 『朝 日新聞』,『毎 日新 聞』,『西 日本新

  聞』,『フクニチ新 聞』の4紙 で,昭和40年1月 か ら『読

 売新聞』 を加え5紙 となってい る。この他に も 『筑

 後 日々新 聞』,『日本経済新 聞』 など時折貼 り込 まれ

  ている記事 も採取 した。

3)石 橋美術館の新聞切 り抜 き帳 は,こ の時期,新 聞紙

 名 ・日付 のみ を採取 した記事 に記載 していたので,

 本 目次には朝 ・夕刊の別,地 方版な どに関するデー

  タをいれることができなかった。

4)本 目次の記載については以下の とお りとした。

 ①記事 の順序は発行年月 日順 とし,同 じ日付 の場合

   は新 聞紙名の50音 順 とした。

 ②「切抜帳」の項目は切 り抜 き帳の年次 と分冊数次 を

  表 した ものである。切 り抜 き記事 は,この時期,内

  容分類に従い数冊 に分けて製本されているため,日

  付順 に配列すると分冊数次が前後する場合 もある。

 ③「執筆者」の項目は記車中の表記に従 ったが,(談)

   〈座談会〉などの記載 を補 ったもの もある。

 ④「見出 し」 の記載 については原則 として記事の表

  記に従 い,大 見 出 し,小 見出 しの順 に記載 したが,

   「見 出 し」 を読 むだけでお よその内容 を把握 でき

   ることを配慮 し,順 序を変 えて記載 した ものもあ

   る。また,見 出 しが多数ある場合 など,い くつか

  の見 出 しを省略 したもの もある。コラム記事 に関

   してはコラム名 を〈 〉で表 した。連載記事 は連載

  番号 を()に いれ た。

 ⑤ コラム名や見 出 しだけでは内容がまった く不明 と

  思われる記事 には,本 文の一部を引用 した もの も

  ある。 また,〈番組紹介〉〈社告〉など記事 にはない

  記載 を補った もの もある。

 ⑥記 事の見出 しの中には明らかに誤植 と思われ るも

  のがあ ったが,記 事の表記 どお りに記載 した。 ま

  た,切 り抜 き記事 に記載 された新聞紙名や日付の

  中にも誤 りと思われるもの もあったが,こ れ も切

   り抜 き帳の記載 どお りとした。また,記 載記 事の

  中には連載番号 よりみて採取漏 れとみ られる記事

   もあるが,こ れ を原紙や他の資料等によって補 う

   こ とは しなかった。         (G,U)
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坂本繁二郎関連記事 目次(1957年-1969年)

新聞紙名  発行年月日 切抜帳 執 筆 者 見  出 し

1 フ クニ チ 1957年01月02日 1957-1 原 文化勲章の新春 坂本画伯清談

2 西 日本 1957年01月06日 1957-1 坂本画伯かこんで 新人会の二十周年記念新春総会

3 朝 日 1957年01月11日 1957-1 〈青鉛筆〉 本文:文 化勲章 を受 けた坂本繁二郎画伯が「泊

船暁光」と題す る版画百枚 を…

4 朝 日 1957年01月27日 1957-1 G記 者 躍進する筑後画壇 出よ,第 二の坂本,青 木

5 西 日本 1957年02月25日 1957-1 坂本画伯の顔 今里氏が彫刻に

6 西 日本 1957年06月27日 1957-1 平 らくが き文化地理 九州山口 (27) 筑後

7 毎 日 1957年08月31日 1957-3 坂本繁二郎(談) わが十代の思 い出 (26) 夢中でつづ けた絵

8 朝 日 1957年09月05日 1957-1 巨匠,再 起の筆握る 坂本繁二郎画伯視力 を回復

9 朝 日 1957年09月10日 1957-3 杉山洋(え と文) 筑後の秋 (1)本 文:… 坂本繁二郎先生のお宅 におうかが

い し…

10 毎 日 1957年09月10日 1957-1 青木繁の画集決定版を作る
11 フ クニ チ 1957年09月12日 1957-1 衰え見せぬ制作意欲 健康回復の坂本画伯

12 毎 日 1957年09月19日 1957-1 未完の大作 は待つ 元気で 『絵筆再び』 眼病 と闘 う坂本繁

二郎画伯

13 西 日本 1957年10月03日 1957-1 青木繁画伯の画集発行

14 毎 日 1957年10月05日 1957-1 青木繁画集の決定版を 友人の坂本画伯らが編集着手

15 朝 日 1957年10月15日 1957-1 創立20年 を迎 える 坂本画伯 を囲む新人会

16 朝 日 1957年11月08日 1957-1 〈文化横丁〉 絵の値段

17 朝 日 1957年11月17日 1957-1 数日中に再起の退院 坂本繁二郎画伯 眼の再手術に成功

18 西 日本 1957年11月17日 1957-1 開眼 した坂本画伯 "また馬 をえが きたい"

19 西 日本 1957年11月23日 1957-1 坂本画伯元気で退院

20 朝 日 1957年11月29日 1957-1 ハゼの記念碑建設 ハゼ好 きの芸術家 らが計画

21 西 日本 1957年12月26日 1957-1
"開眼"の 巨 匠 坂本 繁 二郎 画伯 目 と戦

っ て30年 "ス

ケ ッチに も行 くよ"

22 西 日本 1958年01月07日 1958-1 眼鏡の贈物 に大喜び 坂本画伯 五月には阿蘇スケッチ?

23 朝 日 1958年01月20日 1958-2 隆 幻想の美しさ 坂本繁二郎 馬の写生展
24 西 日本 1958年02月23日 1958-2 便 に じみ出る誠実 さ "坂本繁二郎素描展"か ら

25 毎 日 1958年02月25日 1958-2 谷口鉄雄 坂本繁二郎素描展

26 西 日本 1958年03月27日 1958-1 30日 に青木画伯追悼 け しけ し祭 久留米市

27 朝 日 1958年04月15日 1958-1 〈続文化横 町〉 坂本画伯 と新人画家

28 西 日本 1958年04月15日 1958-1 〈きじ車〉 弟子 を励 ます坂本画伯

29 朝 日 1958年06月08日 1958-1 坂本画伯 かこむ"新人会"

30 朝 日 1958年08月02日 1958-2 〈ぼ くらの夏休み〉 坂本画伯 らが指導 第11回 児童画講習

会

31 フ クニ チ 1958年08月28日 1958-1 ほろびるハゼの木 に愛惜 "記念碑"を 建 てよう 筑後路の

文化人 ら 坂本画伯 を中心 に計画

32 西 日本 1958年10月26日 1958-3 坂本繁二郎(談) わが友の記 (5)絶 対 ウソの言 えぬ人 自然児 ・石井鶴 三

さん

33 朝 日 1958年11月05日 1958-2 隆 〈画展か ら〉 "希少価値"を みせ る 坂本繁二郎 ・鳥海青児

展

34 フ クニチ 1958年12月23日 1958-1 坂本画伯の喜寿祝 う 筑後地方の"新人会"20名

35 筑後 日々 1959年01月05日 1959-3 丸山豊 己が道 を悠々 と進 む坂本繁二郎

36 毎 日 1959年01月11日 1959-3 藤 田君幸(カ メラ) 喜寿の新春 坂本繁二郎画伯

37 西 日本 1959年01月13日 1959-1 坂本画伯喜寿の喜び 八女で新人会などがお祝い
38 西 日本 1959年02月21日 1959-1 筑後平野 その（40） 郷土の先輩 (上)偉 大 な三人の画家

 坂本繁二郎,青 木繁に古賀春江

39 朝 日 1959年05月17日 1959-1 新人会
40 西 日本 1959年07月28日 1959-1 お体 に気 をつけて 八女市楠 ノ実少年隊 坂本画伯 を見舞

う

41 西 日本 1959年08月26日 1959-2 坂本画伯が楠ノ実少年隊に基金贈る
42 朝 日 1959年10月04日 1959-2 第一 回西部秀作展 生 きる西 日本 の伝統 あでやか ・繁二

郎 の新作

43 朝 日 1959年10月08日 1959-1 未完の大作に情熱 坂本画伯 衰えた視力も回復

44 フ クニ チ 1959年10月08日 1959-1
"美術 の秋"に 創作意欲 もやす坂本画伯 未完成の大作「雲

仙」「阿蘇」完成へ
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45 西 日本 1959年11月05日 1959-3 反俗の顔 (1)坂 本繁二郎 超一流の"田舎画伯"

46 西 日本 1959年11月16日 1959-1 八女市へ油絵 坂本画伯が寄贈

47 毎 日 1959年11月16日 1959-1 〈雑記帳〉 本文:わ が国洋画壇 の巨匠坂本繁二郎画伯…八

女市 に十号 の油絵"箱"を 寄贈…

48 毎 日 1959年12月18日 1959-3 話題 アンコール (5)喜 寿 を迎えた坂本繁二郎画伯 八女

の名誉市民に

49 朝 日 1960年01月04日 1960-3 画家 坂本繁二郎氏 正 月はホ ンのお義理に

50 西 日本 1960年01月19日 1960-1 坂本画伯をかこんで 洋画新人会の新年初例会

51 朝 日 1960年02月16日 1960-1 坂本画伯 と耳 の不 自由な画家 絵 の指導は筆談で

52 フク ニチ 1960年03月28日 1960-1 カッポ酒で故青木氏 しのぶ 久留米 け しけ し祭 りに ぎわ

う

53 フク ニチ 1960年05月23日 1960-1 八女公園に坂本画伯の胸像 市長が発起人 市民の寄付で

建設

54 朝 日 1960年05月28日 1960-1 八女で坂本画伯の胸像作る

55 西 日本 1960年06月15日 1960-1 坂本画伯の胸像建設を計画 八女文化連盟

56 毎 日 1960年07月29日 1960-1
「坂本繁二郎夜話」を発行 熊本市で限定版五百部

57 フ クニチ 1960年08月21日 1960-1 坂本画伯の胸像建立募金を呼びかけ 八女 発起人会

58 フ クニチ 1960年08月23日 1960-3 それで も筆は離 さない 眼病 と闘 う坂本画伯

59 朝 日 1960年08月28日 1960-1 〈話の小箱〉 本文:坂 本繁二郎画伯 の胸像建立発起人会は

. .

60 朝 日 1960年09月15日 1960-1 30年 の交友 画 と花 と庭 老 いて さかんな三人 初秋に語

り合 う 坂本,杉 本,東 さん

61 毎 日 1960年10月22日 1960-1 花田芳雄個展に坂本画伯

62 西 日本 1960年11月17日 1960-1 六十年ぶ りの歓談 坂本画伯 囲み教え子が同窓会

63 西 日本 1960年11月23日 1960-3 〈風車〉 "青稲会"が東京で同人展 本文:坂 本繁二郎画伯

門下の若いグループ"青稲会"が…

64 朝 日 1960年12月06日 1960-2 武者小路実篤 「この 道」展 につ い て

65 フ クニ チ 1961年01月01日 1961-3 わが妻 (1)坂 本繁二郎画伯 カホル夫人

66 西 日本 1961年01月09日 1961-3 健在 なり (5)洋 画 坂本繁二郎(78歳)

67 毎 日 1961年01月09日 1961-1 ヒナ型出来上る 坂本画伯銅像に打込む今里氏

68 毎 日 1961年01月17日 1961-1 和やかに厳 しく 新 人会の集い 坂本画伯が指導

69 フ クニ チ 1961年01月19日 1961-3 『黒 い牛』を描 いた ころ 坂本繁二郎氏語る

70 西 日本 1961年01月21日 1961-1 坂本画伯 も会場へ 二紀会展 はなやかに開幕

71 西 日本 1961年02月08日 1961-1 〈告知版〉 久留米 本文:有 馬記念館(篠 山城跡)は …坂本

繁二郎,故古賀春江,青木繁の初期の作品(いずれ も未公開)

を展示…

72 朝 日 1961年02月15日 1961-3 点 ある日ある人 (4)坂 本繁二郎氏

73 フ クニ チ 1961年02月26日 1961ー2 芸術つく白秋の出身校 連続5同 県展優勝の矢留小学校

 坂本画伯も指導

74 毎 日 1961年03月01日 1961-1 あす79才 の誕生 ・坂本画伯 「行 きつ くところの ない絵の

道」

75 朝 日 1961年03月02日 1961-3 なおカンバスに情熱 79歳 迎 えた坂本画伯

76 毎 日 1961年03月02日 1961-2 坂本繁二郎(談) イ タリア彫刻展 に寄せて

77 西 日本 1961年03月09日 1961-1 坂本画伯を訪れた米国総領事夫妻

78 西 日本 1961年03月12日 1961-1 わずかに25万 円 集 まらぬ坂本画伯の銅像募金

79 朝 日 1961年04月19日 1961-1 もの申す 銅像建立の募金が不明朗 だ

80 1961年05月 1961-1 坂本画伯柳川へ

81 1961年05月 1961-1 坂本画伯も顔みせる 大坪権治氏の個展

82 西 日本 1961年05月04日 1961-1 坂本画伯が訪れる 大坪権治氏の個展

83 朝 日 1961年05月10日 1961-1 除幕式 は文化の 日 坂本画伯の像,制 作すすむ

84 フ クニチ 1961年05月26日 1961-1 坂本画伯の"銅像原型"完成 彫刻家今里氏の手で 11月初

め八女公園で除幕式

85 フ クニチ 1961年07月05日 1961-1 第七回坂本画伯銅像建立委員会

86 朝 日 1961年07月30日 1961-1 今里竜生氏八女へ

87 フ クニチ 1961年08月01日 1961-1 完成近い坂本翁の銅像 八女,製 作者 の今里氏が帰郷

88 朝 日 1961年08月04日 1961-1 文化の 日に除幕式 坂本画伯の銅像,月 末 に完成
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89 西 日本 1961年08月15日 1961-1 坂本画伯銅像の木組みで きる

90 朝 日 1961年08月26日 1961-1 八女公園で地鎮祭 坂本画伯の銅像

91 フ クニ チ 1961年08月26日 1961-1 坂本画伯の銅像来月に据え付け 八女西公園で建立地鎮祭

92 毎 日 1961年08月26日 1961-1 坂本画伯の座像地鎮祭 八女市

93 フ クニ チ 1961年09月08日 1961-3 人物登場 (7)今 里龍生氏 坂本画伯 の銅像製作

94 朝 日 1961年09月09日 1961-1 早速組み立て終わる 八女 坂本画伯の銅像が到着

95 西 日本 1961年09月09日 1961-1 坂本画伯 の銅像 をす え付け 『文化の 日』に除幕式

96 毎 日 1961年09月10日 1961-1 ひっそ りと建つ坂本繁二郎像 その名 も"空"

97 毎 日 1961年11月01日 1961-1 三日に除幕式 坂本繁二郎画伯の銅像

98 西 日本 1961年11月03日 1961-1 スケッチ姿 の銅像 坂本画伯 八女公 園にで きる

99 朝 日 1961年11月04日 1961-1 坂本画伯の銅像除幕式

100 西 日本 1961年11月04日 1961-1 にぎわった"文化の 日"盛 大に銅像除幕式や美術展 も

101 西 日本 1961年11月04日 1961-1 郷土の三大芸術家を讃う

102 毎 日 1961年11月04日 1961-1 坂本画伯の銅像建つ 八女公園で除幕式行なう

103 朝 日 1961年11月05日 1961-1 秘蔵の「母の像」も 坂本氏作 品展

104 フ クニ チ 1961年11月09日 1961-1 本文:八 女市西公園に坂本繁二郎画伯 の銅像が…

105 西 日本 1961年11月 1961-3 〈風車〉 坂本繁二郎氏 の銅像

106 朝 日 1961年11月14日 1961-1 坂本画伯銅像建立委員会

107 フ クニ チ 1962年03月18日 1962-1 盛大 に"ハゼの歌"発表 八女の小山田 さん作 曲 坂本画伯

もかけつ く

108 西 日本 1962年03月19日 1962-1 新作能"ハ ゼ"の発表会 謡曲は井上画伯作

109 毎 日 1962年03月20日 1962-1 坂本,青 木両画伯モチーフに 八女 新作謡 曲 "はぜ"発

表会

110 朝 日 1962年07月06日 1962-1 坂本画伯が激励 元気な姿で 井上さんの個展へ

111 フ クニ チ 1962年07月08日 1962-1
"郷土で初めての個展"筑 後市 出身井上画伯 坂本画伯 も

会場へ

112 西 日本 1962年08月03日 1962-1 暑さ忘れて千人 坂本画伯指導の図画講習会

113 朝 日 1962年09月17日 1962-3 坂本繁二郎 思 い出す まゝに (1)明 治時代

114 朝 日 1962年09月18日 1962-3 坂本繁二郎 思 い出す まゝに (2)青 木繁君

115 朝 日 1962年09月19日 1962-3 坂本繁二郎 思 い 出す まゝ に (3)コ ロー

116 朝 日 1962年09月20日 1962-3 坂本繁二郎 思 い 出す まゝ に (4)フ ラ ンス と風 土

117 朝 日 1962年09月21日 1962-3 坂本繁二郎 思 い出す まゝに (5)日 本の風土

118 西 日本 1962年10月24日 1962-1 平島忠太郎 読者の一 日記者 (3)坂 本繁二郎画伯 と会 う

119 西 日本 1962年10月27日 1962-1 青木繁の絶筆みつかる 佐賀の古道具屋で 坂本繁二郎画

伯が鑑定

120 西 日本 1962年11月04日 1962-1 咲き乱れる花を楽しむ坂本画伯 八女の婦人会が招待
121 朝 日 1962年11月05日 1962-3 新 ・人国記 （31） 福 岡県 (8)坂 本繁二郎

122 フ クニ チ 1962年11月05日 1962-1 銅像前で花束贈る 八女 名誉市民の坂本画伯に

123 朝 日 1962年11月07日 1962-3 〈素描〉 本文:… 坂本繁二郎画伯の画業七十年回顧展…

124 朝 日 1962年11月13日 1962-3 隆 坂本繁二郎 の芸術 自 ら求めた"孤独の画家"

125 毎 日 1962年11月13日 1962-1 〈文化短信〉 坂本繁二郎画談出版

126 西 日本 1962年11月15日 1962-3 河北倫明 坂本繁二郎 の世界 回顧展 をみて

127 西 日本 1962年11月30日 1962-1 〈文化短信〉 坂本繁二郎画談

128 西 日本 1962年12月05日 1962-1
「坂本繁二郎画談」 〈書評〉

129 毎 日 1962年12月05日 1962-1 〈郷土のほん〉 「坂本繁二郎画談」 杉森麟編著

130 フ クニ チ 1962年12月08日 1962-1 〈書評〉 教養 にじむ人生訓 杉森麟編「坂本繁二郎画談」

131 朝 日 1963年01月06日 1963-3 朝 日賞の人たち (3)坂 本繁二郎氏

132 毎 日 1963年01月26日 1963-2 強烈 な画魂 "坂本繁二郎展"

133 朝 日 1963年03月05日 1963-3 坂本繁二郎画伯顕彰記念事業委員会
134 毎 日 1963年03月05日 1963-3 坂本繁二郎画伯顕彰事業記念委員会設立準備会

135 西 日本 1963年03月10日 1963-3 坂本画伯銅像保存会として発足 坂本画伯顕彰委員会
136 朝 日 1963年03月22日 1963-1 現れ よ!名 画家 写真:緒 方コレクション開 きに出席,自

分の作品を見 る坂本繁二郎氏

137 西 日本 1963年03月22日 1963-4 二宮冬鳥 郷土画家 の傑作 を多数 緒方コレクション

138 フ クニ チ 1963年03月22日 1963-1 郷土の青木繁 らの作 品展示 久留米 緒方 さんの個人美術

館開 く 写真:開 館式でテープを切る坂本画伯
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139 西 日本 1963年04月23日 1963-4 杉森麟 〈筑後文芸〉 わた しの手帳か ら 『ゴッホ ・エジプ トの美

術』 坂本繁二郎先生語録

140 朝 日 1963年05月23日 1963-3 坂本繁二郎版画展

141 毎 日 1963年06月21日 1963-3 〈筑後百科〉 坂本繁二郎

142 朝 日 1963年09月20日 1963-3 渡辺
"ホンモノ"の探究へ一途 坂 本画伯の近況

143 朝 日 1963年10月23日 1963-2 朝 日賞受賞記念坂本繁二郎展 10月29日-11月3日 〈社

告〉

144 朝 日 1963年10月23日 1963-2 源 七十年の画業一堂に 朝日賞受賞記念 坂本繁二郎展

145 西 日本 1963年10月28日 1963-4 二宮冬鳥 聖なる色 坂本繁二郎の芸術

146 朝 日 1963年10月29日 1963-2 おすなおすな 坂本繁二郎展開幕

147 朝 日 1963年10月29日 1963-2 坂本繁二郎展 きょう開 く

148 朝 日 1963年10月30日 1963-4 谷口鉄雄 坂本繁二郎 の芸術 -朝 日賞受賞記念展 をみて-

149 朝 日 1963年11月04日 1963-1 坂本画伯元気で八女公園へ

150 西 日本 1963年11月04日 1963-1 八女文化連盟と婦人会

151 朝 日 1964年01月01日 1964-1 〈青鉛筆〉 本文:… 坂本繁二郎画伯が…八女市で成人式 を

迎 える人のために色紙 の原画を描いた…

152 朝 日 1964年03月18日 1964-2
"坂本繁二郎 の人 と芸術" カメラに収 ま

った老画伯

153 朝 日 1964年03月23日 1964-1 教養特集 「美術散歩」 坂本繁二郎 の人 と芸術 〈番組紹

介〉

154 西 日本 1964年03月23日 1964-1 教養特集 美術散歩 坂本繁二郎の人と芸術 〈番組紹介〉

155 フ クニ チ 1964年03月23日 1964-1 〈みもの〉 美術散歩 坂本繁二郎の人 と芸術 〈番組紹介〉

156 毎 日 1964年03月23日 1964-1 美術散歩 坂本繁二郎 の人 と芸術 〈番組紹介〉

157 西 日本 1964年05月20日 1964-1 ころんで も起 き上がれ ラーメ ン屋 を励 ます 坂本繁二郎

さん

158 西 日本 1964年07月12日 1964-3 〈風車〉 坂本氏 を囲む青稲会展

159 朝 日 1964年08月25日 1964-1 坂本画伯が励 ま しに 八女市 個展 を開 く吉 田さん

160 朝 日 1964年08月30日 1964-2 杉山洋 審美会名誉会員 坂本繁二郎のことなど

161 西 日本 1964年09月23日 1964-1 坂本画伯の馬市の絵を初公開

162 毎 日 1964年 1964-2 徳永進 テ レビの7分 間 ある 日の坂本繁二郎画伯

163 西 日本 1964年10月13日 1964-1 杉森麟 花田君の個展に寄せて 新人会の異色作家

164 フ クニ チ 1964年10月14日 1964-2 い しぶみの周辺 坂本繁二郎(八女)

165 西 日本 1964年10月19日 1964-2 新 人会展 を激励 福 岡へ ひょっこ り坂本画伯

166 朝 日 1964年10月25日 1964-2 苦難越 え,個 展開催へ 花田 さん 坂本画伯 らのはげまし

で

167 フ クニ チ 1964年11月07日 1964-1 坂本画伯寿像建立記念協賛会が発足

168 朝 日 1964年11月16日 1964-2 まる一年ぶ りの外出 坂本画伯,弟 子の個展 に

169 西 日本 1964年11月16日 1964-2 坂本画伯が花田個展を鑑賞

170 西 日本 1964年11月27日 1964-4 坂本画伯も激励 柳川市の児童画展

171 西 日本 1964年12月05日 1964-4 ユーモ アまじえ指導 柳川 坂本画伯迎え児童画展

172 毎 日 1965年02月15日 1965-2 福 岡県の戦後 史 激動二十年 (85) 食糧,絵 具 もな く 坂

本繁二郎 さん たぎる情熱

173 西 日本 1965年02月21日 1965-3 岸田勉 消 えた"肉弾 三勇士"

174 西 日本 1965年02月24日 1965-3 (座談会)伊東静

尾,池 上丁一,

他

二科西人社30年 その歴史 を語る (中)新 人発掘 をねら

う 柱 になった坂本繁二郎

175 朝 日 1965年03月02日 1965-2 源記者 最近の坂本繁二郎画伯 きょう83歳の誕生 日

176 西 日本 1965年04月20日 1965-2 とても83歳 とは 坂本画伯 新人会で指導

177 フ クニ チ 1965年04月20日 1965-2 〈街灯〉 余生 の楽 しみ 本文:八 女市 に住 む坂本繁二郎画

伯 …

178 朝 日 1965年04月29日 1965-3 坂本繁二郎 恩 師 ・森先生 のこと 森三美遺業展 によせて

179 西 日本 1965年05月24日 1965-2 片 山摂 三(写 真

と文)

美術家の顔 (1)坂 本繁二郎 ひげふるわせ て"芸術論"

180 毎 日 1965年07月10日 1965-2 八女 に永住 きめる 坂本画伯 「いまさら東京 にも」

181 読売 1965年07月22日 1965-2 坂本繁二郎(談) わた しの健康法 画家 坂本繁二郎 さん

182 西 日本 1965年08月05日 1965-2 P 〈まちか ど〉 坂本画伯 のことば

183 フ クニ チ 1965年08月24日 1965-3 坂本繁二郎画伯囲み批評会 も 八女で"核"作 品展
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184 毎 日 1965年10月09日 1965-2 坂本画伯"45年 の宿願"労 作"牛"を 完成

185 毎 日 1965年11月01日 1965-2 徳永進 坂本繁二郎画伯 をたずねて

186 毎 日 1965年12月04日 1965-2 そ っくりの画伯像 弟子が坂本 さんに贈 る

187 フ クニ チ 1965年12月05日 1965-2 よ く似 ているネ とニッコリ 彫刻家 の今里氏 坂本画伯へ
「像」贈 る

188 朝 日 1965年12月08日 1965-1 切 り裂 かれた"善意"清 力美術館 の名画盗難

189 朝 日 1965年12月08日 1965-1 名画七点盗 まる 坂本繁二郎の「牛」など 大川市の清力美

術館

190 フ クニ チ 1965年12月08日 1965-1 坂本画伯 らの名画 ごっそ り消ゆ 悪 質マニア?切 りとる

191 毎 日 1965年12月08日 1965-1 名画盗難 にショック 清力美術館 復元は もうダメ

192 毎 日 1965年12月08日 1965-4 河北倫明著 青木繁と坂本繁二郎 〈書評〉

193 毎 日 1965年12月09日 1965-1 前 にも坂本画伯宅で盗難 熊本出身の男 などを追及

194 フ クニ チ 1966年01月01日 1966-2 夢かなった『馬』の少年画家 "神様"坂 本画伯が激励のお年

玉!

195 毎 日 1966年01月07日 1966-2 枯淡,幽 玄の世界 坂本繁二郎 〈番組広告〉

196 西 日本 1966年01月10日 1966-1 どこに行 った名画7点 清力美術館 の盗難事件

197 毎 日 1966年02月11日 1966-2 特別番組 "孤高 の画境"を 守 る 19日 テ レビ 「坂本繁二

郎の記録」

198 西 日本 1966年02月15日 1966-2
"情熱"の貴重な記録 坂本画伯浮 き彫 り 19日放送 RKB

が意欲的制作

199 毎 日 1966年02月15日 1966-2 孤高の画伯,坂 本繁二郎氏 その 日常生活を放送

200 フ クニ チ 1966年02月18日 1966-2 画伯 のモ ノローグで構成 RKBあ す「坂本繁二郎の記録」

201 西 日本 1966年02月19日 1966-2 貴重 な"独白"描 く 第14回 民放祭参加 『坂本繁二郎の記

録』

202 毎 日 1966年02月19日 1966-2 坂本繁二郎の記録 第14回民放祭参加

203 朝 日 1966年02月26日 1966-1 清力美術館 名画 ドロ自供

204 朝 日 1966年02月26日 1966-2 源記者 坂本繁二郎画伯の このごろ

205 西 日本 1966年02月26日 1966-1 『活力美術館』荒らしを自供 余罪追及中の窃盗男 下関署

206 フ クニチ 1966年02月26日 1966-1
"名画 ドロ"あがる 清力美術館(大川市)の盗難事件

207 毎 日 1966年02月26日 1966-1 潜力美術館(福 岡)の犯 人が 自供

208 朝 日 1966年03月01日 1966-1 盗難 の絵みつかる 小倉 で「牛」など五点 清力美術館

209 西 日本 1966年03月01日 1966-1 不明の二点に全力 清力美術館盗難事件 共犯の有無も追

及

210 朝 日 1966年03月02日 1966-1
「清力美術館」の絵みつかる 小倉の知人宅『牛』など5点

窃盗男が 自供

211 毎 日 1966年03月03日 1966-2 田中幸人記者 84回 目の誕生迎 えた 坂本繁二郎画伯に聞 く

212 毎 日 1966年03月03日 1966-2 修復 される「放牧三馬」 誕生 日の坂本画伯 のもとへ 34年

ぶ り

213 毎 日 1966年03月06日 1966-1 見 つか った五点の名画帰 る 大川市の潜力美術館

214 西 日本 1966年03月07日 1966-1 三ヶ月ぶ りに戻 る 清力美術館 盗 まれた名画五点

215 毎 日 1966年03月23日 1966-4 石橋美術館 コレクシ ョンか ら 放牧三馬

216 フク ニチ 1966年06月01日 1966-2 平島忠太郎 郷土の誇 り 坂本繁二郎先生

217 西 日本 1966年06月29日 1966-3 坂本繁二郎氏も出品 福岡で初の太平洋美術会展

218 フク ニチ 1966年07月13日 1966-2 グループ ・人脈 (5)諸 派 (1)洋 画壇 の最長老 坂本繁

二郎

219 朝 日 1966年07月23日 1966-3 源 名画の中の女性 (25) 坂本薫 坂本繁二郎作 「張 り物」

220 西 日本 1966年08月24日 1966-1 名画五点を再 び陳列 清力美術館 みごとな"修復"

221 西 日本 1966年09月05日 1966-2 谷口記者 この ごろ 坂本繁二郎画伯 八女市に訪 れる

222 毎 日 1966年09月17日 1966-2 〈雑記 帳〉 本文:… 坂 本繁二郎画伯が …二十五号 の大作
"月"を 完成…

223 朝 日 1966年09月19日 1966-2 八女市無量寿院に大作贈る 坂本画伯

224 西 日本 1966年09月19日 1966-2 心魂 さえる『月』 坂本画伯,労 作 を菩提寺 に

225 フ クニ チ 1966年09月19日 1966-2 4年 がか り大作"月"を 奉納 坂本繁二郎画伯

226 読売 1966年09月19日 1966-1
「月」を無量寺院に奉納 坂本画伯 が祖先の供養

227 読売 1966年09月21日 1966-1
「すば らしい鉄斎」 坂本繁二郎画伯

,名 作展へ
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228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

西 日本

毎 日

毎 日

フ クニ チ

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

毎 日

読売

西 日本

朝 日

西 日本

毎 日

フ クニチ

読売

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

毎 日

毎 日

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

毎 日

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

1966年09月23日

1966年09月23日

1966年09月27日

1966年12月15日

1967年01月01日

1967年01月03日

1967年01月04日

1967年01月05日

1967年01月06日

1967年01月07日

1967年01月23日

1967年01月23日

1967年02月28日

1967年03月02日

1967年03月02日

1967年03月02日

1967年03月03日

1967年03月03日

1967年04月03日

1967年04月10日

1967年04月11日

1967年04月15日

1967年04月15日

1967年04月16日

1967年04月24日

1967年04月29日

1967年05月01日

1967年05月04日

1967年05月08日

1967年05月09日

1967年05月09日

1967年05月15日

1967年05月18日

1967年05月20日

1967年05月23日

1967年05月29日

1967年06月09日

1967年06月12日

1967年06月15日

1967年06月20日

1967年06月23日

1967年06月27日

1967年06月29日

1967年07月01日

1967年07月04日

1967年07月07日

1966-1

1966-1

1966-3

1966-1

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-1

1967-1

1967-2

1967-1

1967-1

1967-1

1967-1

1967-1

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-1

1967-1

1967-2

1967-2

1967-1

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

1967-2

老夫婦の心情 しみ じみ 共 に歩いた57年

夫妻 にきく <番組紹介〉

画家坂本繁二郎

婦人 ニュース 共に歩 いた57年 〈番組紹介〉

戸嶋和郎 福岡評論 坂本画伯と美の追求

坂本画伯の色紙 など 八女の成人式記念品 きまる

(対談)坂 本繁二

郎,岡 潔

日本の こころ 対談 坂本繁二郎 岡潔 (1)自 然

(対談)坂 本繁二

郎,岡 潔

日本 のこころ 対談 坂本繁二郎 岡潔 (2)抽 象

(対談)坂 本繁二

郎,岡 潔

日本 のこころ 対談 坂本繁二郎 岡潔 (3)不 思議

(対談)坂 本繁二

郎,岡 潔

日本のこころ 対談 坂本繁二郎 岡潔 (4)友 だち

(対談)坂 本繁二

郎,岡 潔

日本のこころ 対談 坂本繁二郎 岡潔 (5)子 供 と女性

(対談)坂 本繁二

郎,岡 潔

日本のこころ 対談 坂本繁二郎 岡潔 (6)根 性

坂本繁二郎画伯 弟子の個展会場へ

坂本画伯か ら"おほめ"真 藤 さん40年 の力作展

〈きじ車〉 話題呼ぶ坂本さんの建て物

きょう85歳の誕生 日 坂本繁二郎画伯
"満85歳 おめで とう"坂 本画伯にお祝いの花束

坂本画伯85才 の誕生 日 毎 日,元 気 に絵筆

制作 の意気 さかん 85歳 の誕生 日迎 えた坂本画伯

これからも力作 を 坂本画伯85歳 の誕生 日

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (1)こ ころの画家 序 にかえて

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (3)没 落士族

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (4)絵 のムシ

谷口治達記 者 坂本繁二郎の道 (5)森 三美

ある 日ある人 坂本繁二郎画伯

石橋正二郎(談),

田中洋之助

(聞き手)

対談閑話 美神 と事業 (2)青 木繁 と坂本繁二郎

谷口治達記者  坂本繁二郎の道 (6)神 童

谷口治達記者  坂本繁二郎の道 (7)青 木繁

谷口治達記者  坂本繁二郎の道 (8)あ ん しゃん先生

谷口治達記者  坂本繁二郎の道 (9)上 京

谷口治達記者  坂本繁二郎の道 (10)新 派 と旧派

新手法に批判 久留米市で坂本画伯を囲む懇談会

お珍 しい坂本画伯

の招 き快諾

40分 間,芸 術談 を展開 若 い経営者 ら

谷口治達記者  坂本繁二郎の道 (11)不 同舎

谷口治達記者  坂本繁二郎の道 (12)無 銭旅行

郷土の話題 『繁 と繁二郎』 〈番組紹介〉

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (13)福 田たね

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (14 研究所

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (15)海 の幸

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (16)夏 の終わ り

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (1の 親友

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (18)台 頭

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (19)文 芸誌「方寸」

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (20)東 京パ ック

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (21) 馬鉄通り

谷 口治達記老 坂本繁二郎の道 (22) 結婚

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (23)張 り物

谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (24) 存在
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274 西 日本 1967年07月08日 1967-1 第63回 太平洋九州展 本文:特 別 出品 坂本繁二郎 〈社

告〉

275 西 日本 1967年07月09日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (25) 考える牛

276 西 日本 1967年07月11日 1967-1 太平洋展始まる 坂本繁二郎氏も出品 県文化会館

277 西 日本 1967年07月20日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (26) 進路

278 西 日本 1967年07月23日 1967-1 坂本画伯が最終審査 20回め迎えた児童画講習会 柳川市

279 毎 日 1967年07月23日 1967-3 次の連載 絵 を描 くこころ 語 る人 坂本繁二郎氏

280 毎 日 1967年07月26日 1967-2 坂本繁二郎(談),

河谷 日出男

(聞き手)

対談 閑話 絵 を描 くこころ (1)自 然 を見つめる

281 毎 日 1967年07月27日 1967-2 坂本繁二郎(談),

河谷 日出男

(聞き手)

対談 閑話 絵 を描 くこころ (2)熱 気 こもる明治画壇

282 西 日本 1967年07月28日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (27) 三木露風

283 毎 日 1967年07月28日 1967-2 坂本繁二郎(談),

河谷日出男

(聞き手)

対談閑話 絵を描 くこころ (3)わ が友 ・青木繁

284 西 日本 1967年07月29日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (28) 隅田川

285 毎 日 1967年07月29日 1967-2 坂本繁二郎(談),

河谷日出男

(聞き手)

対談閑話 絵 を描 くこころ (4)写 楽 ・光琳 ・宗達な ど

286 毎 日 1967年07月30日 1967-2 坂本繁二郎(談),

河谷日出男

(聞き手)

対談閑話 絵 を描 くこころ (5)永 遠 なものへ

287 西 日本 1967年08月08日 1967-2 この人 このごろ 坂本繁二郎氏

288 西 日本 1967年08月21日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (29) 二科会

289 西 日本 1967年08月23日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (30) 哲学画家

290 毎 日 1967年08月24日 1967-2 なつか しいね私の作 品 「た しかに」と坂本画伯 50年 前の

もの "対談 閑話"が縁 でわかる

291 西 日本 1967年09月01日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (31) 渡欧

292 西 日本 1967年09月04日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (32) 船旅

293 西 日本 1967年09月11日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (33) パ リ (1)

294 西 日本 1967年09月16日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (34) パ リ (2)

295 西 日本 1967年09月18日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (35) ルーブル

296 西 日本 1967年09月21日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (36) 滞欧作

297 西 日本 1967年09月27日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (37) 帰国

298 西 日本 1967年10月02日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (39) 弟子

299 西 日本 1967年10月09日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (40) 馬 (1)

300 西 日本 1967年10月11日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (41) 馬 (2)

301 西 日本 1967年10月12日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (42) 八女

302 西 日本 1967年10月16日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (43) 古賀春江

303 毎 日 1967年10月22日 1967-1 河谷記者 奥深いルノワール 坂本繁二郎画伯 に聞 く

304 西 日本 1967年10月23日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (44) 風土

305 西 日本 1967年10月25日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (45) 肉弾三勇士

306 西 日本 1967年10月30日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (46) 二科分裂

307 西 日本 1967年10月31日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (47) 画商

308 西 日本 1967年11月02日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (48) 戦争

309 西 日本 1967年11月03日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (49) 西部美術

310 西 日本 1967年11月 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (50) 芸術院会員

311 西 日本 1967年11月09日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (51) け しけ し山

312 西 日本 1967年11月13日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (52) 物感

313 西 日本 1967年11月20日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (53) 能面

314 西 日本 1967年11月23日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (54) 新人会

315 西 日本 1967年11月24日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 (55) 月雲

316 西 日本 1967年11月25日 1967-2 谷口治達記者 坂本繁二郎の道 を終 わって

317 フ クニ チ 1968年01月08日 1968-1 坂本画伯 も特別出品 サル と人生展
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318 毎 日 1968年01月19日 1968-2 あすから九大で ドック入 り 坂本繁二郎画伯

319 朝 日 1968年01月20日 1968-2 九大の人 間 ドック入 り 坂本画伯

320 読売 1968年01月20日 1968-2 坂本画伯 ドック入 り

321 西 日本 1968年01月22日 1968-2 坂本画伯 ・青春の大作 『北茂安村 の一部』 西相銀の新 ビ

ル飾 る

322 朝 日 1968年02月27日 1968-1 美術 ファンに画廊開放 郷土画家の作品 を展示 して 八女

市の樋 口 さん 本文:… 坂本繁二郎 画伯 か ら贈 られた「ハ

サ ミ」など郷土 の画家のコレクションを展示…

323 フ クニ チ 1968年02月27日 1968-1 〈テ ロ ップ> TNC 本 文:… 番 組 「坂 本 繁 二 郎 の 画 業 ・或

る訪 問 」…

324 西 日本 1968年02月29日 1968-1 TNC十 周年記念特別 カラー番組 み 或 る訪問 坂 本繁二

郎 の画業

325 読売 1968年03月02日 1968-2 〈みなと〉 本文:… 坂本繁二郎画伯が二 日,八 十六歳の誕

生 日…

326 1968年03月 1968-2 庭 い じりの毎 日 八十六歳迎えた坂本 さん

327 西 日本 1968年03月03日 1968-2 坂本画伯,86歳 に “月”の連作 に取 り組む

328 フ クニ チ 1968年03月03日 1968-2 〈街灯〉 すごやか坂本画伯

329 毎 日 1968年03月03日 1968-2 意気盛ん,坂 本画伯 元気に86歳 の誕生 日

330 西 日本 1968年03月06日 1968-1
“うま くな

ったよ” 坂本画伯 が直接指導 ・審査 柳川市の

児童画展 二十回めを迎 える

331 朝 日 1968年03月18日 1968-3 〈点描〉 現代の巨匠四人展

332 西 日本 1968年03月22日 1968-3 梅原,坂 本,小 絲,林 東京 現代の巨匠四人展

333 西 日本 1968年03月24日 1968-2 七年ぶ りの再会 を喜ぶ 坂本,田 崎両画伯

334 毎 日 1968年03月24日 1968-3 〈画廊〉 肩の こらぬ親近感 現代巨匠四人展

335 読売 1968年04月04日 1968-3 藤井源一 〈美術評〉 洋画の性格 を反映 「現代 の巨匠四人展」

336 西 日本 1968年06月03日 1968-2 大村氏が坂本画伯像を制作
337 西 日本 1968年06月06日 1968-1 広が る生家保存運動 画壇 の2巨 匠(故 青木繁 坂本繁二

郎)も

338 西 日本 1968年06月09日 1968-1 高 まる保存への動 き 青木繁,坂 本繁二郎氏生家

339 西 日本 1968年06月10日 1968-1 田中幸夫 坂本繁二郎 とその母 保存 したい久留米の生家

340 西 日本 1968年06月15日 1968-1 青木繁,坂 本繁二郎両生家 保存検討会を設置 久留米連

文会総会

341 毎 日 1968年06月19日 1968-1 戸嶋記者 「わが友,白 秋」 坂本画伯 も生家保存 に一役

342 西 日本 1968年07月05日 1968-2 『坂本繁二郎の道』近 く出版

343 読売 1968年07月08日 1968-2 坂本画伯も元気に投票

344 朝 日 1968年08月10日 1968-2 暖か くつづった画歴 谷 口治達署 坂 本繁二郎 の道 〈書

評〉

345 1968年08月11日 1968-2 河北倫明
"坂本芸術"浮 きぼ り 谷 口治達著 坂 本繁 二郎 の道 〈書

評〉

346 1968年 1968-2 〈ほん〉 坂本繁二郎の道 谷口治達署

347 朝 日 1968年09月25日 1968-2 〈点描〉 坂本画伯,健 康 に 一年ぶ り,絵 筆 にぎる

348 読売 1968年10月20日 1968-1 坂本画伯 も参観 申し出 八女の文化祭始まる ふたあけ

児童 らの作 品展

349 毎 日 1968年10月21日 1968-2 坂本画伯 が下絵 を寄贈 わが友,白 秋のため に 未発表の

馬2点

350 西 日本 1968年10月22日 1968-1 子供らの力作ほめる 坂本画伯 児童生徒作品展へ 八女
351 フ クニ チ 1968年10月22日 1968-1 ひょっこり坂本画伯 八女 夫人同伴 で「小中学生作品展」

へ

352 毎 日 1968年10月22日 1968-1 ヒ ョッコ リ坂本画伯 八女市 の小中学生作品展へ 一年ぶ

りの外出

353 読売 1968年10月22日 1968-1 じっ くり坂本画伯 子 どもの作品 を鑑賞 八女

354 西 日本 1968年10月26日 1968-1 白秋生家保存運動 色紙展 と即売会 第一線画家38氏 が協

力

355 1968年10月30日 1968-1 あすか ら福 岡で 白秋生家保存募金 有名画家 の「色紙展

と即売会」
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356 西 日本 1968年11月01日 1968-1 特 に光 る坂本画伯 の“馬” 白秋生 家保存運動 うっと り
「色紙展 と即売会」

357 西 日本 1968年11月01日 1968-1 栄光の群像 近代 日本の洋画史 をひ らいた九州の画家たち

展か ら (4)坂 本繁二郎 古賀春江

358 毎 日 1968年11月05日 1968-1 白秋生家保存募金の色紙展 きょうまで

359 毎 日 1968年11月05日 1968-3 戸嶋和郎 福岡評論 坂本画伯のスケ ッチ

360 毎 日 1968年11月06日 1968-3 白秋生家保存 「色紙展」終わる 坂本画伯の二作品 も落札

361 西 日本 1969年02月03日 1969-2 坂本繁二郎氏 をめ ぐる話題

362 西 日本 1969年03月03日 1969-2 米寿迎えてなお制作中 坂本繁二郎画伯

363 毎 日 1969年03月03日 1969-2
「毎 日が 自然 との勝負」 坂本繁二郎画伯 元気に87歳 の誕

生 日

364 読売 1969年03月07日 1969-2 坂本画伯と念願の対面 日韓文化使節の金氏

365 西 日本 1969年04月01日 1969-1 久留米 と人 異色の人材輩出 "画壇の鬼才"青 木,坂 本

366 西 日本 1969年05月22日 1969-3 杉森麟 〈書斎〉 いつ も古典に学ぶ 坂本画伯 と隣合 わせ

367 朝 日 1969年07月15日 1969-2 坂本繁二郎氏(洋 画家)死去

368 朝 日 1969年07月15日 1969-2 河北倫明 坂本さんの死 をいたむ

369 朝 日 1969年07月15日 1969-2 家族 だけでお通夜 家族 をマ クラ元 に遺言 身動 きもせず

大往生

370 朝 日 1969年07月15日 1969-2 源弘道記者 人間 ・坂本繁二郎 平凡に徹 した非凡 さ

371 西 日本 1969年07月15日 1969-2 純粋…清冽…平和 な生涯 坂本繁二郎

372 西 日本 1969年07月15日 1969-2 河北倫明 坂本繁二郎の芸術

373 西 日本 1969年07月15日 1969-2 盛 り上が る『生家』保存 故坂本画伯

374 フ クニ チ 1969年07月15日 1969-2 坂本繁二郎画伯死去

375 フ クニ チ 1969年07月15日 1969-2 深野記者
"巨星が落 ちた"悲 しむ市民 坂本画伯 の死

376 毎 日 1969年07月15日 1969-2 坂本繁二郎氏死去

377 毎 日 1969年07月15日 1969-2 河谷 日出男 巨匠 とひ とりの記者 坂本繁二郎画伯 をいたむ

378 毎 日 1969年07月15日 1969-2 ひっそ り「大坂本」の死 家族 だけでお通夜

379

読売

1969年07月15日 1969-2 坂本繁二郎氏

380

読売

1969年07月15日 1969-2 坂本画伯へ質素なお別れ 孤高の絵筆死なず

381

読売

1969年07月15日 1969-2 深 い悲 しみの坂本邸

382

読売

1969年07月15日 1969-2 岸田勉 坂本芸術の世界

383 西 日本 1969年07月16日 1969-2 故坂本画伯 を しのんで… 悲 しみに包 まれた筑後の人 たち

384 西 日本 1969年07月16日 1969-2 〈春秋〉 本文:… いま 日本でいちばん高いのはだれかとい

えば,そ れは坂本繁二郎である…

385 フク ニチ 1969年07月16日 1969-2 〈きのう今 日〉 坂本画伯の死

386 フク ニチ 1969年07月16日 1969-2 青木寿 坂本繁二郎先生 をしのぶ

387 毎 日 1969年07月16日 1969-2 四十年住んだ自宅 とお別 れ 故坂本画伯,だ びに

388 毎 日 1969年07月16日 1969-2 つ きぬ思い出語 る しめやか に坂本画伯のお通夜

389 毎 日 1969年07月16日 1969-2 生家の保存を 久留米連合文化会立上がる

390 毎 日 1969年07月16日 1969-2 坂本先生 をしのぶ

391 読売 1969年07月16日 1969-2 い まさらに偉大 さ 銅像前 で悲 しむ市民 故坂本画伯

392 読売 1969年07月16日 1969-2 遺徳を慕 って80人 が見送 り 坂本画伯の密葬

393 1969年07月17日 1969-2 21日 に八女市葬 故坂本繁二郎画伯

394 西 日本 1969年07月17日 1969-2 坂本画伯の遺体 ダビに 親 しい人たちに守 られて

395 西 日本 1969年07月17日 1969-2 〈座談会〉杉森麟

坂宗一,伊 東静

尾,岸 田勉

座談会 坂本繁二郎 人と芸術

396 読売 1969年07月17日 1969-2 坂本 さんの絶筆"馬 の絵"完 成間近だった50号 密葬に参

列の画商語 る

397 毎 日 1969年07月18日 1969-2 坂本画伯 と静かな別れ

398 読売 1969年07月18日 1969-2 市民ら多数が参列 しめやかに坂本画伯の告別式

399 朝 日 1969年07月19日 1969-2 しめやかに焼香 故坂本画伯の告別式

400 西 日本 1969年07月 1969-2 告別式に『月』を展示 故坂本画伯 参列者 に新たな感激

401 西 日本 1969年07月19日 1969-2 いつ まで も故人 を惜 しむ声 坂本繁二郎画伯の告別式

402 毎 日 1969年07月19日 1969-2 盛夏の中で しめやかに 悲 しみに耐える薫夫人
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403 読売 1969年07月19日 1969-2 〈いずみ〉 本文:坂 本繁二郎画伯の告別式が行 なわれた十

八 日…

404 1969年07月 1969-2
"陰 の絵 筆"と な

っ て… 巨 匠の 妻 ・坂 本 薫 さん

405 1969年07月 1969-2 さようなら,坂 本先生

406 1969年07月 1969-2 作品に喪の リボ ン 第65回 太平洋展

407 西 日本 1969年07月20日 1969-2 あす八女市葬 故坂本繁二郎氏
408 西 日本 1969年07月21日 1969-2 二宮冬鳥 自然に還 った 自然児 坂本繁二郎画伯 ・最後の一 カ月

409 朝 日 1969年07月22日 1969-2 故坂本画伯しのぶ 二十年続く図画講習会 児童約千人が

参加
410 朝 日 1969年07月22日 1969-2 教養特集 坂本繁二郎の世界 〈番組紹介〉
411 西 日本 1969年07月22日 1969-2 尽 きぬ月 との因縁 故坂本繁二郎氏 の市葬

412 フ クニ チ 1969年07月22日 1969-2 しめやか に八女市葬 坂本繁二郎画伯の偉業 たたえ

413 毎 日 1969年07月22日 1969-2 しめやか に画業 しのんで 故坂本画伯の八女市葬

414 毎 日 1969年07月22日 1969-2 めい福祈る700人 故坂本画伯の八女市葬

415 読売 1969年07月22日 1969-2 遺徳を慕う多勢の人 八女市葬 坂本画伯に最後の別れ
416 朝 日 1969年07月26日 1969-2 綱 〈土曜の手帳〉 不退転 の姿勢学べ 坂本繁二郎の死 と九州

417 朝 日 1969年07月27日 1969-2 田中幸夫 〈読者 コーナー〉 坂本繁二郎の生家で

418 西 日本 1969年07月29日 1969-2 具体化する生家保存 故坂本画伯
419 西 日本 1969年08月02日 1969-2 カラー映画を上映 小倉で坂本繁二郎 をしのぶ会

420 西 日本 1969年08月14日 1969-2 静 かに故人 しのぶ 坂本繁二郎画伯の初盆

421 毎 日 1969年08月14日 1969-2 霊前で遺業 しのぶ知人ら 坂本画伯の初盆

422 1969年 1969-2 坂本画伯の墓参へ 九州陶芸展審査委員長 谷川徹三氏
423 西 日本 1969年08月24日 1969-2 八女市の文化施設事業に寄託 故坂本繁二郎画伯の香典返

し
424 毎 日 1969年08月24日 1969-2 八女市の文化発展のため に 坂本薫未亡 人が香典返 しにか

えて30万 円を寄付

425 西 日本 1969年08月31日 1969-2 遺族 に守 られ しめやか に 坂本画伯の納骨式

426 毎 日 1969年08月31日 1969-2 関係者に見守 られ 坂本画伯 の遺骨納 める

427 読売 1969年08月31日 1969-2 故坂本画伯の納骨式
428 西 日本 1969年09月25日 1969-1 1日 か ら有馬記念館 で 坂本繁 二郎 を しのぶ特 別展 書

簡,遺 品なども展示

429 西 日本 1969年09月29日 1969-1
"馬"や"能 面"シ リーズ 来月3日 か ら福 岡市で 坂本繁二

郎展

430 毎 日 1969年09月30日 1969-1 巨匠 ・坂本繁二郎 を しのぶ あすか ら特別展
431 読売 1969年09月30日 1969-1 坂本繁二郎 をしのぶ作品展 久留米であすか ら 本文:…

十月一 日か ら十一月三十 日まで,久 留米篠山町の有馬記念

館二階ホールで開かれる…

432 西 日本 1969年10月01日 1969-1 〈展覧会〉 坂本繁二郎 を しのぶ特別展

433 朝 日 1969年10月02日 1969-1 色紙 「はぜ」な ど106点 故坂本画伯 特別展は じまる

434 読売 1969年10月02日 1969-1 坂本画伯 しのぶ特別展 ゆか りの久留米で始 まる

435 西 日本 1969年10月03日 1969-1 坂本繁二郎特別展か ら (1)本 とロウソク

436 毎 日 1969年10月03日 1969-1 〈展覧会〉 「坂本繁二郎展」 本文:12日 まで,福 岡市天神

二,住 友生命 ビル2階,福 岡 フォルム画廊 …

437 西 日本 1969年10月04日 1969-1 坂本繁二郎特別展か ら (2)収 穫

438 毎 日 1969年10月04日 1969-1 坂本画伯 の遺作展開幕 本文:三 日か ら…フォルム画廊で

始 まった…

439 西 日本 1969年10月05日 1969-1 坂本繁二郎特別展か ら (3)三 勇士デ ッサン

440 西 日本 1969年10月07日 1969-1 坂本繁二郎特別展から (5)版 画 ・馬

441 西 日本 1969年10月07日 1969-1 岸田勉 坂本繁二郎 にみる野望 と反俗 『よき穴あらば新聞社 に…』

442 西 日本 1969年10月08日 1969-1 〈美術〉 に じみ出る人柄 ふたつの坂本繁二郎展

443 フ クニ チ 1969年10月08日 1969-1 〈展覧会〉 坂本繁二郎展

444 読売 1969年10月08日 1969-1 〈展覧会案内〉 坂本繁二郎展

445 西 日本 1969年10月09日 1969-1 〈画廊〉 坂本芸術の流れ 故坂本繁二郎作品展

446 西 日本 1969年10月09日 1969-1 坂本繁二郎特別展か ら (7)詩 集表紙装画 『地下水』

447 西 日本 1969年10月10日 1969-1 坂本繁二郎特別展か ら (8)暁 の富士

448 西 日本 1969年10月11日 1969-1 坂本繁二郎特別展か ら (9)遺 品『チャンチ ャンコ』
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449 西 日本 1969年10月21日 1969-2
『母の像』から新 しい詩発見 "いたわ りの心"切 々 母思い

だった坂本画伯

450 西 日本 1969年10月23日 1969-2 本文:故 坂本繁二郎画伯の傑作 『母の像』の裏面に…

451 毎 日 1969年10月24日 1969-1 あすから八女市文化祭 坂本画伯追悼記念

452 朝 日 1969年10月25日 1969-2 坂本記念館建設へ 八女市 市民運動盛上げ

453 日本経済 1969年10月27日 1969-4 坂本繁二郎 私の絵私 のこころ 日本経済新聞社 〈広告〉

454 西 日本 1969年11月01日 1969-1 坂本画伯を追悼 八女市文化祭の洋画展

455 読売 1969年11月01日 1969-1 坂本画伯 しのび盛 り上がる 八女市民洋画展 開 く

456 西 日本 1969年11月07日 1969-2 谷口記者 坂本繁二郎の絶筆"月光"を 確認

457 西 日本 1969年11月13日 1969-3 坂本繁二郎画伯をしのぶ 座談会

458 朝 日 1969年12月03日 1969-2 〈点描〉 一位 は坂本画伯 の死去 九州文化10大 ニュース

459 朝 日 1969年12月12日 1969-1 坂本繁二郎追悼 展 代表作 を約120点 福 岡 来 月13-18

日 全 国5会 場 主催朝 日新聞社 〈社告〉

460 西 日本 1969年12月12日 1969-1 坂本繁二郎追悼展 西日本新聞社 〈社告〉

461 朝 日 1969年12月13日 1969-1 豊田勝秋 坂本繁二郎追悼展に期待する

462 読売 1969年12月16日 1969-1 坂本繁二郎の追悼展 来月福岡で

463 朝 日 1969年12月27日 1969-1 坂本繁二郎追悼展 きょうから前売券発売 〈社告〉

464 西 日本 1969年12月27日 1969-1 坂本繁二郎追悼展 前売り券発売開始 〈社告〉

465 西 日本 1969年12月31日 1969-2 坂本繁二郎画伯逝く
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美術館案内 Guide to the Museums

ブリヂストン美術館

所在地

開館時間

休館

入場料

東 京都 中央 区 京橋1-10-1(〒104)

TEL.(03)3563-0241

4月 ～10月 午前10時 ～午 後6時

11月 ～3月 午前10時 ～午 後5時30分

毎 月 曜 日 年 末年 始(12月28日 ～1月4日)

個 人:

一 般¥500 大 ・高 生¥400 中 ・小 生¥200

団 体(15名 以 上):

一 般¥400大 ・高 生¥300 中 ・小 生¥150

なお,特 別 展 の場 合 は変 更す る こ とが あ る。

石橋美術館

所在地

開館時間

休館

入場料

福 岡 県久 留 米 市野 中町1015(〒830)

TEL.(0942)39-1131

午 前9時30分 ～午 後5時

毎 月 曜 日 年 末年 始(12月28日 ～1月4日)

個 人:

一 般¥300大 ・高 生¥200 中 ・小 生¥150

団 体(20名 以 上):

一 般¥250大 ・高 生¥150 中 ・小 生¥80

なお,特 別 展 の場 合 は変 更す る こ とが あ る。

Bridgestone Museum of Art

Address

Museum Hours

Admission

10-1, Kyobashi 1-chome, Chuo-ku,

Tokyo 104, Japan

Phone:(03)3563-0241

Open daily except Monday
10:00a.m.-6:00p.m.(from April

through October)

10:00a.m.-5:30p.m.(from November

through March)

Closed from December 28 to

January 4

Adults ¥500

Students ¥400

Children under 15 ¥200

Ishibashi Museum of Art

Address

Museum Hours

Admission

1015, Nonaka-machi, Kurume-shi,

Fukuoka-ken 830, Japan

Phone:(0942)39-1131

Open daily except Monday from

9:30a.m. to 5:00p.m.

Closed from December 28 to

January 4

Adults ¥300

Students ¥200

Children under 15 ¥150
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石橋財団職員

常務理事 大 原 譲

事務局  局 長 朝比奈仙二

渡辺 瞳

押 本仁子

小原田鶴子

石黒経子

土屋益子

ブリヂス トン美術館

館 長

事 務 部

学 芸 部

事 務 部 長

学芸部長(兼)

学 芸 課 長

嘉門安 雄

尾島 聰

中村邦 子

柴 田孝 三

野村芳 雄

加藤田裕敏

渡辺清 美

青柳真 子

金子伸 子

原 永 子

嘉 門安 雄

宮崎 克己

中 田裕 子

吉城寺尚子

塚田美香子

田 中千 秋

貝塚 健

中村節 子

石橋美術館

館 長

事 務 部

学 芸 課

事 務 部 長

学 芸 課 長

学芸課・課長

中川 洋

平井麟之輔

野 田朋 子

富松 弘美

原 朋 子

田内正 宏

橋富博 喜

杉本秀 子

後藤純 子

植野健 造

1994年3月31日 現 在
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